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　次の日は、朝からカーリンと二人で仲良く出勤した。

　二日酔いはひどくはなかったけれど、一応『癒し』で回復させる。

　出勤したら、習練場の前でラーシュが待っていた。

　今日は昨日の軽装備ではなくいつもの軍服だ。今日は最後の表彰式に出るだけなので、今、甲冑姿である必要はないのだろう。

　ラーシュは二人が寄って来るのを待って笑顔で挨拶をした。

「おはよう、ヴィオラ、オデアン嬢。昨夜はヴィオラが世話になったな」

「おはようございます、ラーシュ様。早いですね」

「おはよーございます。カーリンでいいですよ、ノシュテット様。友人を泊めるのくらい普通です」

　朝っぱらから亭主面かい、と内心でツッコんでいることなどおくびにも出さずカーリンが緩く笑うと、ヴィオラが嬉しそうにラーシュに報告した。

「ラーシュ様！　夕べは本っ当に楽しかったんですよ。私、お友達の家にお泊りして喋りながら寝るなんてしたことなかったんです。今朝も、朝ごはん一緒に食べて一緒に出勤してきました。本当に楽しかったです！」

　本当に嬉しそうなキラッキラの笑顔のヴィオラにカーリンが苦笑する。

「大袈裟だなあ。そんなに楽しかったんならいつでもおいでよ。ヴィオラの朝ごはん、すっごく美味しかったから宿代には充分だしいつでも歓迎するよ。今度は次の日が休みの時に来てくれたら、それこそ夕食も一緒につくって食べて、一晩中でも喋っていられるよ？」

「わ！　ホントに!?　いいの？　嬉しい！　絶対行く！」

「ん、じゃ決まりね」

　ぱっと花開くように嬉しそうな笑顔のヴィオラのアタマをカーリンが撫でる。ヴィオラが嬉しそうにされるがままでいると、唐突にヴィオラの身体をラーシュに持って行かれた。

「ヴィオラ、友人と友情を温め合うのは美しいことだが、放っておかれるのは寂しいぞ？」

「っ、ごめんなさい」

　カーリンの前で抱きしめられて、かあっとカオに熱が上がる。それを見て、カーリンが呆れた。

「ノシュテット様、心が狭い」

「なんとでも言え。この子は私のだ。アタマを撫でていいのも可愛がっていいのも私だけ」

「ホンっトに心が狭いな！」

　カーリンはつい思い切り言ってから貴族の騎士相手にヤバかったかと思ったが、ラーシュは笑って平気で流してくれた。

「まあ、それは冗談にしても、あまりヴィオラを独り占めしないでくれ、カーリン。せっかく仕事前に逢いに来たのに、ちっともこっちを向いてくれない」

「えええ、そんな、独り占めなんて、ごめんなさい、せっかく逢いに来てくださったのに」

　慌てるヴィオラが謝ると、ラーシュとカーリンが笑った。

「いやいや、だから、冗談だから。ヴィオラ、真に受けすぎ。ノシュテット様もいちいち重いです。もうちょっと程度ってものをですね」

「いや、判っているんだがどうもヴィオラの反応が可愛すぎてな」

　しれっと言うラーシュにカーリンがうなずく。

「判りますよ、判るけども、それでもです。ついでに言うと、あんまり人前でやると不要な敵をつくりますよ」

「ほう、どんな？」

「あー、主に、恋敵とか？　あんまり可愛いヴィオラに懸想する阿呆が」

「私に勝てるとでも？」

「うわあ、すっげえ自信。それが克ち過ぎてヴィオラに逃げられたらいいお笑い種ですよ」

「一応肝に銘じておこう」

　聞き入れてくれるだけの度量はあるようで、カーリンは内心でほっとする。プライドの高い貴族なら、一歩間違えれば無礼者と殴られる可能性だってあるのだが、この人は少なくともそういうことはしなさそうだ。せっかくできた友人の恋人が度量の足りない傲慢な男では、彼女が可哀想すぎる。

「それから、ちょっと真面目な話、根性の悪い一部の侍女たちが相変わらずろくでもないド嘘の噂をばらまいてます。それで攻撃されるのはあなたではなくヴィオラなので、少し考えた方が良いかと」

「カーリン、それは」

　昨日シーラから聞いた噂のコトだとすぐに判って、慌ててヴィオラが止める。だが、カーリンは思いの外真面目に言った。

「言っとかなきゃダメだよ。知っといてもらわないと。でないと、いざって時に対応が後手に回る。それは絶対に良くない」

「その通りだ。知らせてくれて感謝する」

　うなずくラーシュも真面目なカオで、二人に言われてヴィオラはちょっと困った。

　言いたいことを言ってすっきりしたからか、カーリンは表情を緩める。

「んじゃ、ま、あたしは先に行くよ。これ以上邪魔してたらノシュテット様に嫌われそうだ。ヴィオラ、遅刻しないようにね」

「あ、ごめん、カーリン。ありがとう」

　ひらひらと手を振ってカーリンが習練場に入っていくと、やっとラーシュの望む二人きりだ。

　とはいえ、また誰がくるとも判らない状況ではゆっくりいちゃつくこともできない。少し動いて人気の無い木の陰にまで移動した。

「ラーシュ様。昨日言えなかったんですけど、優勝おめでとうございます。すごく格好良かったです！」

　やっと昨日から言いたかったのに言えなかったコトを口にすると、ラーシュが微笑んでくれた。

「ありがとう。ヴィオラが見ているからと頑張ったからな。格好良く見えたのならよかった」

「すごく素敵でした！　ラーシュ様がお強いとは聞いていましたけど、あんなにまでとは思わなくて！　こんな方が私の恋人なんてって思ったらすごく誇らしくて！　私、改めてラーシュ様のこと惚れ、あ、いえ、その、えっと、尊敬して憧れます！」

　はしゃいだ調子で勢い込んで言ったものの、つい言いかけたことを慌てて修正する。だが、ラーシュにはちゃんと聞こえていたようで。

「俺のコト、なに？」

　ひょい、と覗き込まれて、ヴィオラは恥ずかしくなる。絶対判って言っている。

「……ええと」

「言って？」

「……お判り、でしょう？」

「うん、でも言って？」

　妙に可愛い口調でせがまれて、ヴィオラは真っ赤っかになってしばらく逡巡した挙句、漸ようやくか細い声で告げた。

「……惚れ直し、ました」

「それは光栄だ、俺の勝利の女神」

　にっこりと、正にとろけるように嬉しそうな甘い笑みを浮かべたラーシュが、ヴィオラの右手を捕まえてその指先にくちづけた。貴族の如き、いや彼は実際貴族だが、そんな振る舞いをされて、ヴィオラの顔がさらに真っ赤っかに染まる。恥ずかしそうなヴィオラを満足そうに見てから、ラーシュはその腕にようやく可愛い恋人を囲い込んだ。

「本当は、昨日ヴィオラに祝って欲しかったんだ。だが参加者の騎士たちにすっかり囲まれてしまってな。終わってからでもなかなか逃げ出せそうになくて」

「騎士の方々とのお付き合いも大切でしょう？」

「判っている。判ってはいるんだが、やっぱりゴツい野郎どもより何百倍もヴィオラの方がいいに決まっている。……本当に逢いたかったんだ。せっかくきみがすぐ近くにいたというのに」

「でも、今こうして逢いに来てくださったじゃないですか。私はそれがとても嬉しいです」

「ああ、どうしても逢いたかったから。でも、きみも喜んでくれるのなら俺も嬉しいよ」

　苦笑しながらラーシュは言う。

「ヴィオラ、昨日の仕事中、治療をした騎士たちにいろいろ誘われただろう」

「え、あ、なんで」

「ヤツらに聞いた。婚約者の方に治療していただきました、すごく可愛らしい方ですね、羨ましいですと、何人もな。職務中にそんなコト言うヤツが、ナンパしないわけがない。大方、声を掛けてからピアスを見て慌てて謝ったってとこだろう」

　それからラーシュはヴィオラの耳たぶのピアスに指で触れてからちゅっとくちづけた。

「きみにピアスを渡しておいて本当に良かったと、俺は今、心から思っているよ。ちゃんと虫除けの効果があって良かった。ああ、そいつらにはちゃんときみが受けた不快さの分くらいはやり返しておいたからな」

「はい？　あの、私は別に、それよりあまり酷いことは」

「心配するな、指南を乞われた時に余分に一撃喰らわせたくらいだ」

　いたずらっ子のような笑顔をされて、ヴィオラはつい笑ってしまう。まあ、それくらいなら許されるのではなかろうか。

　そして、いつものようにぎゅうっと抱きしめて、そのままの態勢で耳元でつぶやく。

「ああ、カーリンが言うとおり、我ながら本当に心が狭いな。ヴィオラを仕事に行かせたくない。俺が治療してもらってないのに、他の男の治療なんかさせたくない」

「ラーシュ様、でも、あの」

「判っている。本当にそんなことはしない。でも、治療でもヴィオラが他の男に触るのが気に入らない」

「ごめんなさい、でも」

「謝るな、ただの我儘だ。正直、こんなどうしようもない重たい嫉妬を口にするのも恥ずかしい。言いたいだけなんだ、聞き流してくれ」

　嫉妬。重い、確かに傍から見たら重いのだろう。だが、ヴィオラには、そんなことを言われても、嬉しいだけだ。

「あの、ラーシュ様、私は嬉しいですけど」

　つい言ってしまったら、ラーシュが困ったカオをした。

「ダメだ、ヴィオラ。きみは俺に甘すぎる。ダメなものはちゃんとダメだと言ってくれないと、俺はきっといくらでも増長するぞ。そのうち世間的に許されないレベルまできみにいろいろ強いてしまうかもしれない。エルヴィーラ殿やカーリンが俺からきみを引き離そうと考える前に、きみがちゃんと断ってくれ」

「私は、ラーシュ様がそこまではしないと信じてますから、できる限りは受け入れたいと思いますけど」

「それがいけないというんだ。嫌なことはちゃんと嫌だと言ってくれ」

「はい」

　返事をしながら、ヴィオラはくすくすと笑ってしまう。するとラーシュが不思議そうに訊いた。

「どうした？」

「いえ、本当にそういうことをしそうな人は、そんな警告はしないんじゃないかなって。自分のすることは相手が全部受け入れて当然だって思うだろうから、そんなふうに一生懸命、断れ、嫌だと言えなんて言ってくださらないんじゃないでしょうか。だから私、ラーシュ様はそんなことしないって思います」

　言ってみたら、ラーシュは困ったように微笑んで、それから更にぎゅうっと抱きしめた。

「……まったくもう。ちょっと俺に対する信頼が過ぎるぞ。もう少し疑え」

「ラーシュ様と師匠は、誰がなんと言ったって絶対的に信頼してます。それは私の中ではなにがあろうと絶対揺らぎません」

　笑ってみたら、ものすごく困惑したカオをされて、なんでだと思ったらいきなり口を塞がれた。

　甘く激しく奪われる。舌を絡まされ、吐息まで奪われて、息が苦しくなってきた頃にようやく解放された。

　酸欠気味でくらくらしていたら、艶やかに低い声で囁かれた。

「このままきみをさらって部屋に連れ込みたい。次に抱く時覚えてろよ」

　えええ、なんで、どうしてこの状況でそんなことを言われるのか。さっぱり判らない。

　それこそ困惑してラーシュを見上げたら、やっと身体から手を離してくれた。

「ああもう、いつから俺はこんなに我慢ができなくなったんだか。あんなに節制に努めていたはずなのに、最近本当にヴィオラを前にするとちっともそれが効かない」

　深く溜息をつくラーシュ。一応自覚はあるらしい。

「俺の女に勝手に声なんかかけやがって、とか、ガキのような嫉妬をするようになろうとは、半年前の俺が聞いたら呆れ返るだろうな、確実に」

　うわ、とカオが赤くなる。口調の荒さが本音を表していてすごくクる。

「……でも、ラーシュ様？」

「ん？」

「私はそんなにラーシュ様に想っていただけて、すごく嬉しいですけど」

　正直に言ったら、またも深く溜息をつかれた。片手でカオを半分覆ってラーシュが呻く。

「……だから、本当にこのまま寮に持ち帰りたくなるからやめてくれ。実行されたら困るだろう？」

　本当に困っていそうな声なのに、ヴィオラはつい笑ってしまった。

「実行しないだろうから言うんです」

「俺がどれだけ必死に我慢していると思ってる？」

　困ったカオのラーシュがおもしろくて更にカオが笑ってしまうのを止められない。。

　そして、ラーシュの両の頬に手を伸ばして、引っ張って、自分からキスをした。ちょん、と触れてから超至近距離で言う。

「それは、次の時まで取っといてください」

「判った。本当に、次は容赦しないからな？　覚悟しておけ」

「……お手柔らかに」

「聞けんな」

　カオを見合わせて笑うと、もう一度優しくくちづけあってから、二人はようやく仕事に向かうべくその場を離れた。

　医療室に滑り込んだ時には集合時刻に割とギリギリで、逢瀬は楽しかった～？　と生温い視線をカーリンに向けられて、緊張感ないわね、とシーラにからかわれて、昨日と同じに少々居たたまれない気分のヴィオラは、昨日と同じに早く試合が始まらないかと思うコトで気恥ずかしさをごまかした。
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　魔術使用可の試合は、文字通り華やかな魔術戦だった。

　基本的に使用されるのは当然攻撃魔術。剣に炎を纏わせたり、氷の礫を飛ばしたり光の矢を飛ばしたりと、実に派手だ。

　そうなると、その攻撃のあおりを受けて観客席に飛んでくる砂埃や暴風、たまには火の粉や氷粒などから観客を護る為、『壁』は必須となる。

　観客は貴族たちだけではない。特に午後からの決勝他数試合は陛下と王太子殿下もご観覧になる予定だから、僅かなりとも観客に被害が及ぶようでは困るのだ。

『壁』は、観客席の前に大きなガラス窓を立てかけるようにつくられている。透明なので観客の視界を遮るようなことは無い。『壁』によって騎士たちの魔法がすべて遮られる代わりに、客が触れても正にガラスのようにその向こう側に出ることは無かった。そういう意味で客は確実に守られていて安心して試合を見物することができるのだ。

　今日のヴィオラは怪我の治療よりも『壁』の維持に苦慮していた。

　ヴィオラは『壁』をつくること自体はそれほど難儀ではないが、魔術攻撃が当たると若干の揺らぎを感じる。おそらく他の魔術師に看破されるほどではないだろうし、他の魔術師と比べてもなんら不安を感じるようなレベルでは決してない。だが、師匠が同じように『壁』をつくったらどんな攻撃が来てもささやかな揺るぎもなかろうと思ったら満足できるものではなかった。

　なまじ優秀過ぎる師匠の元で修行をしてきたヴィオラのこだわりは結構強い。

　実践不足といえばその通りなのだろうが、そもそも『壁』をつくる機会など本来はそうはない。それこそ良い実践の機会だと思い直して術を使い続けた。

　交代して治療に参加すると、当然怪我も派手で驚く。

　昨日の怪我など目じゃないほどの盛大な怪我、火傷や裂傷、凍傷などを負った騎士が運ばれてくる。

　さすがにそんな怪我だとナンパをかましてくる悠長さもなくなるようで、おとなしく治療を受ける騎士が多かった。それはそれでありがたい。

　交代で休みながらも、治療と『壁』の構築の連続は、なかなかの忙しさで疲労が蓄積する。

　さすがにヴィオラの魔力量で尽きることは無いだろうが、それでも慣れない作業と長時間の使用は効率的な量を適正に使えているとは言えない。

　その点、テオドルは十年この大会に参加しているだけあってずっと落ち着いているし魔力使用量の揺らぎも感じない。おそらく保持している魔力量はヴィオラよりだいぶ少ないはずだが、これが慣れというものかと先輩の力量に感心する。手本にするにはうってつけだと言えた。

　ヴィオラは優秀だが、なにしろ実践経験が少ない。

　こうやっていろいろな経験をすることで、机上だけでない使い方を勉強することはとても有効だ。だからこそ魔力研究庁の協力要請を受けることに師匠がなにも言わなかったのだろうと、今なら判る。

　ついでに言えば、他国からの脅威をあまり心配しなくていい状況にある現在、対人での攻撃魔術使用は基本的にほとんど無いといって良い状況にある。つまり戦闘時に於ける治療の要領もなかなか経験できない。だからこそこういった疑似戦闘状態での治療の経験を少しでもしておくことは、もしかしたらいつか起きるかもしれない事案に対して少しでも足しになることであろうと思われた。

　もちろんそんな事案が無いに越したとこは無いに決まっているのだが。

　試合は国東を守護する第四騎士団のニクラス・グランマンが優勝した。

　全試合が終了すると、最後に陛下より勝者に祝辞を賜る式典がある。

　ラーシュは今日の試合は観に来ていなかったが、その式典に出るために昨日と同じ軽装備の甲冑にて習練場に来ていた。

　壇上に上がった陛下の前に進み出たラーシュとニクラスが並んでそのお言葉を戴く。

　そして勝者に与えられる小さな盾をそれぞれ手渡された時、事件は起こった。

　ニクラスが、陛下に向かって言ったのだ。

「恐れながら陛下、お願いがございます。優勝の褒美としてお聞き届けいただけませんでしょうか」

「ふむ、言ってみなさい」

「ラーシュ・オロフ・ノシュテット殿との試合を望みます。もちろん、魔力使用可の試合です」

「ほう、ラーシュとか？」

　小首を傾げる陛下に、ニクラスがうなずく。

「はい。私は本日の試合にて優勝を果たしました。しかしそれは、ノシュテット殿が出ていなかったからこそ。我が国で現在、最も強い魔術騎士がノシュテット殿であることは、この国の騎士ならば皆知っているはずです。その彼を差し置いて私が優勝を誇ることなどどうしてできましょうや」

「まあ、もっともじゃの。だが、ラーシュの竜を斃たおす力は言ってみればそなたたちとは異質の力で、勝てずとも恥じるようなものではないぞ？」

「それでもです。滅竜騎士殿の力を是非この身で実感したいのです。負けたら優勝は返上致します。どうか、お手合わせをお許しくださいませんでしょうか」

　ニクラスの願いは騎士として理解できるものではある。陛下はラーシュを見遣った。

「ラーシュ、そなたはどうだ？　ニクラスの相手をしてやる気はあるか？」

「陛下がそうせよと仰せであれば」

「ふむ、ならば、追加でもう一戦見せてもらおうかの」

「御意」

　かくして、急遽優勝者同士の試合が組まれることとなった。

　イングリッドとテオドル、ドリス、シーラ、そしてヴィオラと、つくれる全員で『壁』を展開し、観客がいない場所まで念のために防御する。

　ラーシュが本当に全力で魔力を使うかは判らないが、おそらくニクラスはそうするだろう。ニクラスの方は決勝での試合を見る限り彼の魔術なら充分防げるだろうとは思うが、ラーシュの戦闘時の魔術の威力をまだヴィオラは見ていない。用心に越したことは無い。

　試合が始まった。

　始まると同時に、ニクラスが仕掛けた。

　剣に炎を纏わせると同時に火球を数個、ラーシュに向かって投げつける。そして走り込んで剣を振りかぶった。

　火球を避ける隙に斬りかかるつもりだったのだろう。

　だが、ラーシュはそれを剣ですべて叩き切った。普通の剣では魔術攻撃は斬れない。気付かぬうちにエンチャントかシャープソードか、剣になにかしらの魔力付与を与えていたらしい。

　ラーシュが上段から振り下ろした炎の剣を受けると火の粉と火花が散った。同時にニクラスの剣から炎が消えて、代わりに柄の方から一気にその剣が凍った。

　驚いたニクラスの身体ごと弾き飛ばしたラーシュが、涼しいカオで告げた。

「全力で来い。それでは私には当たらないぞ」

「判ってます！」

　態勢を立て直したニクラスが吠える。凍った剣にもう一度炎を纏わせると氷が融けた。

　再び走り込んで剣を打ち合う。いや、打ち込むのはニクラスのみで、ラーシュは受け流しているだけだ。ニクラスは上下左右から打ち込むが、ラーシュはそれをすべて剣で受けて捌いている。

　ニクラスも大会で優勝するほどの腕前だ。ただ力押しだけで向かってきてはいないのだが、如何せんラーシュとは明確に実力差があった。

　何合も剣を合わせ、不意のタイミングでラーシュが強い一撃を浴びせる。それをニクラスは辛うじて受けるか避けるが、その威力はあまりに強い。

　一度距離を取り、ラーシュの足元から強い風で砂埃を巻き上げる。一瞬目を庇ったラーシュに斬り込んだ。だが、到達する前に、細かな氷粒を含んだ更に強い風がニクラスの全身に浴びせられて、その衝撃に思わずたたらを踏む。

　その隙にラーシュの剣がニクラスの剣を下から勢いよく跳ね上げた。手放しこそしなかったが、その威力に柄を握っていた手が痺れる。

「よく手放さなかったな。昨日の対戦者は皆それで決着がついたが」

　感心した様子のラーシュを睨みつけて、ニクラスはまだ痺れる手を軽く振ると剣を持ち直した。

「一緒にしないでください」

「そうだな。まだ楽しませてくれ」

　言うと同時に今度はラーシュが仕掛けた。

　大段上から振り下ろされた剣をニクラスが必死に受けきる。と同時にその近距離で剣から炎が吹き上がった。一瞬の差で炎を避けたラーシュの前髪が一筋燃える。

　その炎が巻き上がり、大きな炎の塊となって距離を取ったラーシュに襲い掛かった。

　途端にラーシュが氷で大きな壁を構築して炎を受け止める。

　ニクラスの鋭い風の刃がいくつも飛び、壁にぶつかって壊す。勢いが余って炎で柔らかくなった氷の壁が観客の方へと飛び散ったが、すべて『壁』が受け止めた。

「すごいな。火と風、同時に使えるのか」

　悠長に感心するラーシュにニクラスが唸る。

「あなたこそ、もっと大技が使えるでしょうに。何故使わないんです」

「私は威力の調整が下手なんだ。対人間用程度に威力を抑えることは難しくてな。期待に応えられなくて済まないが」

「対竜専用魔術というわけですか。意外に使えませんね」

「まあ、人間相手なら魔術を使わなくても問題は無いし」

「余裕ですか。むかつきますね」

「構わないからおまえは撃ってこい」

「そうしますッ！」

　言うと同時に地面が揺れた。地面が風でえぐられ、土を巻き込んだ牙となって砂埃を立ててラーシュに迫る。一瞬魔力付与で光った剣が風の牙を受け止めると、続けて二本の牙が襲い掛かる。それも受け止め捌くと、ニクラスが更に風を放った。

「次！」

　更に二本の牙が襲い掛かった。前の二本より心なしか威力が上がっている気がする。ラーシュの斬った風が割れて背後に飛んだ。

「次だ！」

　更に二本。また威力が上がった。それを斬ればラーシュの後ろで風が『壁』にぶつかる音がした。

　更に威力が上がった牙が三本飛ぶ。跳ね飛ばした風のひとつが他所に飛び、習練場の鉄の扉を盛大にぶち壊した。観客から悲鳴が上がる。

　あとの二本を斬った勢いで初めてラーシュの剣が揺れた。初めて威力に押されたのだ。

「もっとだ！」

　ニクラスが吠えた。更に威力を増して飛ばした三本の牙は、だがその威力故か立て続けに使ったせいか、制御が効かず、二本がラーシュに向かわず他所に飛ぶ。

　一本を斬ったラーシュが反射的に振り向けば、残りの二本が観客のいる『壁』へと一直線に向かっていくのが見えた。一本が盛大な音を立てて壁にめり込み破壊する。そのすぐ傍で『壁』をつくっていたシーラがその風圧の衝撃に吹っ飛んで壁にぶつかった。その傍の客が何人もその場から逃げ出そうと腰を浮かせる。

　壁に叩きつけられた衝撃でシーラが構築していた『壁』が消え失せると、その隣のドリスの『壁』が揺れて更に消えかける。反対側のヴィオラが慌てて『壁』の範囲を広げて強化しようとするが、その前にもう一本の牙が曲がって突っ込んできた。

　その行先には、まだ患者とカーリンたちのいる医療室と、それを護る『壁』をつくるヴィオラがいた。

「ヴィオラ!!」

　それを目にした途端、反射的にラーシュが叫んだ。

　だが、その時。






「『盾』っ!!」






　ヴィオラの前に、金色に輝く大盾が現れた。

　彼女の背の倍はある大きな盾は、派手にバカでかい音を立てて勢いよくぶつかったニクラスの牙を『壁』の代わりに受け止める。その衝撃で魔力掛かった雷光をスパークさせた牙は、だがそのまま爆ぜて消滅した。『盾』が牙の威力に勝ったのだ。

　息を詰めたヴィオラが、ほっと息を吐いて笑顔でラーシュに向かって手を振る。どうやらラーシュの声が聞こえていたらしい。

　知らず血の気が引いていたラーシュが、その笑みを見て安堵の息を吐いた。

　シーラを見遣れば、痛そうにカオを歪めてはいるが、たいした怪我をしているわけではなさそうだ。

「ヴィオラ！　もう一人も無事か!?」

　客席から身を乗り出すかたちで陛下がヴィオラを見下ろして声を上げる。隣で王太子殿下も心配げにこちらを見てくれていた。

「はい！　大丈夫です！」

　即座に笑顔で返事をすると、陛下は安堵の表情で頷いてくださった。

　面識があるとはいえ、一介の小娘のことを心配してくださる陛下はやっぱり優しいとヴィオラは嬉しくなってしまう。

「……よ、よかった……」

　医療室を壊すところだったニクラスが、力が抜けたようにつぶやいた。だが、自分に向き直ったラーシュのカオを見て、ニクラスはさっきと違う意味で血の気が引いた。

「……対人で使うのなら自分が制御できないほど威力を上げて魔術を使うんじゃない。味方の人死にを出す気か」

　突然、目の前の騎士の雰囲気が変わった。

　変わらずそこに立っているだけなのに思わず後ずさりをしたくなるほどの威圧感はあまりにも強烈で、さっきまでの勢いも忘れてニクラスは恐れ慄く。

「戦闘魔術は、こう使うんだ」

　据わった目で、ラーシュがつぶやいた。

　唐突に、ニクラスの目の前に突然小さな光の球が現れたかと思うと、強烈な光を放った。目の眩んだニクラスが思わず目を閉じて二の腕でカオを庇うと、ラーシュが剣を横薙ぎに一閃する。その瞬間、ニクラスの鳩尾に強烈な風圧が直撃した。

　その衝撃の強さで、ニクラスの呼吸が一瞬止まる。

　気付けば、ニクラスは習練場の端まで吹っ飛ばされていた。そしてそのままくずおれ気絶する。

　勝負はその瞬間、決した。

　しんと静まり返った観客たちは、だが次の瞬間、爆発的な歓声を上げた。

　元々力の差があるだろうと思われた戦闘は、その気になれば瞬殺で終わるほどの力量の差があったのだと知れた瞬間だった。

　滅竜騎士の名は伊達ではないことを証明したラーシュは、だがその歓声に応えることなく一直線にヴィオラの元へと駆け寄った。

「ヴィオラ！　大丈夫か、本当に怪我はないのか!?」

　言いながら恋人の全身を見回すラーシュに、ヴィオラは笑顔で応える。

「はい。本当に大丈夫です。擦り傷ひとつありませんから安心してください」

「良かった……!!」

　感極まったように、いきなりラーシュがヴィオラを抱きしめる。無事を確認していても心配なものは心配だったらしい。大袈裟だが、その心配のされ方が嬉しい。

「それよりラーシュ様こそどこもお怪我はありませんか？」

「ああ、俺は大丈夫だ。しかし、すごかったな、さっきのヤツ。『盾』と言ったか。『壁』と同時にあれだけの防御魔術が一瞬で展開できるなんてさすがだな」

　腕を緩めて称賛してくれるラーシュに、ヴィオラはちょっとくすぐったそうに笑う。

「あれは一点集中の防御魔術なんです。万が一のことを考えて、すぐ展開できるよう用意だけはしておいたんですけど、間に合って良かったです。ちょっと練習すればラーシュ様もできると思いますよ」

「そのちょっとがどれくらいなのか俺には判らないけどな」

　優秀なエルヴィーラの弟子の魔術の難易度設定は、世間からするとかなり辛い。

　ラーシュはその立場と魔力量故に、騎士が戦闘で使えるような術なら攻撃も防御も大抵のものは知っている。その彼が初めて見たということは、決して汎用性の高い簡単なものではないということだ。おそらく実は結構な難しさなのではなかろうかとラーシュは思う。

　ともあれ、ヴィオラが無事なのを確認したラーシュは、心から安堵した。

　そこに気絶したニクラスが運ばれてくる。

『壁』を解いたイングリッドたち医療班が戻ってきて、ヴィオラを労いながらニクラスの治療のために医療室に入っていった。

　その一方で、表彰のためラーシュも呼ばれたので、もう一度ヴィオラを抱きしめてから微笑んだ。

「また後でな。今日こそ本当に、後で」

「はい。あ、あの！」

　行きかけたラーシュをヴィオラは引き留めた。振り返ったラーシュに、ヴィオラは昨日すぐ言いたかった言葉を伝える。

「優勝おめでとうございます！　本当に素敵でした。私、ラーシュ様の恋人であることが本当に誇らしいです！」

　ラーシュは嬉しそうに笑って手を上げた。

「ありがとう。なによりの労いだ」

　誰も見たことが無かった滅竜騎士の笑顔でまわりがものすごくざわついているのも気付かずに、ラーシュは歩いて行った。

　その笑顔に僅かな疑問と違和感を持ったのは、きっとヴィオラだけだった。










　かくして、今年の競技会は魔力有り、無しの部共に優勝は滅竜騎士・ラーシュ・オロフ・ノシュテットのものとなった。

　ニクラスは肋骨を数本骨折していた。あれだけの威力と衝撃でその程度の怪我で済んだあたり、この男も相当丈夫だ。

　ニクラスは目を覚ますと大慌てでヴィオラとシーラに詫び、そのヴィオラがラーシュの婚約者だとピアスを見て判った途端に、更にその場で土下座せんばかりに謝罪した。
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　もうすっかり辺りも暗くなってきた。

　ヴィオラは、魔術研究庁からほど近い城の通用門の傍でラーシュを待っていた。

　二日に渡る競技会も無事終わり、とりあえずヴィオラの仕事も終わった。

　ニクラス他の治療が終わった怪我人の騎士を帰すと、医療室は騎士たちの手により解体され、元通りの更地に戻った。医療記録は魔術研究庁に戻ってから書いてイングリッドに提出し、受領されたのでそれでヴィオラの仕事はすべて終わりだ。

　実は研究熱心らしいテオドルに『盾』の術式を教えて欲しいと乞われて師匠の許可を得て教えたり、シーラとドリスが魔力で怪我の察知をする体内スキャンの仕方をもう一度聞いてきてそれを教えたりしていたら少し遅くなって、慌てて待ち合わせ場所に来たのだ。

　昨夜のカーリンに張り合うつもりでもなかろうが、今日こそは夕食を一緒に食べようと誘われて、思わず笑ったヴィオラだった。

　立て続けに家を空けることをどうかと思って師匠に連絡したら、どーせあたしも家にいないからいーわよー、と軽すぎる返事が返ってきて、ヴィオラは苦笑する。さて、いつものことだがドコに行っているのやら。

　ノシュテット様が来るまで付き合うよとカーリンが一緒にいてくれたので雑談をしていると、旅装の数人の騎士の一団が出てきた。

　何気なく目をやると、その中にニクラスの姿があったのに気付いた。同じタイミングで気付いたらしいニクラスが声を掛けてくる。

「ヴィオラ殿！」

「あ、ええと、グランマン様、でしたか？」

「はい！　第四騎士団のニクラス・グランマンです。先程はありがとうございました」

　にこやかに答えてくれるニクラスは、こうしてみると戦っている時よりだいぶ若く見える。いや、実際ラーシュよりは若いのだろう。

「身体のお加減はいかがですか？　もうどこも異状はありませんか？」

「おかげさまでもうすっかり。そちらの方も医療班においででしたよね。今回は本当にお世話になりました。ありがとうございます」

　カーリンにも笑みを向けたので、彼女がひょいっと頭を下げた。すると、仲間の騎士のひとりの茶髪が割って入ってくる。

「あの！　俺、あなたに治していただきました。ありがとうございました！」

「あ、はい。左腕骨折された方ですよね」

「おお！　覚えててくれた！　嬉しいです！」

「いやいやいやいや。近い近い近い」

　カーリンが思わず仰け反る。

「今回の大会の医療班の方々は美人揃いの上、腕が良くてとても嬉しかったです。来年も必ず来ますので、またぜひ！」

「はあ」

　カーリンがテキトーにうなずく。たぶん、来年来てもきっと忘れている。

　いかにも軽い茶髪の騎士の勢いに苦笑しながらヴィオラが訊く。

「もしかして、もう帰還されるのですか？」

「はい。我々第四騎士団はここからずっと東の国境近くを守護しています。なにせ遠いもので、のんびり王都見物をしている時間の余裕もあまりなくて」

「そうなんですか。てっきりもう一日か二日、都に滞在されるのかと」

「そうする団もあるようですけどね。そうできたら、もう一度ノシュテット様と手合わせを願うんですが」

　ニクラスはなかなか懲りない性格らしい。

「ノシュテット様との手合わせは、以前より私の望むところでした。私に限らず憧れの滅竜騎士様と剣を交えることは多くの騎士がぜひ叶えたい希望なのです。……まあ、実際のところはまるで歯が立たず、力量の差を思い知っただけだったのですが。それでも、団に戻ったら仲間に自慢できます」

　割と屈託なく笑うニクラスに、ヴィオラは微笑む。

「でも、ラーシュ様に攻撃魔術を使わせた時点で充分すごいと思いますよ」

「え、何故ですか？」

「以前、ラーシュ様がおっしゃっていたんです。攻撃魔術の威力があまりに強すぎるから、実は人間相手に攻撃魔術を使ったことはほとんどないと」

「え、ということは、私はノシュテット様に認めてもらえたと？」

「どっちかっていうと、ヴィオラを攻撃されたことでめちゃくちゃ怒った方ではないかと」

「え」

「カーリンっ！」

　カーリンのツッコミでニクラスが青くなる。慌ててヴィオラがフォローした。

「大丈夫です！　そんなことでラーシュ様は公私混同しません、きっと！」

「そーかなー。ノシュテット様、あんたが関わるとめっちゃ心が狭いじゃん」

「でもあの場は試合だし仕事だし！」

「だって、試合が終わった途端、心配ですっ飛んできたじゃない」

「それはそうだけど！　でも誰だってあの場合はそうすると思う！」

「五千歩くらい譲っても、あの最後の一撃に私情がちょびっとも入っていなかったなんてあたしは思わないよ？」

「……それは、まあ、ちょびっとくらいは、あるかもだけど」

「ほれみろ」

「いや、だって、でも！」

「どれかと言えば、私情と指導が半々というところかな」

「「「え」」」

　突然割り込んだ声に驚くと、いつの間にかラーシュがいた。

　ひえ、と騎士たちが思わず背筋を伸ばす横で、ヴィオラが訊く。

「ラーシュ様。あの、半々って？」

「結果としてヴィオラのところに攻撃が向かってしまったコトは過失としてしょうがない話だからそこは仕方がないところだと判っている。だからソコを責める気はない」

　ほっとしたニクラスだが。

「だが、あの時も言ったが、攻撃魔法は制御ができないほど威力をあげてはいけない。それは、ことによっては味方をも傷付ける危険なものになる。自分のせいで仲間や護るべき人を傷付けたくなければもっと精度をあげることだ。そうすれば、怒りで腹が煮えくり返ろうとアバラを数本折るくらいで済ます程度の手加減はできるようになる。そういう意味で、指導が半分」

　怒ってる怒ってる、とカーリンがつぶやいて、ニクラスが更に青くなる。

「あとの残りは、カーリンが言う通り、いくら職務でソコにいたからといって、私の可愛い婚約者に攻撃魔術を喰らわしたコトを許したわけではないからな？　ヴィオラが優秀な魔女でなかったら今頃どうなっていたか」

「もっ、申し訳ありませんでした!!」

　腰を九十度に曲げて即座に詫びるニクラスに、ラーシュが追い打ちをかける。

「もしヴィオラに当たっていたら、きみは今頃この世にいないぞ」

「いやいやいやいや、待って待って！　ラーシュ様言い過ぎです！」

　真っ青になったニクラスが更にアタマを下げ、ヴィオラは慌ててラーシュにすがった。だが、ヴィオラの肩を抱いたラーシュは真面目なカオで言う。

「言い過ぎじゃない。もしあの時、万が一ヴィオラの防御魔法が効かず、命に関わる怪我でもしていたら、あの程度では済まさなかった。偏ひとえにきみが、自力で攻撃を防いでくれたからあれで済んだんだ。だからヴィオラ、きみは彼の命も護ったことになる。そして、その点では私も反省している」

「え、なんでラーシュ様が？」

「私が傍にいたのにきみを護れなかった」

「そんなこと！」

「そんなことじゃない。私は、あの瞬間、心臓が止まるかと思った」

　ラーシュが、真剣極まりない瞳で言う。比喩だと判っているのにそれが真実だとでも言いたげで、ヴィオラはそれ以上言葉が出なくなった。

　いつになく厳しい表情のラーシュのピリピリした様子に皆が気圧されて静まり返る。と、カーリンが突然、パンパンと手を叩いた。

「はいはいはい、もうその辺で勘弁してあげてください。ええと、グランマン様でしたっけ？　もう死にそうなカオしてますから。間違っても帰る途中で世を儚んで川に身投げなんかしないでくださいね。ノシュテット様も、それ以上ヴィオラを困らせてどうするんです」

　敢えて明るい声でその場の雰囲気を壊してくれたカーリンに感謝の目を向けて、ヴィオラは微笑んだ。

「ラーシュ様、私は御覧の通り大丈夫ですから。だから、もう、ね？」

　若干すがるような目になったかもしれない。それを見て僅かに逡巡するように目を眇すがめて、それから溜息をついたラーシュはひとこと言った。

「判った」

　ほう、と息をついたヴィオラは、ラーシュの腕を捕まえて引っ張った。

「じゃあ、ラーシュ様、お食事に行きましょう？　私、もうおなかがぺこぺこです」

「そうだな」

　うなずいてくれたので歩き出すのかと思ったら、ラーシュがすっかり固まっている騎士に言った。

「ニクラス、来年までに魔術の精度を上げておけ。次に対戦する時までに変わっていなかったら、次は容赦しない」

「……はいっ」

　しゃきっと背筋を伸ばして返事をしたニクラスを見もせず、ラーシュはヴィオラを引っ張って歩き出した。

　ヴィオラが慌ててカーリンに手を振り、騎士たちに挨拶をすると、ずっと苦笑いを浮かべていたカーリンが言った。

「ノシュテット様、騎士の本分として護らなきゃって思うのも判りますけど、ヴィオラは全部をあなたに護っていただかなければいけないほど弱くはないと思いますよ。もしかしたら、ここにいる誰よりも強いかも」

　それが最後まで聞こえていたかは判らない。

　だが、ラーシュが足を止めることは無かった。










　ヴィオラは、たまにラーシュが行くという店に連れてこられた。

　なかなか高級そうな店で、ヴィオラも店の名は知っているが来たのは初めてだ。

　エルヴィーラは意外やそんなに食の程度にはこだわらない。高級を謳った店や畏まったレストランより美味い食事を出す居酒屋の方を好んだ。多少格式の高さを謳っていても、味と、特に店員が気に入らなければ二度と行くことは無かった。

　エルヴィーラにとっては自分とヴィオラが気に入った店が好きな店だ。

　ラーシュに連れてこられた店は、食事は美味しかったし店員にも教育が行き届いていた。

　店主はラーシュを滅竜騎士と知っているようだったが過度の接待はせず、それでもヴィオラが恋人だと判ると祝福してより丁寧に接してくれた。

　ラーシュは酒は呑まず、食事をよく食べた。ヴィオラはもちろんだが、ラーシュも魔術師だ。魔力の消耗から食事を必要とする。たぶん二人で普通の男性の六、七人分は食べただろう。

　もちろん楽しかった。だけど。

　食事を終えて支払いを済ませるとラーシュが扉をくぐって店を出た。

「……え」

　外に出た、はずだったが、ラーシュは自分の部屋に帰ってきていた。ぱたんと扉を閉める音がして振り向くと、ヴィオラが扉を閉めたところだった。それで彼女が『扉』を開いたのだと気付く。

　ヴィオラは目を丸くしていたラーシュを見上げた。

「今日は大変だったから素直にきみの家に送ろうと思っていたんだが。俺を欲しくなってくれた？」

　ちょっと楽しそうに笑ってくれたので、ヴィオラは慌てて否定する。

「ち、違います。そうじゃなくて。ちょっと二人だけで話したいことがあって、だから」

　言いながら、勧められたベッドの端にちょこんと座る。その隣にラーシュが座るのを待ってから、ヴィオラは訊いた。

「ラーシュ様は、今日の競技会で私を護れなかったことを今も悔いておいでですか？」

「ああ。それが？」

「ならば、私は今日の仕事としての守備役は失格ということですね。申し訳ありませんでした」

　突然詫びたヴィオラを、ラーシュは驚いて止めた。

「待ってくれ。何故きみが謝るんだ。きみは初仕事をよくがんばっていただろう」

「だって、私のせいでラーシュ様は、試合に集中できなかったということでしょう」

「そんなことはない。どうしてそうなるんだ」

　ラーシュが否定するが、ヴィオラはかぶりを振った。

「私の安全を心配してくださったのはとても嬉しいんです。でも、今回の私の仕事は怪我人の治療と、試合をする騎士様たちに心置きなく戦っていただけるよう観客の安全を護ることでした。護る人の中には当然自分や同僚の身も入ります。私は『壁』も『盾』もつくれて、身を護れる自信があったからその仕事を引き受けました。なのに、ラーシュ様が私を気にして戦っていたのでは、仕事を完遂できていないことになります」

　思わぬことを言われたのか、ラーシュが口籠った。

「私の魔術の力が頼りないとか、そういう意味で心配されているわけでないことは判っているつもりです。

　それに、今まで私はずっとラーシュ様に何度も助けてもらっています。だからラーシュ様が私の心配してくださるのも判ってるんです。もちろんそれはとても嬉しいしありがたいと思ってます。だけど申し訳なくもあったんです。ずっと魔女の端くれなのに自力で自分を護れない自分が悔しかった。だから、魔女になって魔力が増えた時、自分を護れる力ができたことがとても嬉しかったんです。そしてラーシュ様だって護れるだけの力ができたことがとても嬉しかった」

　ヴィオラは、隣に座るラーシュを見上げた。

「私だってラーシュ様を護りたい。いつまでも護られているだけじゃイヤ。あなたの手助けができるようになりたいんです。それなのにそれでも結局ラーシュ様に心配されていたら、私はいつまでたっても一人前の魔女として独り立ちができていないことになります。試合に勝ったのに私のせいで笑顔が曇ってしまうなんてイヤなんです」

　恋人を自分の手で護りたいという気持ちは嬉しい。だが、それはヴィオラが今言ってもらいたい言葉ではなかった。

「心配しなくていいなんて言いません。私だって、ラーシュ様があれだけ強いと判っていたってお怪我がないようにって心配しますから。でも、もう少し信用していただけませんか。私は深紅の魔女エルヴィーラのたったひとりの愛弟子、ヴィオラなんですから」

　じっと見上げたヴィオラの視線を受けて、ラーシュは恋人をじっと見返す。そして、僅かな逡巡のあとで、その視線をふっと緩めた。

「……きみの言いたいことは判った。確かに過保護に心配し過ぎていることは自覚もしているし、今日もそうだったことは否定しない」

　判ってもらえた、とヴィオラがぱっと表情を明るくする。だがラーシュは続けた。

「でもな、ヴィオラ。俺はたぶん、何年経ってもいつまで経っても、同じようにきみを心配していると思う。きみの魔術の腕をどれだけ信用していても、例えエルヴィーラ殿クラスの魔女に成長したとしても、サシで戦ったら俺が全力を出しても勝てないレベルまできみが強くなったとしても。それでも俺はずっときみを心配していると思うよ。それは実力や信用とは別のレベルの話だ。だって、きみは俺のなにより大切な恋人なんだからな。いつまでだって心配する権利はあるはずだ。それだけは判っていてくれ」

　結局それは、ヴィオラの心配は今後もするという宣言なわけだが、それでも今までまとっていた少しささくれ立っていたラーシュの雰囲気が柔らかくなったことは確かで、ヴィオラはほっとする。

「いつまでたっても結局心配されちゃうんですね、私。なら、私もいつまででもラーシュ様の心配をします。いいですよね？」

「もちろんだ。俺の身体なんてもう誰も、親兄弟も心配してくれないからな。嬉しいよ」

「ええ、でも滅竜騎士様だって病気くらいするでしょう？」

「ここ数年は風邪すら引いてないな」

「……ああ、鍛えていらっしゃいますもんね。でも、そういうのとはまた別に関係なく罹る病気だってあるんですから、あんまり油断してちゃダメですよ」

「その時には、俺の魔女殿が助けてくれるんだろう？」

「そりゃそうですけど」

「なら安心だ。その時は任せたぞ、ヴィオラ」

「はい、任されました」

　ラーシュはすっかり普段通りに笑ってくれた。やっとほっとする。

　ヴィオラがその場から立ち上がったので、ラーシュが訊いた。

「もしかして、帰る？」

「はい。昨日もカーリンのところに泊まりましたし、用事のたびに遅くまで出歩いていたり外泊していたら、やっぱり師匠になにか言われそうですし」

「あの人は自分でも遊び歩いているから文句も言わなさそうだが」

　言いながら、ラーシュは腕を引っ張ってヴィオラにくちづけた。

「このまま帰すのはちょっと寂しいな」

「また、次のお休みにでも」

　微笑んでからヴィオラは部屋の扉まで行って『扉』を発動させようとして。……何故かラーシュの前まで戻ってきた。

　ものすごく言い辛そうに訊く。

「……あの、このままこの部屋から出たらまずいでしょうか？」

「まずくはないが、ものすごく注目は浴びるだろうな」

「……そう、ですよ、ね……」

　ものすごく躊躇った様子のヴィオラを見て、ラーシュはどうしたのか察したらしい。察して、その上でヴィオラに言わせようとしているようだ。

　しばらく恥ずかしそうに視線をさまよわせていたヴィオラは、しかし意を決して言った。

「……あの、ラーシュ様。魔力が足りなくて『扉』が開けられないので、少し魔力を分けてくださいませんでしょうか……？」

「ん？　つまり？　具体的に？」

　なんでしょう、そのものすごく楽しそうな笑顔。

「…………あの、抱いて、くださいませんか？」

「ああ、喜んで」

　にっこりと、まさに満面の笑みでうなずいて、ラーシュはうなじまで真っ赤になっているヴィオラを抱き込んだ。
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　それから一ヶ月ほどは平穏で普通の日々が過ぎていった。

　ラーシュは仕事に追われ、ヴィオラは内職をしつつ師匠とともに魔術の研鑽けんさんに励む。

　ラーシュの休日には久しぶりに菓子を買いに行ったりもした。カーリンと約束通り遊びに行ったり、お泊まりもした。実に平和な日々だ。

　そんなある日、ラーシュから夜に伝言鳥で呼び出しがあった。

「出張？」

　ヴィオラは小首を傾げた。

「ああ、最近ドリテア宮の付近で妙に竜が出没するそうなんだ」

「それなら聞きました。競技会の時にもその辺りに竜が来ていて魔術庁の魔女が出払ったから、その手伝いに私が呼ばれたって」

「そう、それだ。だが、今年は例年になく出現回数が多いらしくてな。そろそろ防衛だけでは限界があると判断されたようで、滅竜騎士としての俺に呼び出しがかかったんだ。久しぶりに辺境伯領に行ってくる」

　なるほど、今回は遊撃騎士団ではなく滅竜騎士としての仕事らしい。

「そうなんですか。長いんですか？」

「そうだな、一ヶ月から長くても二ヶ月といったところだと思う。そこまで行けば竜の活動期も落ち着く頃だからな。それと、実家と師匠から呼び出しが掛かってるんで、ついでに行ってくる」

「師匠？　ですか？」

「ああ、俺の剣術と魔術の師匠。俺の大伯父だよ」

「あ！　当代三人のうちのお一人目の滅竜騎士様！」

　ヴィオラが声を上げる。聞いただけの知識で実際には見たことは無いが、ラーシュが就任した時に師匠から聞いた話だ。

「そう。もう年だしほとんど隠居してるんだけどな、たぶんまだその辺の騎士には負けないくらいには強いと思う。ちなみに口ではたぶんまだ全然勝てない」

　つい笑ってしまったヴィオラに微笑むラーシュ。

「あの人、今までこっちからなにを連絡しても一度も返事を寄越さなかったくせに、この前いきなり来いとか言ってきてな。せっかくだからこの機会にカオを出してくる。実家の方の用事は判ってるからいいんだが、師匠の方は見当もつかん。十年以上師事してたけど、親戚ながら未だにナニ考えてるのかさっぱり読めん人だから」

「まあ、師匠がナニ考えてるかなんて、私も判んないですけど。あのヒトほど自由にモノを考えてる人いないでしょうし」

「まあ、エルヴィーラ殿はなあ」

　妙に納得してしまうのはあの魔女が気まぐれと呼ばれる所以か。

「それで、ご実家の方の用事はなんなんですか？」

「判らないか？　俺ときみのことだ」

「あ」

「実家にはきみに求婚してからすぐに連絡をしてあるからな、その辺の話をしに来いとそれはもうせっつかれている。まったく気のなかった俺が結婚したいと言い出した相手がどんな女性なのか、知りたくてしょうがないようだな」

　言われて、じわじわと恥ずかしくなってくる。そりゃそうだ。

「それで、実家にきみの話をしてくるにあたって、ふと気付いたことがあってな。こんな時間にきみを呼び出してしまったわけなんだが」

「は？　はい、なんでしょう」

　ヴィオラは再び小首を傾げた。出張の話を直接話してくれるために呼び出したのだとばかり思っていたのだが、違うらしい。

　ラーシュは真顔で訊いた。

「それでヴィオラ、結局きみは、俺と結婚してくれるんだろうか」

「………………え？」

　一瞬ナニを言われているのかが判らなくて、ヴィオラはきょとんとした。

　だが、ラーシュは至って真面目なカオをしている。

「えっと、あの、それは、どういう……？」

　とまどって訊いてみると、ラーシュは言った。

「そういえば、俺はまだ、ヴィオラにきちんと承諾を得ていなかったと思い出してな」

「え!?」

　そんなバカな、だってラーシュ様は散々私を婚約者だと言っているし、とっくに滅竜騎士様のピアスだっていただいているし、競技会の時だってそれで他の騎士様方に婚約者だと認識されているし。……と、そこまで考えてからふと思い出す。






『ごめんなさい、私、これから、今度こそ、ちゃんと考えます。ラーシュ様との今後のコト、その、け、結婚、のコトも、ちゃんと考えます』






　…………あれ、承諾、していない？






　すうっ、と血の気が引いた。

「…………あれ？」

「あれ、じゃなくて。それで、そろそろ返事を聞きたいと思うんだが？」

　ラーシュが苦笑すると、ヴィオラは慌てて居住まいをただした。

「ご、ごめんなさい！　もうとっくにもうそんな気になってて！　ちゃんと返事をしてなかったことすっかり忘れてて！」

　一瞬目を丸くしてから微笑んだラーシュに、ヴィオラは一生懸命言った。






「あの、ラーシュ様、その、私……あなたと結婚しても、いいですか……？」






　途端に、満面の笑顔になったラーシュがヴィオラを抱きしめた。

「もちろんだ。ありがとう」

　それでもやはり少しは不安だったのだろうか、ほっとした様子のラーシュは、嬉しそうだ。

「これで、本当の本当に、正式にきみは俺の婚約者だ。ありがとう、ヴィオラ。愛しているよ」

「はい、私も大好きです。……これからも、よろしくお願いします」

「こちらこそだ」

　お互い幸せそうに見つめ合った二人だが、ふとラーシュがにっこり笑った。

「それとな、」

「はい？」

　聞こうとした瞬間、ヴィオラはベッドに押し倒されてくちづけられていた。

　予想はしていても驚いたヴィオラに、ラーシュは甘やかに微笑んだ。

「しばらく傍を離れるのだから、その間のきみを補充させてくれるか？」

　もちろんイヤだなんていうわけがない。










　公用の移動魔法陣を使って無事ノシュテット辺境伯領に到着したラーシュは、一度軍にカオを出してから師匠の邸に赴いた。

　ブルーノ・モンス・ノシュテットは当代の一人目の滅竜騎士だ。

　ラーシュの祖父の兄にあたるロマンスグレーの上品な紳士である。

　耳が尖っているくらいでラーシュほど見た目に異形のなりが出ているわけではないが、肉体的には常人より遥かに筋力があり、ラーシュほどではないが魔力も強い。

　若い頃相当モテまくった上、かなり女遊びが激しかったからだろうか、結局未婚で、いまだに恋人と称する女性は複数人いるらしいという。

　師匠として尊敬はしているが、そこだけはラーシュと相容れない。というか、そんな師匠を見ていたから余計に女性と距離を置きたかったのかもしれない。

「おお、ラーシュ。よく来てくれたな。会いたかったぞ」

　郊外に居を構えている大伯父の元に訪れたラーシュは、にこにこと笑みを湛えた師匠を見て眉を顰めた。

　……この笑顔は弟子に会えた喜びではなく、絶対にナニか面白がっている時のカオだ。騙されない。

「ご無沙汰しております。ご健勝のようでなによりです」

「立派な挨拶だが師匠に対して水臭いな。師匠と言えば父も同然、弟子と言えば息子も同然。もっと砕けて話してくれて良いのだぞ。昔はもっと生意気な口を聞いておっただろうが」

「久しぶりにお会いしたのですから最初の挨拶くらいちゃんとするのが当然でしょう」

　向かいのソファに座ってずっとにやにやと笑っている師匠に憮然として言う。いつまでも子供扱いなのは仕方ないが気に入らない。

「それで、一体何の用です？　三年近くもナニを連絡しても返事もくれなかったくせに」

「返事なんぞ欲しかったのか？　女性にならともかくおまえに返事を送ったって何の得も無かろう」

「……別に期待はしてなかったんでいいんですけどね」

　小さく溜息をつくと、出されている焼き菓子を口にする。子供の頃は自宅で堂々と菓子を食べられなかったラーシュは、師匠宅で日々の修行の後に栄養補給と称してよく食べさせてもらったものだ。その点だけは感謝している。

　ブルーノはにこやかに言った。

「結婚するそうだな。それも相手は魔女だとか。エルヴィーラ殿の弟子で、亜麻色の髪のなかなか可愛い子らしいな。今度一度連れて来なさい」

「……相変わらず耳が早いですね。なんでそんなに細かいことまで知ってるんです」

「競技会の時、『盾』まで使える魔女を心配して、場所も弁えずに抱きしめた挙句に笑顔で手を振っていたとか？　あの不愛想なおまえが！　女性相手に！　見たかったぞ？　あははははは！」

　想像で爆笑する師匠をジト目で見ながら、ラーシュは溜息を吐く。

「なるほど、情報源は競技会の時に来た第六騎士団のあいつですか」

「だけじゃないがな」

　にやにや笑いはそのせいかと納得して、それから改めて訊く。

「それで、俺をからかうためにわざわざ呼んだわけじゃないでしょう。本題は何です」

「せっかちだな。そんなんじゃ恋人に呆れられるぞ」

「ヴィオラはそんなことでいちいち文句など言いません」

「ヴィオラというのか。言わなくても内心で思ってるかもしれないだろう。そういうのが積み重なって不満になっていくんだ。女心は男には永遠の謎ではあるが、朴念仁のおまえよりは私の方が遥かに詳しいぞ？」

　ラーシュが思わず黙り込むのは自分でもその自覚はあるからか。

「……で、本当になんなんです。俺は一応仕事で来ているので、話がそれだけなら帰りますが」

「まあ待て待て。おまえに結婚祝いをやろうというんだ、喜べ」

「祝い、ですか。まあ、くれると言うのなら戴きますが」

「モノじゃない。魔術をひとつ教えてやろう」

「魔術が祝いなんですか？　まだ教えてくれていない魔術があったんですか。そもそも何故俺が王都に出るまでに教えてくれなかったんです？」

　師匠が使える魔術は全部習得したと思っていたので、ラーシュは首を傾げる。彼から習ったものは戦闘特化だけではないから余計にだ。

　だが、師匠はあっさりと言った。

「まあ、おまえは必要ないかと思ってな」

「では何故今教えてくれる気になったんです」

「おまえの嫁が魔女だと聞いたからな、どっかで要ることもあるかもと」

「彼女に関係するんですか」

「まあ、戦闘に転用できるがな。というか普通はそっちだろうが、おまえはそういう使い方をしなさそうだし」

　ますます判らない。

「なかなか有用な術だぞ。なんせ私はこの魔術を使えるようになったから竜を斃せたわけだし」

「は!?」

　突然とても重要なコトを聞いた気がする。

　途端に喰いついた弟子ににやにや笑いを深くしながら、ブルーノは言った。

「まあ、どういうふうに使うかはお前次第だが、とりあえず他所にバレるなよ。一応禁呪の類だ」

「はい!?」

「一応私がこの術を使えるコトはバレてないはずだからな。なんせバレたらアンセルムにしこたま怒られそうだし」

　一瞬アンセルムってダレだと思ってから思い出す。アンセルム・アーダム・ヴレットブラード。魔術師長ではないか。

「は？　それじゃ、教わったら俺も怒られるのでは？」

「だからバレるなと言っているんだ」

「いや、そういうリスクをさらっと負わせるのやめてくれませんか」

「でも絶対使える術だぞ。絶対おまえ感謝するぞ」

「禁呪で、ですか？」

「禁呪だと思うからマズイと思うんだ。使える術は使ってナンボだろう」

「なにかしらマズイ要素があるから禁呪になったんでしょう？」

「ああ、理由は判ってるから問題ない」

「その要素は術式として取り除けたと？」

「いや、術の内容自体がマズイからその点は変わらん。使いどころと使う相手の問題だというだけだ」

「さっぱり判りません。それで結局、どういう内容の魔術なんですか？」

　にっ、と笑って、タチの悪い師匠が口にした術の内容を聞いて、ラーシュは思わずテーブルに手をついて腰を浮かせた。

　それはたぶんラーシュが今、一番欲しいと思っている術だった。
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　ヴィオラは公用の移動魔法陣を使って無事ノシュテット辺境伯領都、トードリオに到着した。

　魔術での移動は今まで『扉』でしかないので、その独特の浮遊感が妙にヘンな感じだ。

　待ち構えていたらしい魔術研究庁の職員の男性が出迎えてくれる。

「ノルドルンド様、お迎えに上がりました」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　頭を下げると、職員がヴィオラの荷物を預かって先に歩き出した。

　そこには黒塗りに金の装飾の、なかなか立派な馬車が待っていた。この馬車に乗ってこれからこのままトードリオを出てドリテアまで一時間ほどの馬車の旅だ。

　ヴィオラには初めての一人旅、そして初めての王都以外での仕事である。

　今日のヴィオラの衣装は魔術研究庁の制服だ。つまりこの旅は魔術研究庁からの依頼の仕事なのだ。

　馬車が動き出すと、ヴィオラはラーシュに伝言鳥を送った。

『ただいまトードリオに着きました。これからドリテアに向かいます。師匠の代役として精一杯がんばります』










　ラーシュが出張に出てから一ヶ月が過ぎた。

　その間に、ドリテアに二度、竜が飛来したという。

　一度目は視察でディルマ宮に行っていたためラーシュが間に合わず、それから三週間ほど後に再び襲来した時はトードリオの騎士団と現地の騎士団と訓練をしていたラーシュが単騎で駆けつけ、攻撃魔術を放ったことで驚いたのかその場では竜は去った。

　だが、演習場所がドリテア寄りの土地ではあってもさすがに到着に時間が掛かったせいで『壁』のために蓄えた魔力はとうとう底を着いたらしい。ここ数ヶ月で何度も襲撃に遭っているドリテア宮の魔術師たちは精神的にも随分疲弊している様子だという。今年まだ一度も襲撃を受けていない北の端のディルマ宮の魔術師が一時的に応援に来たほどだというから相当だ。

　しかし、ドリテアに魔女を派遣しようにも、タイミングが悪く害獣討伐の協力や災害援助の派遣などが重なり、人員が足りない。そこで、魔術研究庁から陛下経由でエルヴィーラのところに協力要請が来た。

　その協力要請に対し、エルヴィーラが今回はヴィオラに行かせると言い出した。

　驚き慌てるヴィオラに、エルヴィーラがにこやかに言った。

「いつも内職でやってる魔石に魔力を注入するのとやることは一緒よ。ちょーっと規模が大きくなるだけ。そんな難しいコトじゃないわ」

　いや、規模が大きくなるだけでも充分大変では？　というツッコミは却下された。

　なにせ、最悪エルヴィーラの魔力が足りなくなるくらいには必要だというのだから必要量としては尋常ではない。ヴィオラも他の魔術師に比べればとんでもなく魔力量は多いが、それでもエルヴィーラには負けるのだ。確実にほとんど枯渇する覚悟が要る。

　だが、エルヴィーラは平気でのたまった。

「大丈夫ダイジョーブ、今ラーシュ、トードリオにいるんでしょ？　呼びつけてヤってもらえばいいのよ。そしたら帰れる程度の魔力は回復できるから」

「……師匠、ラーシュ様を蓄魔石呼ばわりするのやめてください」

「だって他の男と寝る気無いんでしょ。ならそれしか手がないじゃない」

　ごもっともなことを言う師匠にぐうの音も出なくなって、結局ラーシュがそんな暇があるかどうか確認してからと伝言鳥を飛ばしてみたら、即座に承知したと返事が来た。

　職務で行っているのにそんなことを頼むのはとも思ったのだが、『きみに逢いたくてたまらない。逢えるのを楽しみにしている』と返事に付け加えられているのを見たらやっぱりいいとは言えなくなった。だって、結局ヴィオラだって逢いたいのだ。

　師匠に仕事内容のやり方や指示を受け、疑問や困ったことがあったら鳥を寄越せばいいからと言われて、一人で行くことに若干の不安を感じながらも行くことにしたのは、成人した以上、そしてラーシュの妻になることを決意した以上、いつまでも師匠に頼っていてはいけないと思ったからだ。

　もちろん師匠と同じレベルでいきなりいろいろできるわけはないとは判っているが、初めからできないと言うつもりはなかった。そんなことでは滅竜騎士様の結婚相手として胸を張れない。

　そんなワケで、ヴィオラが行くことになったのだった。










　初めての仕事にドキドキしながら馬車からの景色を眺めていると、ラーシュから返事の伝言鳥が来た。

『ようこそ、我が家の領地へ。がんばり過ぎないようがんばって。

　すぐ逢いに行きたいところだが、今日はサイダルの近くで演習に参加しているので行けない。でも手が空き次第そちらへ行く。早くきみの顔が見たい』

　ヴィオラは嬉しくなって早々に返事を書いた。

『こちらに来るためにご無理しないでくださいね。お逢いできるのを楽しみにしています。私もラーシュ様に早く逢いたい』

　きっと微笑んでくれるだろうとその恋人の笑みを思い出しながら、ヴィオラは再び外を見遣った。

　国土の北西の端に位置するノシュテット辺境伯領は王都より秋が来るのが早い。もう一枚上着を持ってくるべきだっただろうかと思うくらいには王都より幾分寒い空気で、知らない場所に来たのだと改めて思う。

　竜の襲撃を恐れてだろう、トードリオを出てからは公道だというのに道沿いには一切民家や店の類はなく、ただひたすら野原がひろがっている。遠くに見える切り立った山々がヤクート山脈だろう。

　あそこに竜が棲んでいるのだ。

　じっと山を見つめる。まさか竜が見えるわけもないが、というか見えるような距離にいるのは困るが、そこに竜という存在がいるのは間違いない。

　ヴィオラは竜をまだ見たことは無いが、そもそもそんな恐ろしい存在に出会いたいとは思わない。あの怖いもの知らずのエルヴィーラですら、あんまり会いたくはないわねえと言わしめる存在だ。きっとヴィオラがどうにかできるような存在ではない。

　だが、今ヴィオラはそんな凶悪なモノから領民を護る為に戦っている者たちを助けに行く。自分なりの方法で手伝うことはできるから。

　がんばろう。ヴィオラは改めて思った。










　馬車に揺られて一時間ほど行くと、トードリオと同じように壁に囲まれた街が見えてきた。

　壁自体はそう高さがあるわけではない。二階建ての家程度の高さだ。それがぐるりと街を取り囲んでいるようだ。

　そしてその壁を起点にして街の上空に光のドームが覆い被さっていた。魔力の光は本来金色だが、ドームは光の加減で透明に見える。その光が街を護っているのだ。

　その壁の門を通って街の中を真っ直ぐ突っ切り、やがて市街の中央にある真っ白い建物に行きついた。

　高い柵に囲まれた広い敷地の中央に教会のような雰囲気の建物が建っている。王城に行き慣れているヴィオラだが、その彼女でも少し入り難い厳かな雰囲気の建物だ。

　その建物には中央に高い尖塔が立っていて、そこから金色に光る『壁』の光が発せられていて街の上空を覆うかたちで四方八方に広がっていた。だが、その光は若干薄く弱い気がする。それは気のせいではなく、きっと実際に魔力が不足気味である証なのだろう。だから、ヴィオラがここに呼ばれたのだ。

　ここが、ドリテア宮だ。

　馬車が止まって職員の男性に恭しく扉を開けられ、宮に招き入れられた。

　そのひんやりと静まり返った独特の空気に気圧されそうになる。

　そのまま廊下を歩いて行きついた場所の扉を職員がノックの後開けて、ヴィオラはその後ろについて部屋に入った。

「ヴィオラ・ノルドルンド様をお連れ致しました」

「お通ししろ」

　声高く告げられた瞬間、その場にいた全員の視線がヴィオラに注がれて、思わず怖気て足が竦む。

　広間にずらりと並んだ騎士が出迎えていた。

　おそらく全員ではあるまいが、それでもそれなりの数の騎士がいる。その視線を一身に浴びながら、ヴィオラは俯かないよう一生懸命歩いた。

　行きついた先に落ち着いた風体の中年の男性がいて、値踏みする視線を隠すことなくヴィオラを見ている。

　その前まで行って止まったヴィオラは、丁寧に淑女の礼をした。

「魔術研究庁から派遣されました、ヴィオラ・ノルドルンドです。どうぞよろしくお願い致します」

　たぶん声は震えていなかったと思う。男性は僅かに微笑んだ。

「よくおいでくださいました、ノルドルンド殿。私はこのドリテア宮の警備と管理を任されている第六騎士団ドリテア宮警護隊長のマルク・パウル・ブロムダールと申します。この度はドリテアの危機にご助力いただけるとのこと、御礼申し上げます。こちらこそどうぞよろしくお願い致します」

　おそらくヴィオラくらいの年頃の娘がいてもいいくらいの年だろうに、隊長はヴィオラに丁寧な挨拶をくれた。もしかしたら初めての仕事だと聞いていたのかもしれない。安心させてくれる笑顔がヴィオラにはありがたかった。

「どうぞ、ヴィオラとお呼びください。師匠エルヴィーラより、ブロムダール隊長は信頼に足る方だと伺っております。どうぞ至らぬところは遠慮なくご指導くださいませ」

「ははっ、エルヴィーラ殿がそんな世辞を言ってくださいましたか。恐縮です。数日の滞在ではありましょうが、ご要望などありましたら遠慮なくおっしゃってください。できる限りお応え致します」

「いつも師匠がいろいろと我儘を言ってご迷惑を掛けていたのではありませんか」

「いやまあ、ですが本当に困るようなコトは言いませんでしたし。まあ、付き合いも長いですからね、大抵のことは見当もつきましたし」

　というコトはやっぱりそれなりに言っていたということだ。王城ですら遠慮のないエルヴィーラがここで遠慮などするわけもない。

「あああ、申し訳ございません、ワガママ師匠が本当に申し訳ございません」

　つい謝ってしまったら、途端にブロムダール隊長が笑った。

「我々はエルヴィーラ殿で鍛えられておりますから大抵の我儘は慣れております。どうぞなんでもおっしゃってください」

「ありがとうございます」

　礼は言ったが、特に言うこともないだろう、と思う。元々あまり他人様にお願いするのは得意ではない。と、思ってから、とりあえず師匠に先に言っておきなさいと言われた事項を思い出す。

　……この場ではものすごく言いにくいのだが、確かに先に言っておいた方がいいと思われた。

　その様子が透けて見えたのか、隊長が訊いてくれた。

「なにかありましたか？　先に聞いておいた方が良いことなどありましたら、どうぞおっしゃってください」

　迷って躊躇ってから、それでもとヴィオラは結局口を開いた。

「……ええと、その。師匠はよくお願いをしていたと聞いていたことなんですが」

「はい」

「……水晶に魔力注入が終わってからの、その、私の魔力回復のことですけども」

「ああ、はい」

「私には必要ありませんので騎士の方々にはご承知置きいただきたくて」

　静まり返っていた背後で、残念そうな溜息が聞こえた気がする。

　ヴィオラは師匠が何故先に言っておけと言ったのかその理由が判った気がした。

「私には婚約者がおります。滅竜騎士様のラーシュ・オロフ・ノシュテット様です。あの方以外の男性とそのようなコトをするつもりはありません」

　今度は背後でラーシュの名前にざわめいた。さすがに騎士たちの間での知名度は抜群だ。

「ノシュテット様は数日のうちにこちらに来ていただけることになっております。ですから、もし私が魔力切れを起こして倒れたとしても、ノシュテット様がおいでになるまで寝かせておいてください。それだけ、どうかお願い致します」

　頭を下げてカオを上げると、隊長がにやにや笑いを浮かべていた。どうしたのかと思ったら。

「実は、ノシュテット殿より先に伝言鳥を戴いておりましてね。要約すると、俺の婚約者が世話になるが、間違っても部下に手を出させないように、万が一そんなバカがいたら叩き切る、という内容で」

　背後の騎士たちが押し黙るものの、ヴィオラはじわりとカオを赤くした。

「あの朴念仁の滅竜騎士殿にそんな文章を書かせる女性がどんな人なのか、とても楽しみにしていたんですよ」

　にやにや笑いでヴィオラを見てから、騎士たちに言う。

「というワケでおまえら、ヴィオラ嬢に手を出したら滅竜騎士殿の刀の錆さびになるからな。この場にいないヤツにもちゃんと言っとけ」

　途端に騎士たちが一瞬でぴりっとする。よほど滅竜騎士の剣が怖いのか。

　そういえばここの騎士たちは先日の竜の襲撃の時にもラーシュの剣の腕を見ているはずだ。そうでなくとも自分たちには手も足も出ない竜に向かっていくラーシュの剣を畏れないわけがないか。

　隊長は笑みを浮かべて言う。

「実は、私は彼が王都に行く前、第六騎士団にいた時の上司なんですよ。もう二年半になりますか、王都に行くことになるまで、彼はここにいましてね。だから直接ラーシュのことは知っているんです。騎士として領民を護るという意識が強くて、その時点でも既に団の中で一番強いという自覚があったからでしょうかね、領主様の御曹司のくせにすぐ自ら突っ込んでいく質で、なかなか大変な男でした。そんな男の相手は大変ですよ」

「はい、心得ております」

　大変だったという割に微笑ましそうな口調なのは、それでもそんな彼の気質に好感を持っていたからだろう。師匠が信頼できる隊長だと言ったのが判った気がした。

「では、来て早々で申し訳ないですが、ここの専属の魔女にお会いいただいてから仕事を始めていただけますか。次にいつまた竜が来るかは判りませんので緊急を要します」

「はい、よろしくお願い致します」

　ヴィオラは背筋を伸ばした。

















＜　29　＞












　更に奥に進むと広間のような造りの部屋に通された。

　部屋の中央に一抱えほどもある大きな水晶があった。その下に精緻な魔法陣があり、よく見ればそれは描かれているのではなく床に直接彫られていた。

　その手前に二人の女性が立っていて、水晶に杖をかざしている。その二人が魔女だと推察できた。隊長とヴィオラが来ると二人はすぐに気付いて作業をやめ、頭を下げた。

「アグネス、ヴィオラ・ノルドルンド殿がおいでになられたぞ」

　アグネスと呼ばれたその女性は、たぶん三十歳をいくらか過ぎたくらいだろうと思われたが、振り向いたその顔には明らかに疲労の色が強く出ていて、容色の精彩を欠いていた。もう一人も同じ年頃で、アグネスほどではないが疲れたカオをしていて、現場の窮状が見えるようだった。

「ようこそ、いらっしゃいました。このドリテア宮の責任者でアグネス・ティルダ・オーケリエルムと申します」

「ディルマ宮から応援に来ているマティルダ・ヘレニウスです」

「ヴィオラ・ノルドルンドです。どうぞよろしくお願い致します」

　挨拶をすると、アグネスがやっと微笑んでくれた。

「エルヴィーラ様のお弟子さんとお聞きしました。いつもあの方には本当にお世話になっておりますのよ。いつも助けていただいてばかりで申し訳ないのだけれど、よろしくお願いしますね」

「こちらこそ。あの、どうぞヴィオラと呼んでください」

　簡単な挨拶を済ますと、ヴィオラは早速目の前の水晶球に向き直った。

　やり方はエルヴィーラの言っていた通り、畜魔石に魔力を込めるのと同じ要領だ。それなら内職で散々やっているから慣れている。ヴィオラは慣れているせいもあってかなり早いし多いが、おそらく彼女と同じ速さと量でやったら普通の魔女はすぐに力尽きるだろう。

　人によって同じ時間だけ注入したとしても入れられる量も速さも違う作業は、やはり向き不向きがある。

　更に怖いのは小さな畜魔石と違ってここまで、という範囲がとてつもなく大きいため、気を抜くと思っている以上に魔力を吸われることだという。

　現在進行形で注入されている魔力は、現状絶え間なく『壁』の材料として使用されていて、水晶球に貯まるはずの魔力はそれほど増えていない自転車操業状態だ。彼女たちがいくら注入しても現在の体制ではなかなか満量となるのは難しい。なにせ人数が足りないのだ。

　現在ドリテア宮に所属している魔女はアグネスを入れてたったの四人。竜の非活動期ならまだしも、活動期になるとかなりキツい人数と言えた。それなのに今年はやけにドリテア宮への襲撃が多いため、魔女はまともに休暇も取れないような状況だ。アグネスの顔色が悪いのも当然と言えた。

　魔術研究庁の規定では、一時間注入したら最低一時間は休むというように制限が定められているが、この様子では彼女たちがこの規定を守っているとは思えなかった。逆に言えば、そんな無理をしなければならないほどに魔力が枯渇しているということだ。

　おそらくぎりぎりで保っているのだろう魔水晶の魔力貯蓄量を増やすには、第三者の魔力注入が必要なのだとヴィオラは明確に理解する。

　杖を持ち、その先端の球を水晶に当てると、すうっとひと息吸って集中するために目を閉じる。

「いきます」

　意識して魔力を掌に集め、放出する。初めは少しだけ、そして徐々に量を増やしていく。

　掌が一気に温かくなって、自分の魔力が出ていくのが判る。一気に放出することはできるが、それでは長く続かない。あっという間に疲れていては身体が保てない。

　一定の丁度良い量を決めて、ずっとその量を保って放出するのが良いと師匠に教わった。それを意識しながら一心に集中する。

　しばらくそのままにしていると、意識の外で、カーンと鐘の音が聞こえた気がした。

「ヴィオラさん」

　いきなり止められた。肩に手を置かれて揺すられる。はっとして目を開けるとアグネスだった。

「休憩してください。一時間たちましたから」

「え」

　驚いて、壁に掛けてある大きな時計を見遣る。確かにほぼ一時間が経っていた。無意識にそれだけの時間が経っていたことに驚く。どれだけ集中していたんだろう。

　アグネスが嬉しそうに微笑んでいた。

「初めてだとお聞きしたのにのに素晴らしいわ。一気に魔力量が増えて余力ができました。エルヴィーラ様もかくやと言うくらいの量をいきなり注入してくださったのはありがたいですけど、お身体の方は大丈夫ですか？　無理はいけませんよ」

「あ、はい。大丈夫です。ありがとうございます」

　注入できた量は、体感で自身の魔力の一割ほど。まだまだ余裕だ。この調子ならなんとかなりそうだと思う。

　休憩がてら早めに昼食を摂ると、移動することになった。外壁を囲む形で設置された一回り小さい水晶にもそれぞれ魔力を注入しなければならないので、そちらに移動するのだ。

　一緒に食事を摂りがてらアグネスに聞いたところによると、他の三人の魔女はそちらにまわっているそうでここにはいないということだった。ならば行かなくてもいいのでは？　と思ったが、均等に魔力を配分しようと思ったらやはり足りないのだそうだ。

　訊けば、どうやら三人足してヴィオラに届かないくらいの魔力量らしい。これは実際のところヴィオラや師匠の魔力量が異常に多いのであって、彼女たちが少ないわけではない。

　本当はせめてもう一人か二人欲しいと魔術研究庁に申請は出しているが、人材難でなかなか受けてもらえないのだそうだ。

　外周の水晶球は全部で六ヶ所。そのすべてを今日と明日でまわることにした。

　外に出ると馬車が用意されていて、騎士が二人待っていた。隊長が、護衛と道案内役としてつけてくれたそうだ。

「町の領民はどんなバカでもこの馬車には決して手を出しませんから襲われるような危険はありませんが、必要以上の接触をしようという者がいないとは限りませんからね」

　片方のラーシュより年上っぽい騎士が人懐っこく笑う。

「どうして決して手を出さないんですか？」

「この馬車は魔女様専用の馬車なんです。少なくとも宮殿のある五つの街にとって、魔女様は竜という脅威から我々を護ってくれる『壁』をつくってくださっている大切な方々ですから、そんな方に危害を加えようものなら街中から袋叩きにあいますよ。他所は知りませんが、この街では自分たち騎士なんぞより魔女の方がよほど信頼されているんです」

　つい三ヶ月ほど前にドリテア宮に着任したという若い方の騎士が手綱を持って馬車を発車させる。

　イマイチ実感がなかったヴィオラだが、ふと気付くと道中の道端でこちらに向かって頭を下げている人や手を振ってくれている子供がいて、本当に親しまれているらしいのが不思議な気分だ。嫌われたり疎まれることはあっても喜ばれることがあるなんて。

　外周の水晶球のある建物は、門の近くから時計回りに一番会堂から六番会堂と呼ばれている。ちなみに中央の大きな宮はそのまんまの名称で中央宮と呼ばれていた。

　魔女たちは一番からまわっているそうなので、ヴィオラは六番から逆時計回りにまわっていくことにした。

　警備の騎士に挨拶をしてから中に入ると、魔術研究庁の職員が出迎えてくれて、魔水晶のところへ連れて行ってくれる。

　魔力の注入は、二度目になると少し要領が判ってきた。

　六番の水晶は魔力の残量がかなり少なかったが、それでも一時間ほどでほぼ満量まで注入することができた。

　感謝してくれた年配の職員におやつのお菓子をふるまわれ、休憩がてらいただく。

　昼寝こそしないが、休憩と食事は魔力回復の一助だ。まだかなり余裕があるとはいえ、ほんの少しでも回復に役立つならと全部食べた。エルヴィーラもこうやってもてなしてもらっていたそうで、同じ扱いをしてもらえていることがちょっと嬉しい。

　同じように五番をまわって満量にして、やっぱり休憩がてらおやつをもらった。

　その後に更に四番まで行き、魔力注入していたら三人の魔女たちが現れて、とても驚かれたものの応援の魔女と知るとあからさまにほっとした様子だった。

　ヴィオラよりいくつか年上かというくらいの魔女たちは、三人ともアグネスと同じで疲労の色が濃い。明らかに無理をしている様子がありありと判る。身体の疲れは『癒し』で回復できるが、精神的疲労は回復できない。それほどに皆、疲れが溜まってしまっているのだろう。

　ヴィオラが三つの魔水晶を魔力注入したことで会堂の魔水晶の魔力はすべて満たされた。あと残るのは中央のものだけだ。それも現在のヴィオラの残りの魔力を注入すれば、昏倒するまでいかずともおそらくぎりぎり足りると思われた。もし満量まで行かずとも、次の竜からの襲撃に備える分くらいは充分足りるだろう。

　四番の注入が終わると、気付けば既に夕暮れの時間になっていたのでヴィオラは三人の魔女たちと中央宮に戻った。

　やはり気分的に随分楽になったからだろうか、アグネスもマティルダも初めてカオを見た時より表情が明るく随分落ち着いた様子で、みんなで食事を囲むだけの余裕もできたようだ。

　聞けば、エルヴィーラもこうして食事を共にしていたという。

「実は、ヴィオラさんのこともよく聞いていたのよ」

「え、そうなんですか？　どうせ口うるさいとか細かいとか文句を言ってたんでしょう」

　アグネスが笑った。

「いいえ。弟子が可愛くてしょうがない様子だったわ。あの術ができるようになったのとか、これ美味しいからつくってもらおうとか。あなたの話をしている時のエルヴィーラ様はいつもとても楽しそうなのよ」

「え、そんなコトを。親バカならぬ師匠バカっぽいですね。すみません。ご迷惑をお掛けしていましたでしょう？」

「あら、そんなことないわ。私たちも楽しく聞いていたし、それはエルヴィーラ様もご存じだったからお話ししてくださっていたのよ。我儘放題しているように見えて、あの方は結構周りを良く見ていらっしゃるもの」

「……まあ、それは」

　あまり信じてもらえないが、師匠はちゃんと人を見て我儘を言っている。言ってはいけない場面や相手はちゃんと判っている。食事や買い物に入った店で傍若無人にふるまうようなことはしないし、そういう手合いにはむしろ嫌悪している。

　ヴィオラが城で嫌な目に遭った時にエルヴィーラがやり返すのは、男が女に権力を嵩に無体を働くからだ。単なる口喧嘩ならそんなことはしない。

　陛下や魔術師長などはそれをちゃんと知っていて、陛下は我儘を言ってもらいたいみたいだし、魔術師長は仕方ないと諦めている。アグネスが判っているということはおそらくその辺はここの隊長たちも判っていそうだ。

　少なくとも、ここドリテア宮は、仕事は大変だがエルヴィーラにとっては案外居心地がいいのかもしれない。果たして他の宮はどうなんだろうかとふと思った。

　食事が終わるとそれぞれ自室に戻って就寝となった。

　ヴィオラが魔力注入をしたことである程度余裕ができたからだろう、魔女たちはみんな早く休めると嬉しそうに笑った。食べて早く休めればそれだけ彼女たちの魔力の回復もできる。それはヴィオラも同じで、今日だけで半分近くの魔力を消費した分を少しでも回復できるよう、夜更かしせず早く休もうと思う。

　用意してもらった客室は一人用のベッドが二つあるだけの簡素だが落ち着いた装飾の部屋で、魔術研究庁から派遣された魔女が泊る部屋だそうだ。大抵四、五人で来るのでそんな部屋がいくつか用意されているのだろう。

　二人用の部屋を一人で占拠する贅沢に喜びながら、入浴して早々にベッドに入る。

　寝る前にラーシュから、『明日には行けそうだ』と伝言鳥が来たのでとても楽しみだ。早く逢いたい。

『楽しみにしています』と返事をしてから目を閉じた。

　初めての仕事に対する緊張と、魔力をずっと放出し続けていたからだろう、やはり疲れているようですぐ眠りに落ちた。

　どれだけ経っただろう。とんとんと扉をノックする音でヴィオラは目を覚ました。

　気のせいかとも思ったが、それでも何度かとんとんと音がする。そして、ノルドルンド様、と呼ばれているということは気のせいではないようだ。

　時間はまだ夜半を過ぎたところで、騎士は判らないが魔女は皆寝静まっていることだろう。そんな時間に用事とはどんな緊急の所用だろうか。慌てて起き上がったヴィオラは、ベッドから降りて扉まで行った。

「はい、すみません。どうされました？」

　扉を開けずに訊くと、向こうから男性の声がした。

「遅くに申し訳ございません、至急お知らせしたいことがあります。ドアを開けていただけますか」

「え、開けるんですか」

　さすがにそれはためらった。当然だがヴィオラは寝間着姿だ。職務遂行中の騎士だとしてもそんな姿を見られるのはやはりヴィオラが嫌だったのだが。

「すみません、すぐですので。お渡しするものがあるんです」

「……判りました」

　畳みかけられてヴィオラは仕方なく承知した。渡すものがあるということなら扉を開けなければ受け取れない。なにかは判らないが、さっさと受け取ってお引き取りいただこう。

　あまり姿を見られないように扉を開けて顔だけ出すと、そこにいたのは見覚えのあるカオだった。誰だったっけと思ってからふと思い出す。今日、会堂をまわった時に馬車の御者をやってくれていた若い騎士だ。まだここに来て三ヶ月ほどだと言っていたか。

　一緒にいたにこやかだった先輩と違って始終ヴィオラをろくに見もせず不愛想だったので、あまり魔女が好きではないのだろうなと思っていたのだが。

「あ、えーと、……フェルト、さん」

　最初に名乗られていたのを辛うじて思い出す。

　フェルトは止める間もなくするりと部屋に入り込んできたかと思うと、何故か後ろ手で鍵を掛けた。手には何も持っていない。ぎょっとして咎めようとすると。

「なにを……むぐっ!?」

　いきなり口元を大きな手で塞がれ、身体を抱えられた。驚いて身体が固まったところを持ち上げられ、ベッドの上に放り出される。そしてそのまま圧し掛かられた。

「きゃあっ！　なにを！」

「おとなしくしろよ。魔力の補充をしてやるだけだからさ」

「は!?」

　低く、だが明らかに蔑むような声色があるのに気付いて、ヴィオラは目を瞠った。

　両手首をそれぞれ彼の手に押さえつけられ、身体にまたがられて身動きがとれない。

　彼の言う魔力補充は、間違いなく性行為を指すのだろう。だが、ここに来た時にはっきりとそういう行為は必要ないと断ったはずだ。それなのに何故。

「そんなの要りません！　どいて！」

「嘘つけよ。今日一日で結構な量使ったんだろ。一人で会堂を三ヶ所満タンにしただけでもすごい量なんだ、明日の中央宮に補充する分が足りなくなっても困るだろう」

「ご心配いただかなくても足ります！　いいからどいて！」

「ああ？　いいからおとなしくしてろよ。気持ちヨくしてやるから」

「必要ない！　隊長にも要らないと言ったはずよ！　私に触らないで！」

「うるさい！　魔女のくせに逆らうな！」

　必死に脚をばたつかせて暴れると、頬を引っ叩かれた。恫喝するように凄まれて、その眼光と声の鋭さと頬の痛さに怖気づいてヴィオラはびくりと身を竦ませる。

　昼間、ここの人たちは魔女に危害を加えないともう一人の騎士が言っていたじゃないか。どうしていきなりこんなコトをしようとするのか。

「魔女風情がなに偉そうに騎士を使っていやがるんだよ。ふざけんな、俺は魔女なんぞに使われるために騎士になったわけじゃねえ」

「はあ!?　ダレが偉そうよ！」

　両手首を片手でまとめて捕まえられると、寝間着の襟ぐりに手を掛けられ、一気に引き裂かれる。びびーっと音がして胸元から腹までが露わになった。下着は着ているがラーシュ以外の男に見られる恐怖と羞恥で暴れる。

「いやあっ！」

「暴れんじゃねえよ、どうせヤりだしたらすぐよがるんだろ。素直にヤらせろよ」

「冗談じゃないわ！　ラーシュ様以外の男なんてイヤ！　離して！」

　必死に逃げようとするが、ラーシュほどの力はなくとも騎士である男の力に勝てるわけがない。

　力尽くで押さえつけられて動けないヴィオラはそれでも必死に抗う。

　ラーシュと聞いたからか、フェルトが嗤った。

「滅竜騎士様もなんで魔女なんかと婚約なんてしたんだ。上位貴族の令嬢だって選び放題で嫁にもらえるだろうに、栄えある滅竜騎士様も結局はタダの男だってことだよな。どうせおまえがカラダで落としたんだろう？　可愛いカオしてさすがは淫乱な魔女、どんだけ可愛がってもらったんだ？　ノシュテット様を落としたその技術で俺も楽しませてくれよ」

　下卑た笑みを浮かべたフェルトの言葉に、ヴィオラの怒りが一気に膨れ上がった。

　息が止まるほどの憤りが魔術を発動させる。

　その瞬間、ヴィオラが唱えた。

「『旋風』!!」

　途端に、ヴィオラの右手辺りから強烈な風が現れ、フェルトの身体の横側に爆発的な勢いで叩きつけられた。

　驚く間もなく吹っ飛んだフェルトは、勢い余って部屋の扉まで飛ばされ、それでも勢いが止まらず扉の蝶番まで破壊して諸共に廊下の壁に叩きつけられた。
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　盛大な破壊音と共にフェルトが吹っ飛んで廊下の壁に叩きつけられた。

「ごふ……っ！」

　その衝撃で息を吐いたフェルトは、その場で崩れ落ちて動けない。

　それを横目で見ながら起き上がったヴィオラは、肩を弾ませながら寝間着の胸元の破られたところを掻き寄せた。……怒りに任せてやってしまった。

　廊下の奥からバタバタと階段を駆け上がる足音が聞こえる。深夜の大音量はただでさえ響く。破壊音に驚いて夜番の騎士が駆けつけてきたのだろう。二階の廊下は来客用の部屋のみで他には誰もいないため、他の部屋からひとが出てくる様子はなかった。

　ベッドから降りて廊下に出ようとしたところで二人の騎士が駆けつけてきた。

「何事ですか!?」

「おまえ、フェルトか!?　どうしてこんなことに!?」

　呻いているものの気絶はしていない様子のフェルトは丈夫だ。やはりこんな下種でも騎士か。

　すると、よほど破壊音が響いたのか、騎士装備でないものの隊長と数人の騎士も駆けつけてきた。

「ヴィオラ嬢、無事ですか!?　何事です!?」

　言いながら倒れているフェルトを見て、それからヴィオラの姿を見てぎょっとする。

　彼女の姿と状況を見てすぐに察したのだろう、隊長の顔が険しくなった。

「ヴィオラさん！　なんてこと……！」

　その後から更にアグネスが駆けつけてきて自分が着てきていた上着をかけてくれた。

　礼を言って羽織るとヴィオラを護るように後ろから両肩を抱いて支えてくれる。それをありがたく思いながら隊長に向き直った。

「すみません、扉を壊してしまいました」

　そこだけはちょっとやり過ぎただろうかと思ってヴィオラが詫びると、隊長の声が硬くなる。

「そんなことはどうでもいい」

　言うと同時に隊長が膝を折った。

「部下が申し訳ございません。客人になんという非礼をしでかしたのか、いくら詫びても謝り切れない。すべて私の監督指導の不行き届きです」

　その言葉に、その場にいる他の騎士までもがすべて次々と膝を折って首を垂れる。

　犯人が謝らないのに隊長たちに詫びられてもと思っていると、やはりフェルトは悪いとは思っていないらしい、唸るように文句を言う。

「騎士隊長ともあろう方が、魔女なんぞになんで謝るんです」

「ど阿呆が！　自分がナニをやらかしたのか判っていないのか!?」

　隊長が言う前に、先に来ていた騎士の一人がフェルトの胸倉をつかんだ。

　明らかに納得していない様子のフェルトを、ヴィオラが冷たい目で見下ろすが、フェルトはこちらを睨み返した。

「……魔女風情が、騎士相手に偉そうなんだよ」

　まだ減らず口を叩けるだけの元気があるらしい。

「それこそ騎士なんかに偉そうな口を叩かれる理由はないわ」

「なんかだと！　淫乱な魔女は男なら誰だっていいんだろ！　おとなしくヤられてりゃいいんだよ！」

「フェルト!!」

「男の人ってそれしか魔女を罵る言葉を知らないの？　二言目にはそれだけど」

　隊長が怒鳴ったが、ヴィオラはかまわず言い返した。

「魔女だって好きな人じゃなきゃ嫌だし、そうじゃなくても本当に誰でもいいわけじゃない。誰でもいいのは男性の方でしょう。よくもそこまで嫌っている魔女を抱こうと思うよね。そっちの方が理解に苦しむわ。なによりアタマの悪い騎士に罵られる謂われはない」

「はあ!?　それオレのことかよ!?」

「他に誰がいるの？　自分がやらかしたコトがどんな事態になるのか、全然判ってないでしょ？」

　ヴィオラは、珍しく怒っていた。

「私のことはともかく、ラーシュ様を悪く言われるのは我慢できない。謝りなさい。滅竜騎士様を愚弄する言葉は許さない」

　ただし、自分のことではなく、ラーシュのことで。

「ああ？　本当のことだろ」

「あの人は、それこそあなた如きに貶められるほど安い方ではないわ」

「だから滅竜騎士だろうとカラダで落とされたただの男だってのは本当だろうが！　おまえ如きに言われたくねえ！　誰が謝るかよ！」

　途端に、壁に押さえつけられていた彼の頬すれすれや身体中、足元や股間ギリギリに氷の刃が十数本打ち込まれた。横目で頬の横の氷を見て、それから綺麗に足の形に添って刺さった氷を見下ろして、一気にフェルトと周りの騎士の血の気が引く。無詠唱で撃ったからか、背後でアグネスが息を呑んだ。

　間髪入れずに、それでも一本も相手の身体に当てることなく攻撃魔術を使ったヴィオラを、初めて恐怖の視線でフェルトが見上げた。その騎士を見下ろす魔女の目は冷たい。

「私が師匠ほど気が短くなくてよかったわね。あの人なら今頃あなた息の根を止めているわ。あなた、さっきからずっと人のコトをおまえ如きと言っているけど、魔女をあまり舐めないで。私はその気になれば、あなたが剣を抜いて構えていたとしても簡単に瞬殺できるのよ」

　脅しではなく事実だ。

　ヴィオラは攻撃魔法を使うのは苦手だ。だがそれは下手だということではない。人を傷付けたくないという彼女の性格の問題だけで、使えないわけではない。むしろ、その辺の魔女よりは精度が高く威力も強力だ。これでも手加減しているといって良かった。

「もしかして、今までもこうやって応援に派遣されてきた魔女に手を出した？　ここの専属の魔女は？」

「……やってねえよ。二人で一室使ってたし。専属の魔女にもしてねえ」

「よく嫌みを言われていたという報告は受けています。何度か口頭注意はしていました」

　隊長と一緒に来た騎士が言う。隊長がアグネスを見遣ると困ったカオでうなずいた。彼女も聞いていたのだろう。

「なら、何故私には行動を起こしたの？」

「……だから！　滅竜騎士様をたぶらかした凶悪な魔女をこらしめたかっただけだ！」

「そう、騎士の職を失ってでも、このドリテアにいられなくなってでも、そんなに私を貶めたかったと。歪んだ正義感ね。呆れるわ」

「はあ!?　なんで!!」

　心底判っていない様子のフェルトを見て、ヴィオラが呆れて深い溜息をつく。

「……隊長、なんでこんな人がよりによってここの騎士に配属されてるんです？　教育が足りないなんてものではないでしょう。未だにナニが悪いのか全然判ってませんよ」

「……面目無い」

　隊長と、その隣の騎士、そして彼を捉えている騎士が難しいカオでうなだれる。

「ナニが悪いって、そりゃ、おま…あんたを襲おうとしたことは悪いだろうけど！　なんでそれだけで！」

「ほら、やっぱり全然判ってない」

　すると、さすがにいい加減溜まり兼ねたのか、隊長がフェルトの前まで行って見下ろした。

「そもそも相手が彼女でなくとも騎士が婦女暴行など許される犯罪じゃないし、それだけで充分処罰の対象だが。まかり間違えば俺とおまえのクビだけで終わらない事件をやらかしたってまだ本当に判ってないのか」

　ぽかんとするフェルトを、隊長は眉間に皺を寄せて睨みつけた。

「おまえの考えなしの行動のせいで、ノルドルンド殿がこれ以上協力をする気は無いと王都に帰ってしまったらどうする」

　え、というカオでフェルトが隊長を見上げた。

「……それは、魔術研究庁がまた違う魔女を」

「そんなにすぐに手配してもらえるわけがないだろう。向こうだって人手不足だ。今はまだ魔力注入も半ばで足りない状況で、それなのにすぐ二、三日後にでも再び竜が現れたら。アグネスたちの魔力も尽きて、『壁』をつくれなくなって、そしてその時既に滅竜騎士殿も王都に戻っていたら。このドリテアの街はどうなると思う？」

　やっと事態の深刻さが判ってきたのか青褪めたフェルトがそれでも言う。

「そ、そんな、だって、これ以上協力しないなんて、そんな無責任なことするわけが」

「ノルドルンド殿は魔術研究庁の職員じゃない。こちらが頼んで手伝ってもらっている外部の協力者だ。こんな屈辱を受けてまで仕事を続ける理由はないと言われたらこちらは引くしかない。そしておそらく、少なくともドリテアに来てくれることは二度とないだろう。深紅の魔女・エルヴィーラ殿の弟子であられる方だ、かの大魔女も弟子を辱められたとあってはもう来てくれまい。そして最大の懸案は、今までも各方面で多大に協力してもらっているノシュテット辺境伯が、以後騎士団に協力をしないと言ってきたらどうするかだ。我々がクビになって隊を再編成で済めば御の字だが」

「ど、どうして、ですか……？」

「おまえは今のノルドルンド殿の立場が本気で判っていないのか」

　隊長は、上擦った声で訊くフェルトを睨みつけた。






「彼女は、いや、この方は滅竜騎士であるノシュテット辺境伯現当主の御子息の婚約者だ。つまり近い将来ノシュテット家の身内になられる方で、その方に狼藉を働いたということは辺境伯に喧嘩を売ったということになる。おまえがやらかしたことはそういうことだ」






　フェルトのカオが、ざあっと音を立てたかのようにさらに青褪めた。

　やっと、自分がやらかしたコトの重大性を理解したらしい。

　震え出したフェルトを騎士たちが拘束した。後ろ手に両手首を縛り、立たせる。

　うなだれるフェルトを捕らえている騎士が促し歩かせたのを見遣って、ヴィオラは言った。

「そもそも、ねえ、騎士ってそんなに偉いの？」

　うっそりと振り返ったフェルトが怪訝そうに視線を寄越した。

「竜も斃せないくせに？」

「……そんなの普通の騎士にはできねえよ」

「じゃあ、魔術で『壁』もつくれないくせに？」

「……そんなんは魔女の仕事だ」

「じゃあ、あなたたち『普通の騎士』はなにをしているの？」

「なにって……っ」

　言い返そうとして、ヴィオラがなにを言おうとしているのかを察したのか口籠った。

「この街が竜に襲われている時、騎士はナニをしているの？　滅竜騎士様は竜と命懸けで戦う。魔女は街と領民を護る為に自分の魔力を削って『壁』をつくる。じゃあ偉いはずの『普通の騎士』たちはナニをしているの？」

　フェルトが押し黙る。答えられないのか。

「領民の人たちも騎士も、魔女は分け隔てなくみんなを護っている。なのに、何故あなたは領民と魔女を分けようとするの？」

　僅かに考えるような表情をしていたフェルトだが、返事をする様子が無かったからか、騎士が促して歩かせ、その場を去っていった。

　隊長の隣にいた騎士が残っている者たちに指示を出して壊れた扉を片付けたり掃除を始める。

　別の部屋が用意されたのでその部屋に移ると、そのままヴィオラが浴室で代わりの寝間着に着替えている間にアグネスが温かいお茶を淹れてくれた。ついでに頬に手を当てて、引っ叩かれた跡を治してくれる。

　ソファに落ち着いてありがたくお茶を飲んだヴィオラに、隊長が再び深々と頭を下げた。

「この度の不祥事、本当にお詫びのしようもありません。マティアス・アードルフ・フェルトは貴族の出身で、とにかく魔女を嫌っているようなのです。実は前の赴任先でも魔女関係で揉めたらしく、ここに着任してからも魔女たちが尊敬されているのが不満だったようで、ここの魔女たちにも一方的に突っかかるところがあり、何度も注意を受けていました。ヴィオラ嬢の働きを間近で見ることで少しはなにか感じてくれたらと思ったのですが、仇になってしまい、申し訳なく思っております」

　頭を上げた隊長は、真摯な口調で続ける。

「我々『普通の騎士』は、日常の領民の平和を護る為の存在であり、その中にはもちろん魔女殿も入ります。騎士は領民を護れた時それを誇るべきであり、他者を貶めるために誇るのはむしろ恥ずべきこと。騎士団に所属する者たちは皆それを承知しております。しかしあの者にはそれがまだ判っておりませんでした。偏に我々の指導不足を恥じ入るばかりです。お許しくださいとは申しません。しかし、恥を忍んでお願い申し上げます。もう少しだけ、我らがドリテアにお力をお貸しいただけませんでしょうか」

　娘ほどの年の女性に、隊長は真摯に詫びた。

　ヴィオラは茶器を置いてから言う。

「元よりそのつもりでおります。途中で放り出すようなことは致しません」

「ありがとうございます」

　表情には出さないが、僅かにほっとした様子が判る。

「あの者は騎士団の規則に則って処断致します。それでご勘弁いただけますでしょうか」

「それはいいんですけど、ラーシュ様はどうしましょう。手を出したヒトを叩き切るとかおっしゃってましたよね」

「いや、さすがにそれを実際に彼に許すわけにはいきません」

「それはそうですけど、あの方が納得してくださるかどうかは」

　渋いカオをする隊長。ラーシュの気性を知っているが故に難しいと判っているのだろう。

　……それから、ヴィオラはふと気付いて、あっと声が出た。

　何事かと次の言葉を待った隊長に、ヴィオラは恐る恐る言った。

「……あの、どの程度、ラーシュ様に話します？」

「は？」

「あの、私が、あの人を吹っ飛ばして扉を壊して氷の刃を飛ばしたの、ラーシュ様に内緒にしていただけます……？」

「え、あ、まあ調書にはあなたが魔術にて自衛という書き方で終わるとは思いますが、ラーシュが詳しく聞きたいと言われたらどうしましょうかってことですかね。ご自分で話されますか？」

「いえその！　……あの、私が人に攻撃魔術を使ったなんて言ったら、ラーシュ様がどう思われるかと思って……あの、軽蔑、されないかと……」

　……しないと思う。思うのだけど、そんな子だと思わなかったとか思われないだろうかと思ったら途端になんだか怖くなった。

　ラーシュのコトを思い出した途端、ついさっきまでの怒れる魔女の風体が突然消え去って、代わりに恋人に嫌われやしないかとびくつく可愛い女の子になったヴィオラを見て、隊長とアグネスが、カオを見合わせてからくすくすと笑いだす。

「ノシュテット様はそんなことを言うような方ではないことくらい判っているでしょう？」

「ええ、大丈夫でしょう。あいつはむしろ褒めると思いますがね。万が一そんなコトを言うようなら私が叱ってやりますよ。ヤツのためにも身を護った女性に言うことじゃないってね」

「だといいんですけど」

「少なくとも、エルヴィーラ殿は絶対褒めてくれますよ」

「ああ、そうね、あの方はよくやったっておっしゃりそう」

「そりゃ、師匠はそう言うでしょうけど。でも、ラーシュ様がそう言うかは」

　しょぼんと肩を落とす。

　つい怒りに任せてやってしまったが、やっぱり攻撃魔法は苦手だ。なにより、後で冷静になると罪悪感が半端無い。

　フェルトを吹っ飛ばしたのはまだしも、氷の刃はやり過ぎだったのではなかろうかと今だって思っている。でもあの時はラーシュをバカにされた怒りでつい反射的にやってしまったのだ。

　うだうだと考えていると、隊長とアグネスが微笑ましそうな笑みを浮かべた。

「もう時間も遅いことだし、今日は休みましょう。少しでも寝て魔力の回復をしないと。考えるのは明日でもいいでしょう？　ああ、もし一人で寝るのが不安なら一緒にいますよ」

　アグネスが言ってくれたのでやっと時間を思い出す。もうすっかり遅い。

「ありがとうございます。でも大丈夫です。アグネスさんもお疲れでしょうに、ご心配を掛けてしまってすみませんでした」

　礼を言うと、首を振ってからアグネスがそっとヴィオラを抱きしめてくれた。

「眠れないようなら、『安眠』の術をお使いなさいね」

　こっそりと耳打ちをしてくれたのに目を瞠ると、アグネスが微笑んでから離れる。

　それを機に隊長とアグネスが部屋から出て行って、ヴィオラは一人になった。

　もう遅い。早く寝ないと。

　扉の施錠をしっかりしてからベッドに入り、横になる。

　さっきの部屋と違って今度は大きなベッド一つにソファセットなどの家具もある広くて上等な設えの部屋だ。貴賓室のような扱いで、エルヴィーラが来た時はここに泊まるそうだ。

　ヴィオラは自分には分不相応な部屋を複雑な心境で見まわした。たぶん初めにここに通されたら豪華だと喜んだことだろう。でも今は、この広さが寂しいと思えてしまった。

　本当は、ちょっとだけ不安だった。だけど、疲弊しているアグネスに甘えるわけにはいかないと思ったから頼らなかった。おそらくそれを察してアグネスはあんなことを言ってくれたのだろう。

　だが、とっとと眠ってしまおうと目を閉じたら、フェルトに圧し掛かられて寝間着を破られた時の衝撃を思い出してしまって、怖気に身体が震えた。

　腕力だけなら負けていた。魔術が使えなかったらと思ったら思わず自分の身を抱きしめた。

　ヴィオラは何度も城の役人などに襲われかけたりしているが、実際のところは腕をつかまれたりする程度で助かっていて、押し倒されたりして本当に貞操の危機にまで陥ったことは無かった。

　だから、ベッドに押し倒されたり、まして服を破られるなんて初めてで。

　やっぱり怖かった。やっぱり誰かに傍にいて欲しかった。

　人に頼るのが苦手なヴィオラが頼れるのは、師匠と、そして。

「……ラーシュ様、……逢いたいよ」

　ふと、口から零れた本音をヴィオラは噛みしめる。

　今、すぐに逢いたい。抱きしめて大丈夫だと言って欲しい。俺が護るから安心しろと微笑んで欲しい。

　ラーシュが隣にいてくれたら、この部屋が寂しいなんて思わずに済むのに。

　以前、俺をもっと頼ってくれと言われた。もっと甘えてくれと。

　今、すごくラーシュに頼りたい。甘えたい。

　なのに、そんな時に限ってヴィオラはラーシュの元へ行けない。

　おそらくラーシュはトードリオの官舎で眠っているのだろうが、そこへ行ったコトのないヴィオラはラーシュの元へ『扉』を繋げることはできない。

　ヴィオラはひとつ溜息を吐くと、再びぎゅっと目を閉じた。

「『安眠』」

　ヴィオラは自身に睡眠の魔術を使った。余計なことなど考えないように、すぐ眠れるように。






　明日になれば、ラーシュは来てくれると伝えてくれた。だから朝を待つ。

　早く眠って、早く明日になればいい。そうしたら、ラーシュに逢える。

　あのちょっと強面の三白眼が細まって、嬉しそうな満面の笑みできっと抱きしめてくれる。






　だから……早く逢いたい。
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　次の日、目が覚めたらもう起きるつもりの時間をだいぶ過ぎていた。

　昨夜の騒動のせいとはいえ、ちょっと寝過ぎた。

　急いで身支度をして昨夜の食堂へ向かっていたら、廊下で騎士の一人が駆け寄ってきた。

「ノルドルンド殿！　良いところに！　申し訳ないのですが、一緒においでいただけませんか!?」

　慌てた様子の騎士に、ヴィオラが訊く。

「どうしたんですか？」

「今朝早くノシュテット様がおいでになったのですが、昨夜のその、あなたの事件を聞いて激昂されて隊長に食って掛かっていて」

「……ああ、やっぱり。どちらにおいでですか？」

「隊長の執務室に。お連れします」

　止めて欲しいということだろうと察して訊けば、騎士が率先して歩き出す。

　急いで隊長室に行く。騎士が扉をノックして返事の後に入れば、そこに振り向いたのは逢いたかった騎士の姿。

「ヴィオラ！」

　一ヶ月ぶりに逢うことのできた恋人が、ヴィオラの元に駆け寄ってきた。人目も憚らず抱きしめる。

「ラーシュ様……っ！」

　ぎゅうっと、力任せに抱きしめられる。抱き込まれても軽甲冑越しでラーシュの体温が感じられないのがちょっと寂しいが、それでも急速に嬉しさがこみ上げてくる。

「逢いたかった……！」

「はい、私も……」

　嬉しくてたまらない。カオを見たくて視線を上げればラーシュが熱っぽくヴィオラを見下ろしていて、それが近付いてくるのが判った。つい目を閉じてしまいそうになった時、ラーシュの背後から咳払いが聞こえて我に返る。

「あー、感動の再会に水を差して悪いんだが、一応職場だからね、ここ」

「あ、はい、すみません！」

　ナニをしに来たのかを思い出して慌てて詫びてラーシュから離れようとしたが、ラーシュの腕がそれを拒否した。恋人を腕に囲ったまま、ラーシュが振り向いて隊長をひと睨みしてからヴィオラに訊く。

「夕べの事件のことは聞いた。きみは無事なんだな？　どこも怪我などしていないな？」

「あ、はい」

「怖かっただろう、可哀想に。そんな目に遭わないように隊長に先に釘を刺しておいたのにな。今、この落とし前をどうつけようかと隊長と話していたところだ」

「ナニが話し合いだ。ヤツを斬らせろとしか言ってないだろうが、おまえ」

「俺は先に手紙でちゃんとそう言っておいたはずですが？」

「さすがにそれを許すわけにはいかんのも判っているだろう。いいから一度落ち着け。愛しの婚約者殿は見ての通り無事だ」

「俺はずっと落ち着いています」

「嘘つけ、俺はおまえのそんな怒り狂った凶悪なカオ、いつ見たなりか覚えとらんわ」

　自分を睨みつけるラーシュの視線をものともせず、隊長は苦笑いで諫いさめる。

　それを見てヴィオラもラーシュの袖を引っ張った。

「あの、ラーシュ様。私は見ての通り無事だったんですから、もう怒らないでください」

「そんなわけにはいかない。結果として無事だっただけで、一歩間違えればきみは酷い目に遭っていた。いや、未遂でも充分怖い目に遭っただろう。それだけで俺がきみのために怒るのは充分過ぎる理由だ。婚約者としてそれは当然の権利だろう？」

「そのお気持ちは嬉しいです。でも、それでラーシュ様がひとを傷付けるのは嬉しくありません」

「俺だって別にそいつを斬るのが嬉しいわけじゃない」

「なら、お願いだからしないでください。あのひとにはちゃんと自分でやり返しましたから」

「それは聞いたが、優しいきみがやり返した程度でそいつが反省したかどうかは判らんだろう」

「あ、いえ、それはその」

　はて、アレは優しいヒトがやり返す程度のレベルだっただろうか。

「でも、それで私の気は済みましたから！　ね？」

「俺の気は済んでいない。余程痛い目に遭わせてやったのならともかく」

「遭わせましたから、ですから！」

「では、ナニをした？」

「え、あ、あああの」

　困って隊長に助けを求めて視線をやると、呆れたカオの隊長が助け舟を出そうかとナニか言いかけた時、扉がノックされた。返事も待たずに扉が開く。

「隊長、ヴィオラ嬢がぶっ壊した扉と壁の修繕の手配ができました。昼から来てくれるそうなんで、って、わあ、ご本人とラーシュ！」

　言いながら入ってきたのは昨夜隊長と一緒に来た騎士だった。

　修繕と聞いて、思わずヴィオラが謝る。

「あああ、申し訳ございません、あの、修理費はとっても掛かるんでしょうか、なんならお代は私がお支払いを、ああ、足りるんなら今回のお仕事代から差っ引いてもらっても」

「いやいやいや、今回はこっちの不祥事なんですからそんな心配は要りませんて」

　苦笑しながら手を振る騎士に、ラーシュが訊いた。

「副長、修繕の手配って、そんなに盛大に壊したんですか？」

　挨拶もそこそこに訊くラーシュをどう思ったのか、副長と呼ばれた騎士が言う。

「いやまあ、たいしたことじゃないさ。ヴィオラ嬢が酷い目に遭うと思えばあの程度で済んで良かったよ。ラーシュ、間違ってもヴィオラ嬢を叱るなよ。彼女はおまえの名誉のために怒ってやり返したんだからな。いいか、自分のためじゃないんだ。めっちゃいい子じゃないか。そんなふうに怒ってくれる子なかなかいないぞ。大事にしろよ」

「いや、それは当然ですけど、俺のため？」

「あああ、副長さん、言い過ぎ」

「え？　そこまでバレてなかった？　俺、言い過ぎました？」

「見事に」

　隊長が肩をすくめた。あー、とつぶやいて副長がゴメンと手を上げる。

　はあ、と溜息をついてから、ヴィオラがラーシュを見上げた。

「……まあ、そんな感じで修繕が要るくらいには強い魔術でやり返したので、ラーシュ様がお手を煩わせなくてもいいんです。あとは騎士団の規則で裁いてもらえればいいですから」

「……とりあえず、判った」

　渋々ながら承知してくれたのにほっとしたのだが。

「だが、俺の名誉のためというのは？」

「あの、いえ、ええと。失礼な言葉なのであまり言いたくありません」

「隊長？」

「滅竜騎士が魔女にカラダで落とされたという趣旨のことを言っていたな。たぶんそれ以外にもおまえを愚弄することを言ったんだろう」

「隊長さんたら、言わないでって！」

「大丈夫だとは言いましたが、言わないとは言ってませんよ」

「ええ!?」

　なんか手のひらを返された感がある！　と思いながら、恐る恐る隣の恋人を見ると。

　見上げきる前に、抱きしめられた。抱きすくめられて、耳元で聞こえるのは優しい声。

「ばかだな。そんなことできみが怒ることはなかったのに。でも、ありがとう」

　穏やかな声で言われてヴィオラはほっとする。

「ラーシュ様が悪く言われるのは私だって我慢できません。ラーシュ様だって、お付き合いをする前でも私が侮辱された時怒ってくれたじゃないですか。同じです」

「あの時はあまりにも理不尽な内容だったからな」

「今回だってそうです。だから」

　そうか、とつぶやいて、ラーシュはもう一度ヴィオラをきゅっと抱きしめる。背後で咳払いが聞こえてヴィオラが慌てると、ようやく手を離してから笑った。

「ここじゃすぐ邪魔が入るな。せっかくだから直される前にヴィオラが壊した跡を見に行くか」

　えええ、と困ったカオをしたヴィオラにラーシュが笑っていると、隊長が呆れた調子で言う。

「隊長室でラブシーンやりだすおまえが悪いんだろうが。節制に努めていた生真面目な御曹司はドコ行ったんだよ。ヴィオラ嬢に随分骨抜きにされやがって、ベタ惚れだなあ、まったく」

「それが何か問題でも？　ヴィオラは利害や政略ではなく俺が惚れて望んだ女性です。一ヶ月ぶりに逢った可愛い婚約者を抱きしめてナニが悪いんです？」

「別にソコを悪いとは言ってねえ。他にヒトがいないトコでやれっつってんだよ。俺の部屋ですんな」

「では俺たちはこれで失礼します」

「一応言っとくが、ヴィオラ嬢はこれから仕事だからな。間違っても部屋に連れ込むなよ」

「ヴィオラの魔力回復も俺の仕事だと思ってますが？」

「だから今からやんなっつってんだよ！」

　しれっと言うラーシュに隊長が呆れると、ラーシュはくっくっくっと笑いながらヴィオラを促して部屋を出た。

　さすがにラーシュと隊長の話の内容が恥ずかしくてカオを赤くしているヴィオラの手を取って、ラーシュが歩き出す。

「さて、きみの部屋はどこだ？　客室の棟でいいのか？」

「え、そうですけど、本当に見に行くんですか？」

「ああ、もちろんだ。そういえば俺は、きみの魔術には随分世話になっているのに攻撃魔術は見たことが無かったと思ってな」

「えええ、でも、跡しか残ってないんだから見なくても」

「いいじゃないか。俺が見たいんだ」

　ラーシュが楽しげなのを、困ったカオをしながらもヴィオラはちょっと嬉しく思う。

　隣に彼がいることがとても嬉しい。

　逢いたかった。とても逢いたかったから。

　彼の大きな手をきゅっと握る。すると握り返してくれた。見上げれば優しく微笑む大好きな人。

　嬉しくて幸せで、ヴィオラはカオが笑ってしまうのを止められなかった。










「……ほう、これはまた盛大な」

　壊れたものが片付けられただけの廊下で、ラーシュが妙に感心した感想をつぶやくのを聞いて、ヴィオラは恥ずかしくてうつむいた。

　元ヴィオラの部屋の扉は撤去されて無いが壁には蝶番が壊された跡がしっかり残っているし、廊下の壁には扉がぶつかったせいでがっつりひびが入っている。結構な力でなければこれだけひびは入るまいと見当がつくだけに、ラーシュに見られるのはヴィオラとしてはかなり居たたまれない。

　その上、床にも壁にも氷の刃が刺さった穴の跡がいくつも残っていて、結構な破壊跡であると言えた。

　コレが自分の仕業だと恋人に知られるのはかなり恥ずかしい。

　だがラーシュはおもしろそうに笑った。

「なるほど、コレは修繕の業者が要るな」

「だから……ちゃんとやり返したと」

「うん、そのようだな。安心した」

　くつくつと笑い声を立てながらうなずくラーシュの笑顔が居たたまれないから、そろそろ真面目に勘弁して欲しい。

「きみは優しいから、攻撃魔術も手加減してしまうのではないかと思っていたんだが、そんなことはなかったみたいだな」

「私だって自分の身が危ない時に手加減なんかしません。そりゃ普段はできないけど、でも必要な時にはためらうつもりはないです。そんなことじゃ、それこそ師匠に叱られますし」

「まあ、あの人はためらわないだろうな」

「いえ、師匠ほど容赦ないことはないと思いますけど。それでも、今回はラーシュ様の名誉にも係わりましたし、それに、……ラーシュ様以外の男の人に触られたのはものすごく嫌だったし」

「ああ、怖かったよな。すまない、そんな時に傍にいてやれなくて」

「ラーシュ様に謝っていただくことじゃありません」

　首を振りながらも、それでも縋りつくヴィオラはやはり怖かったのだろう。

　ラーシュが振り向いて元ヴィオラの部屋を見遣る。扉が無くなってぽっかり空いた部屋の入り口から、昨夜途中までヴィオラが使っていたのだろうベッドが見えた。シーツや上掛けは片付けられていたが、そこを使っていたのは間違いない。そして、そこでヴィオラは襲われかけた。その想像が一瞬脳裏を過ぎり、不快さに眉根を寄せる。

「それで、夕べはどこで寝たんだ？　しっかり眠れたか？」

「あ、はい。魔術を使ったのでしっかり。部屋は一番奥です」

「ほう、一番いい部屋か。隊長のささやかな詫びだな」

　当然だな、と言うラーシュだが、ヴィオラは困ったカオで笑う。

「良すぎてなんだか気後れします」

「そこまで遠慮するような部屋でもないと思うがな」

　言いながら部屋までたどり着く。

　扉を閉めて振り返って見上げると、優しかった瞳が近付いてきた。目を閉じると、くちづけられる。

　ようやく、邪魔も無くくっつくことができた。

　一ヶ月ぶりのキスは優しくて、そしてすぐに激しく求められる。

　引き寄せられて強く求められるのがたまらなく嬉しい。

　触れているところが熱い。ずっとこの熱さに、感触に飢えていた。

　舌が絡み合う。唇を押し付け合う。唾液が口元から零れるのを感じても離れたくない。

　漸く離れても、唇が触れるような距離で、ささやくような声で言いあう。

「逢いたかった。この一ヶ月間が本当に長かった」

「私も、寂しくて逢いたくてたまらなかった」

「どれだけ『扉』の術を使えないことが悔やまれたか。俺が使えればいつでもきみのところに行けるのにと、何度思ったことか」

「使えたって、私が行ったことのある場所へしか『扉』が開けないことがどれだけ悔しかったか。何故ラーシュ様を座標にできないのかと悲しくて」

　言い合ってから、お互いふっと笑みがこぼれた。

「「思っていたことが一緒で良かった」」

　同時に言って、また笑う。そしてまたくちづけあう。

　だが、背中にまわっていたラーシュの手が胸元をまさぐり出したのを感じてヴィオラがその手をやんわりと押さえて止める。

「ダメ、です。もう、行かなきゃ……」

「判ってる。でも欲しい」

　むに、と胸に手が食い込んだ。ヴィオラだって本音では欲しい。でも。

「ラーシュ様、お願い……、ダメ」

「どうしてもか？　一度だけでも？」

　食い下がるラーシュの縋るような視線に、ヴィオラが恥ずかし気に言った。






「ダメ……一度だけじゃやめたくないくらい欲しくなっちゃうから……」






「……っ、きみは、止めてるのか煽ってるのかどっちだ？」

　じわりと頬を染めて、ラーシュが困ったカオをする。

　そして深く溜息をつくと、ラーシュは片手でぐしゃぐしゃと髪を掻きまわした。

「仕方ない。きみの仕事が終わるまで待つか」

　それから、ほっとした様子のヴィオラの耳元に覆い被さるように口元を近づけて、耳のピアスを咥えてからその耳たぶを甘噛みした。

「その代わり、今晩は覚悟しろよ？」

　ぶわっとカオが赤くなるが、それでも嫌だなんて言うわけもなく。

　ヴィオラがうなずくと、ラーシュは嬉しそうにうなずき返してようやく恋人から手を離した。
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　すっかり遅くなった朝食を急いで摂り、水晶球の部屋へ行くと、時間には間に合ったようだった。

　部屋には魔女全員がいて、ヴィオラが来るのを待っていた。

「すみません、遅くなってしまいました」

　遅刻だったかと慌てて詫びるが、魔女たちは心配そうにヴィオラを取り囲んで口々に訊いてきた。

「ヴィオラさん、待っていたのよ」

「出てきて平気？　本当に大丈夫なの？」

「フェルトのヤツ！　ずっと嫌なコトばっかり言うヤツだったけど、まさかこんなことするなんて！」

　昨夜のことはもう聞かされていたらしい。心配や文句を言いながら気遣ってくれる魔女たちをありがたく思う。アグネスが訊いてくれた。

「いいのよ。それよりよく眠れた？」

「はい。『安眠』の術を使ったので、ぐっすりと。ご心配をおかけしました」

「あなたのせいではないのだから謝ることなんてないの。それより、そのあなたの後ろにくっついてるヒトは、今日一日そうしているつもり？」

　優しかった口調が若干呆れを含む。

　ヴィオラの背後に立っているラーシュに向けた言葉であることは一目瞭然だ。あはは～、と苦笑するヴィオラの背後に壁のように突っ立っているラーシュは仏頂面で答えた。

「送ってきただけです。私がここにいても何の役にも立たないですから」

「心配しなくても、ここにはもう彼女に害を為す人はいないわよ」

「昨夜までは私もそう思っていたんですけどね」

「そう言われてしまうとなにも言えないのだけれど」

　困ったカオで言ってから、アグネスがすっと背筋を伸ばすと頭を下げた。

「ここの責任者としてお詫びします。ヴィオラさんを危険に晒したこと、本当に申し訳ありませんでした」

「アタマを上げてください。騎士の領分はあなたに責任はないでしょう。隊長には今朝詫びを入れてもらいました。これ以上追求するつもりはありません。父にもそう伝えておきます」

「ありがとう。でも、その割には仏頂面だけど？」

「実務と心情は別です。ヴィオラに止められましたし実際やりませんが、犯人をこの手で処断してやりたい気持ちが収まったわけではありませんから。正直、斬らないまでも殴るくらいなら許されてもいいんじゃないかくらいは思っていますが」

「怖いわね、滅竜騎士様。私情でヒトを斬ったら、さすがにあなたでも無罪では済まないわよ」

「罪に問われようと、婚約者に手を出されて黙っていられるような気性でないのはご承知でしょう」

「私はむしろ、あなたが女性のことで激昂するとは思わなかったわ。まあ、心情的には殴るくらいなら許されてもいいと私も思うけど」

　アグネスが苦笑する。

　妙に気安く話している二人を見てヴィオラが小首を傾げているのに気付いて、ラーシュが微笑んだ。

「ああ、すまないヴィオラ。この人は父方の遠縁でな、つまり親戚なんだ。魔力持ちだった関係で修行のためにずっとトードリオにいたから顔見知りでね」

「え！　ならばちゃんとそういう意味でもご挨拶をしなければいけなかったじゃないですか！　言ってくださればよかったのに！」

　慌てるヴィオラだが、アグネスは笑って首を振った。

「親戚と言っても結構遠いのよ。ノシュテットの家名を名乗っているわけでなし、本家のお嫁に入る方にそんなに畏まっていただくような身分ではないの。カオを見たら話すくらいには親しくしていたから誤解されることもあったけど。ああ、他人に聞かされる前に先に言ってしまうけど、一度だけ縁談の話が出たこともあったくらい」

「え……」

　やはりそんな話が、と思った途端、アグネスは笑った。

「その場で即座に無くなったけどね」

「え？」

「ラーシュ様、その場で、秒でお断りになられたから。笑っちゃったわ」

「当たり前でしょう。あなたの男の好みが私の師匠だと聞かされた後ですよ。性格が真反対だというのに合うわけがない。だいたい、師匠がいいなんて男の趣味が悪すぎる」

「あら、言ってくれるわね。少なくとも女性に対する扱いや気遣いは朴念仁のあなたより遥かに上だし、なにより大人の色気が素敵よ」

「……悪かったですね、朴念仁で」

　ソコは否定できないらしい。ヴィオラは、慌てて加勢した。

「あ、あの！　ラーシュ様は、少なくとも私にはとても優しくてすごく気を遣ってくださいます！　朴念仁なんてことないです！　オトナの色気だって、私はいつもものすごく感じてるし敵いません！」

　思わず吹いたアグネスとラーシュだが、ヴィオラはナニが受けたのか判らずきょとんとしている。

　照れくさそうに微笑んだラーシュを見て、アグネスはにやにやとからかう。

「あらそうなの。少しは進歩したのね？　それとも好きな子はやっぱり別なのかしら？」

「恋人を大切に扱うのは当たり前でしょう」

「あらあら、あなたからそんな言葉を聞くなんて。大人になったこと。お姉さん嬉しいわ」

　うふふふふ、と楽しげに笑うアグネスに、何とも言えない渋いカオでラーシュがなにやら呻く。どうやら本家とか遠縁とか関係なく最終的にはアグネスの方が上らしい。

　そんなことを話しているうちに昨日も聞いた鐘の音が響いた。始業の時間になったようだ。

「ではヴィオラ、また昼にでもカオを出すから」

　踵を返して部屋を出ていくつもりのラーシュに、ヴィオラが訊いた。

「ラーシュ様はどうされるんですか？」

「きみの仕事の邪魔になってはいけないからな。ここの騎士たちと習練でもして待っているよ」

　ヴィオラが申し訳なさそうに微笑む。

「はい。でも、それならこんなに早くにおいでいただかなくても夕方で良かったのに。もちろん朝イチで来てくださったのはすごく嬉しかったですけど」

　一日暇にさせてしまうのを申し訳なく思ったが、ラーシュはヴィオラの頬に手を当てて優しく笑った。

「何言ってる。俺は、本当はきみが昨日の朝トードリオに来た時点で、演習なんか放り出して移動魔法陣の前で出迎えたかったくらいきみに逢いたかったんだぞ。余程急ぎの仕事でもない限り、夕方までなんて待てるわけがないだろう。この今のほんの一時間ほどの時間が欲しくて朝イチで馬を飛ばしてきた男の純情を判ってくれないか？」

　かあっと頬が熱くなる。こんなコト言える人が朴念仁なわけがない。

「……それは、私だって、です」

「なら良かった。では、また後でな」

　優しく微笑んで、ヴィオラにキスをすると、ラーシュは部屋を出て行った。ちなみに、また唇にだ。

　他の魔女たちにきゃあっと華やかに喜ばれてしまったヴィオラとしては、恥ずかしい限りだ。

　例によって、ごめんなさいごめんなさい、と内心で謝っていると、アグネスが楽しげに微笑んでいた。

「あらまあ、随分と情熱的だこと。生真面目な朴念仁も随分と甘くなったものね。男も恋をすると変わるものだわ」

「……恐れ入ります」

　もう、そうとしか答えられない。










　一時間魔力を注入して、一時間休みに入る。そしてひと休みのあと再び注入を開始する。

　昨日の時点で外周の六つの会堂の魔水晶には全回復が為されているから、今日はここにいる全員で中央の魔水晶に魔力を注入していた。

　昨日来た時にはアグネスとマティルダの二人で行っていたが、六人なら当然その分早く溜まる。

　だが、現在も『壁』が作り続けられている以上、魔力は少しずつ使われている。つまり少しずつ減っているわけで、減る分より多く注入しないといつまでたっても満量にはならない。

　それぞれの魔力量によって注入できる量は違うし、ヴィオラが一番多く注入していることは確かだが、人数が増えている分確実に溜まっている。

　今は弱めの『壁』がつくられているので、減る量もそれほど多くはない。こうしてあと一日かけて注入することで、水晶は満量にすることができるはずだ。

　そして、竜が次に来る時までに満量にしなければいけない。もちろんそうでなければ街を護れないわけではないが、また余裕が無いと魔女たちの疲弊が目に見えている。

　次がいつかなんて判らない。だから早急に満量にする必要があった。

　だから、エルヴィーラはいつもぎりぎりまで、騎士たちに魔力補充を頼まないと帰れないほどまでいっぱいに魔力注入をしてきていたのだと、ヴィオラは理解した。

　おそらくは、アグネスたち魔女のために。

　やっぱり師匠は優しい自慢の師匠だ。

　改めてそう思いながら、ヴィオラは作業を続けた。

　少しでもたくさん魔力を注げるように。彼女たちの、ひいてはこの街の人たちのために。










　昼食の時にはラーシュが戻ってきた。

　隣同士で一緒に食事を摂りながら、この一ヶ月の出来事を話した。

　ヴィオラは魔術の研究の話やカーリンと遊びに行ったコトなどを話した。ラーシュは主に演習や竜のコトを、軍規に触れない程度に話した。

　近くで食事を摂っていたアグネスや他の魔女たちともいろいろ話しながらの昼食は和やかだ。

　気分転換にと、食堂から直接出られる中庭に出てみる。今日はとても良い天気で風が気持ち良い。

「こんな日にきみと遊びに出掛けられたら楽しいだろうにな」

　ラーシュが隣で伸びをしながら言った。

「そうですね。また二人で出掛けたいです。早く戻ってきてください、ラーシュ様」

「本当にな。俺はいつになったら帰れるんだろう。まさか竜の活動期が終わるまでか？　あと半月くらいあるぞ」

　うーんと難しいカオで唸っているラーシュを見上げる。

「それって誰が決めるんですか？」

「あー、第六騎士団の団長だな。今年の竜の活性具合の理由が判れば早いんだろうが、判らないから警戒が解けないんだろう。だから、恋人に逢うために出てきたはずの外出でもこの通り帯剣に軽甲冑を着て動く羽目になる」

　やれやれと肩をすくめるラーシュだが、彼は非番でもいつも緊急時の時のために帯剣はしている。

「そうなんですね。重くないですか？」

「完全装備じゃないし、これくらいの重量は疾とうに慣れているから平気だが、せっかく抱きしめてもきみの柔らかさや体温が判らないのは寂しいな」

「なに言ってるんですか、もう」

　気恥ずかしいことを言われたが、朝、隊長室で抱きしめられた時、実はヴィオラも同じコトを考えたなんて言えない。

　そして、そろそろ午後からの仕事を再開しようという折り。

　怖れていたことが起こった。

　カンカンカン！　カンカンカン！　と、突然大きな鐘の音が響いた。

　びっくりして戸惑うヴィオラがどうしたのかと辺りを見回すと、今まで笑っていた魔女たちが急に顔色を変えて一斉に立ち上がった。

　厳しい表情でラーシュが空を仰ぐ。

　同時に騎士が食堂に駆け込んできた。






「竜が来ました!!　ノシュテット様、隊長が御出陣を願うと！」






　その声に慌ててヴィオラも空を振り仰ぐ。

　ついさっき、次に来るときのために魔力を溜めなければと言っていたところだというのに。

「また!?　勘弁してよ！」

「いくらなんでも早すぎるわ！」

「本当に、どうして今年はこんなに何度も現れるの!?」

　口々に文句を言いながら魔女たちが食堂を駆け出していった。

　ヴィオラがラーシュを振り返った。目が合ったその瞬間、太陽の光を大きな影が遮って二人に影を落とした。

　空を仰げば、今までヴィオラが見たことも無い大きなモノが飛んでいた。

「っ!!」

　民家より大きそうな巨躯、体長と同じくらいの長さの被膜ひまくのような大きな翼。爬虫類のような黒光りしている皮膚。この距離からでもはっきり判る大きな角と牙、そして四肢の爪。長い尻尾。

　すべてが未知の巨大な生物。

　竜だ。

　ぞっ、とヴィオラの背筋が凍った。

　あんな。あんなに大きな生き物がいるなんて。

　そんなわけがないのに、一瞬じろりと睨まれた気がする。そんなわけが無いのに、そう思っただけで身が竦んだ。急速に畏れが全身を駆け抜ける。

　怖い。人間としての本能が告げる。怖い。恐ろしい。恐怖しか感じない。

　あんな生物、人間がどうにかできるようなものであるわけが無い。斃すことなんてできるはずかない。

　だが。






「ヴィオラ、行ってくる」






　不意に呼ばれて、ヴィオラがその声の主を見た。

　そこにいたのは、彼女の恋人ラーシュではなく、滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテットだった。
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　行くって。行くってどこに？

　ヴィオラは呆然とラーシュを見遣った。

　滅竜騎士様が、竜を見て、行くって言ったら。

「だめっ！　いやっ、行かないで！」

　気付けば、必死にラーシュの腕をつかんでいた。

「いくら強くたって、あんなのに勝てるわけない！　行かないで、ラーシュ様！」

　気付けば叫んでいた。必死に腕をつかむ。離したら彼が行ってしまう。

「お願い！　行ったらラーシュ様が死んじゃう！　そんなのイヤ!!」

　判っている。頭では判っているのだ。ラーシュが滅竜騎士を名乗る以上、竜と対峙できる唯一の貴重な戦力であることは。でも、嫌だ。あんなのと一人で戦うなんて無茶もいいところだ。冗談じゃない。

「護るから！　私が『壁』をつくるから！　絶対街に被害は出さないから！　だからラーシュ様が行くことなんてない!!　お願い、行かないで！　あなたがそんな危険を冒さないでいい!!」

　必死にしがみつく。

　今まで我儘なんて言えなかった。言いたくなかったし言っちゃいけないと思っていた。

　でも今、そんな遠慮なんて吹っ飛んでいた。

　行かせたくない。行かせない。呆れられても怒られても、それでもラーシュの手を離したくなかった。

　だって死んで欲しくない。あんな得体の知れない巨大生物と戦うなんて無茶、して欲しくない。

　ヴィオラの脳裏に覚えていないはずの両親の遺体が閃いた。ヴィオラを護って事切れた血塗れの母の姿がこんな時に思い出される。あの時の絶望と恐怖をまたラーシュで味わうなんて死んでも嫌だ。

　私、バカだ。ヴィオラは考え無しだった自分に腹が立つ。

　滅竜騎士という称号の意味をちゃんと理解していなかった。

　竜というものがどんなものかも知らないくせに、それを斃した騎士に憧れていた。それがどんなに恐ろしいものかも知らず、がんばってくださいね、なんて安易に応援した。

　彼がナニに一人で立ち向かうのか、全然理解していなかった。

　情けなさにぼろぼろと涙が零れる。

　こんなことでよく滅竜騎士の妻になろうと思ったものだ。穴があったら入りたいほどに恥ずかしい。

「ヴィオラ」

　ラーシュが呼ぶが、ヴィオラはいやいやと首を振って泣く。

「いや、行かないで、ラーシュ様、行っちゃだめ！」

「ヴィオラ」

「いやだったら絶対いや！」

　ラーシュが困っているだろうと思うのに、感情が自分でも制御できない。癇癪を起した子供のように叫ぶ。

「どうしても行くんだったら私も行く！　私が盾になる！　だから一人で行かないで!!」

　その瞬間、ヴィオラは強く抱きしめられた。

　その力強さに驚いて固まった瞬間にくちづけられて、息が止まる。

　唇を軽く甘噛みされてから離されると、呆然とラーシュを見上げた。

　一瞬でも思考が止まったおかげで冷静さが戻ってきた。途端に怒涛のように湧き上がる羞恥と後悔にヴィオラは更に泣きたくなってうつむく。

　まるで幼子のように駄々を捏ねて我儘を言い騒ぎ立てた。自分がいくら泣き喚いたってラーシュが困るだけで彼が出撃するのを止められるわけがないのに。

　ずっと物分かりの良い女だったはずなのに、こんな土壇場でボロが出た。一生懸命彼に相応しくあるよう、オトナの女性に見えるよう、取り繕ってきたのに。

　子供っぽい自分が一気に出てしまった。羞恥にカオが上げられない。

　カオを上げたらラーシュが呆れてヴィオラを幻滅していないだろうかと怖くなる。

　きちんと覚悟を決めて、笑顔とまではいかなくとも泣かずにラーシュを送り出さなくては。それが滅竜騎士の妻になる者の役目のはずなのに。

「ありがとう」

　だが、不意に優しい声で言われて、ヴィオラは困惑した。礼を言われる意味が判らない。

「落ち着いたか？」

　カオを上げれば、声の通り優しく微笑むラーシュがいた。

「……どう、して、お礼……？」

「こんなに必死に引き留められたのは初めてだ。嬉しくてたまらない」

「……うれ、しい……？」

　うなずかれて更に首を傾げる。

「俺は滅竜騎士だ。だから竜の出現に居合わせたら俺が出撃するのは当然だとみんな思っているだろう。それが俺の仕事で、それが存在意義だと思われている。そんな中で、危険だと、行っちゃ嫌だと泣いてくれたのはきみだけだ。俺個人の身の心配をそんなにしてくれる人なんて今までいなかった」

「そんなの当たり前です」

「今までは当たり前じゃなかったんだ。泣かせてしまったのは申し訳ないと思う。でも、そうまで俺を想ってくれるその気持ちが嬉しくて愛しい。だから、ありがとう」

　自分が恥ずかしいと思って反省したことを嬉しいと言われてしまうとどうしたらいいのか判らない。

「……私こそ、ごめんなさい。我儘、困らせましたよね」

「嬉しいと言っただろう。きみは俺を案じてくれただけだ。困ったりなんかしない」

　それから、くすりと笑い声をたてた。

「でも、ヴィオラの初めての全開の我儘は可愛かったな。それを聞くことはできないが、それでもあんなに必死に止めてくれるなんて本当にもう、可愛くてしょうがなかった」

　にっこりと笑うラーシュは、本当にヴィオラの心配を判っているのかと思うほどに嬉しそうで。

「かわっ……、もう！　私は本気で心配して！」

「ああ、判っている。心配させてすまない」

　思わず胸元を叩くとラーシュが笑って受け止める。だが、その細い手首を捕まえると、ラーシュはその笑みを収めた。

「でも、俺が滅竜騎士である以上、きみにはずっと心配をかけなければいけない。それだけは覚悟をしてもらわなければならない」

「……はい」

　不意に真面目に言われて、ヴィオラはうなずく。

「過去の滅竜騎士は、家庭を持った者はあまりいないという。理由は様々だろうが、ずっと家族に心配を掛けることを厭う気持ちもあったのだろうと俺は思う」

　ラーシュはふと師匠を思い出す。あの人も、もしかしたらそんな気持ちがあったのかもしれない。

　それでも一人は寂しいから、次々と恋人をつくるのかもしれない。

　それを共感はできないが、少しだけ気持ちは判る。自分だって二人でいる幸せを知ってしまった。独りが寂しいことを知ってしまった。もう手放したくない。

「でも、俺はきみと添いたいと思った。それはきみに一生そんな心配をかけることになってしまうということだ。だが……もし、もしも、それが嫌だと、きみが耐えられないと思うのなら、」

「別れませんよ、私。そんな理由でなんか絶対にラーシュ様と別れたりしませんから」

　最後まで言わせず、ヴィオラが言った。目を丸くしたラーシュに、ヴィオラは続ける。さっきまでの駄々を捏ねて泣いていたカオはすっかり引っ込んでいた。

「私のところに帰ってきてくださるまで生きた心地がしてなくても、それでもお傍にいます。どんなに怖くたって、どんなに悲しい思いをしたって、ラーシュ様を一番心配する権利は誰にも譲りません。だから、どんな姿になったっていいから、お願いだから生きて帰ってきてください」

　腹を括ったヴィオラの言葉に驚いたラーシュは、ふっとうつむいた。

「……もしきみがそれを放棄したら、もう誰にもその権利は譲られないよ」

　ラーシュが、再びヴィオラを抱きしめる。泣き笑いのような笑みに見えたのは気のせいか。

「好きだよ、ヴィオラ。本当にきみを愛している。きみのところに必ず帰ってくる。例え腕が無くなろうと片足になろうと、絶対に生きて帰ってくる。だから、待っていてくれ。お願いだ」

「……はい」

　がんばって微笑む。漸ようやくヴィオラは落ち着いた。漸く覚悟ができた。

「怪我ならどんなに酷くてもいくらでも私が意地でも治してみせます。でも、いくら私ががんばっても腕や足が無くなってしまったらそれを再生させるのは無理ですから、できるだけ原型を留めて帰ってきてくださいね」

「判った。できるだけ努力しよう」

　言い方がおかしくて苦笑したラーシュだが、ヴィオラが彼の甲冑の胸に両手で触れて目を閉じたのに気付いて真顔になった。甲冑に魔力が送られたのが判る。次いで頬に手を添えて引き寄せられ、耳たぶのお揃いのピアスにくちづけられた。そこにもじんわりと温かみが宿って魔力が付加されたことが判る。

　カオを上げたヴィオラが告げた。

「甲冑に今掛けられる最強レベルの防御魔術を掛けました。あと、以前掛けたピアスの護符をもっと強いものにしました。それと、『盾』の術を一度だけですが使えるようにしました」

「あの競技会の時のやつか。それはありがたいな」

「でも、たった一度です。私がついて行ってラーシュ様の後方支援ができればいいんですけど、そんなわけにはいかないのでせめて。こんなことならもっといろいろ準備しておけばよかった。もし次があったら、その時には絶対もっと防御力を上げるものを用意しますから。ない方がいいに決まってますけど」

「ああ、頼むよ」

　笑みを見せると、お互いが不意に黙り込んだ。お互いを見つめて、そして再びくちづけあう。

　それが終わると、ラーシュが静かに言った。

「では、行ってくる」

「はい、行ってらっしゃいませ。ご武運をお祈りしております」

　もう一度笑みを見せると、ラーシュは踵を返して出て行った。行ってしまった。

　ヴィオラは、ぐっと拳を握り締めると、歯を食いしばって、それから深く息を吐くと駆け出した。

　ラーシュは自分の仕事をするべく出立した。

　ならばヴィオラも為すべきことをしなければ。

　遅くなったが、魔水晶の部屋へ行く。

　既に作業を始めていた魔女たちにひとこと詫びて、ヴィオラも杖をかざして水晶への魔力注入を始めた。

　ラーシュが街を気にすることなく戦えるように、防護の強化をしなければ。『壁』が盤石であれば、その分ラーシュの不安と負担は減る。

　そう信じてヴィオラはより一層注入量を増やした。










　彼の馬を牽いて待っていた隊長は、漸く装備を整えて現れた滅竜騎士に声を掛けた。

「遅いぞ！」

「すみません」

　ラーシュがひとこと詫びると、だがその口元に僅かに笑みがあるのに気付いた隊長が訊いた。

「もしかして、ヴィオラ嬢か？」

「泣かれました」

　嬉しそうにカオが綻んでいるのに呆れて、隊長がからかう。

「嬉しそうにしやがってまあ。そんなにあの子が大事か？」

「当然です。命に代えても守りたい、俺の唯一ですから」

　あっさりとそれを認めたラーシュに苦笑して、隊長が言った。

「それなら、絶対生きて帰って来い。本当に命に代えたって彼女は絶対に喜ばないからな。あの子のためを思うのならナニを犠牲にしてでも絶対帰って来いよ。いいな」

「肝に銘じます」

　力強くうなずいて馬に乗る。すると、下から隊長が言った。

「いつもおまえ一人にすべてを任せてすまないと思っている。本当に、無事に帰って来い」

「それが俺の仕事です。では、行ってきます」

　うなずいてラーシュは馬を走らせた。

　今朝、街に到着した時には薄かった『壁』の光が強くなっている。いつも通り、アグネスたちが強化したのだろう。昨日ヴィオラが魔力を足したことで、おそらく今回分の『壁』の必要量は足りると思われた。あとは、どれだけ短時間で竜を追い払うか、若しくは斃せるかだ。

『壁』を見上げながら、ラーシュは街の門を目指して馬を駆った。
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　単騎で街を出たラーシュは、厳しい表情で空を見上げた。

　悠然と空を飛ぶ竜がその影を落とす。その姿はいっそ優美といっても良かった。

　だが、それが向きを変え、突然街に向かって高速で突っ込んでいったかと思うと、『壁』に体当たりをかました。強化された『壁』は僅かにも薄れることなくその巨躯を受け止めてびくともしない。

　今年に入って何度もドリテアを襲う竜は、すべて同じ個体だった。

　そしてそれは明らかに普通の竜より大きかった。

　二年半前にラーシュが斃した竜よりもひとまわりは大きな個体であることは間違いない。今更その大きさに委縮するラーシュではなかったが、それでも大きいということはそれだけで彼に不利の材料が増えることになる。

　竜は、『壁』を攻撃する時、体当たりを掛けたり、時には火炎を吐いたり、突風を起こして『壁』を壊そうとする。今年現れるようになったこの竜は、現れる度にこうして『壁』を攻撃していた。

　竜は人間に通じる言葉こそ話さないが知能は決して低くない。なにか明確な理由があるとは推測されるが、その原因は未だ不明だった。

　ともあれ、それでも攻撃を甘受する必要はない。

　ラーシュは初動で一閃、剣戟けんげきを撃った。

　風の魔力の載ったその一撃は、鋭く竜の片脚を切り裂く。

　ギャアっという鳴き声と共に竜の眼がこちらを向いた。これで竜の関心はラーシュに向く。

「こっちだ！　来い！」

『壁』にできるだけ被害がいかないよう距離を離したい。竜がぶつかったりすれば、『壁』の魔力はそれを修復するためにそれだけ消耗する。

　前回現れた時は、ラーシュが駆けつけるまでに何度も体当たりをくらっていたために、『壁』の魔力の損耗が激しくてヴィオラを頼ることになったのだ。

　ギャアっと鳴き声を上げて竜が向かってくる。竜にしてみれば小さきモノが歯向かってくるのが邪魔なのだろうが、素通りされるわけにはいかない。

　傷付いた脚でも構わずその爪を立てて襲ってきた。その脚は捕まえられたら重い牛でも持ち上げられるほど力強く、鋭い爪は一撃でその身体を引き裂くことだろう。

　馬を駆ってその爪を避け切ると、そのついでにさっき傷付けた方と違う脚を狙って斬った。魔術付加で切れ味の上がった剣は、硬い鱗のような表皮を傷付け、その体液をまき散らす。更に竜が怒りの咆哮を上げた。

　街の壁から距離を取るために駆けながら、ラーシュは続けて光の矢を十数本、扇状に飛ばした。半分ほどは回避されたが残り半分は身体に刺さる。うち何本かが被膜の翼を突き破って穴をあけた。

　間髪入れずに今度は氷の矢を同じように飛ばす。当たる寸前で竜が口からごうっと水を吐いてすべての氷を溶かされた。

「水竜か」

　低くつぶやく。竜は魔術を使うが、魔術の種類をその名に冠していて、最も多いのが火竜、そして水竜、風竜、雷竜の存在が確認されている。

　その巨躯に比例するわけでもなかろうが魔力量も多く、さすがにエルヴィーラですらもおそらくその量においては負けることだろう。ただ、使う魔術の系統は一つ、あっても二つしか持たないという。

　所持する術の系統によっては多少なりと苦手が存在し、そして逆にあまり効かないこともある。

　この竜が水竜ならば、水や氷に特化した攻撃は効きづらいと判断できた。

　水竜ならば、苦手なのは雷系の術。

　ラーシュは剣に雷を纏わせ、振りかぶる。

　向かってきた竜に向かって振り抜いた。

「おおおおっ!!」

　気合と共に雷が光となって竜を襲う。素早く回避した竜は、だが左脚と翼までは避け切れずにずっぱりと斬られた。翼の先端から二割ほどと、脚の三本爪のうち二本が雷の威力で消し飛ばされた。






　ギャアアアア!!






　怒りか痛みか、竜が大きく吠えた。

　竜はラーシュを先に排除すべき敵と認識したらしい。

　ラーシュを捕まえるつもりか、残り一本の爪と右脚の爪で再び襲い掛かってくる。

　バカでかい体格にモノを言わせて力ずくで捕まえようとしているようだ。並の騎士なら初めの一撃を受けきれずにあっさりとその爪に引き裂かれているだろうが、異形の姿と引き換えに身に宿る驚異的な筋力がそれを阻む。

　竜に力で対抗する滅竜騎士は、その攻撃を必死に剣で捌きながら斬る機会を伺うが、爪に捕まらないようにするので精一杯だ。

　ガキン！　と剣を捕まえられ、持って行かれそうになった瞬間に、腹に向かって光の矢を喰らわせる。

　近距離の攻撃魔術は躱かわされることもなくすべてが腹に突き刺さった。

　咆哮と共に剣から爪が離され、竜が上空に退避する。

　そこをすかさず追撃とばかりにラーシュが剣を下から斬り上げた。風と雷をまとった剣戟は竜に追いつき、傷付いた腹に更に傷を負わせる。ばたばたっと体液が降ってきたが、致命傷にはまだ遠い。

　このまま山に飛び去ってくれれば良し。だが、さすがにそんなに甘くはなかった。

　上空に舞い上がった竜は、ラーシュに向かってその大きな口を開く。

　考えなかった。反射的に馬を駆った。その瞬間、今いた場所に強烈な魔力をまとった吹雪のような冷気の塊が降ってくる。

　ドラゴンブレスと呼ばれる魔力を孕んだ呼気を吐く攻撃だ。

　直撃したら、即死。

　避け切ったと思ったが馬の尻尾に僅かな冷気がかすっただけで瞬時に凍る。驚いた馬が暴れて、ラーシュは馬から飛び降りた。直感だけで即座にその場から身を翻すと再びそこにブレスが降ってくる。

　馬が逃げるのを目の端で確認しながら更に走り出すと、降ってきた吹雪が避け切れず、かすった左腕を覆う鎧の一部、小手の部分が瞬時に凍った。

　焼けつくような痛みが走る。腕が無くなったかと思うほどの衝撃。

　だが、目を走らせれば、痛みはあるものの腕は無事に存在した。

　その代わりに攻撃が当たった小手が銀色に強く輝いたかと思うと、見る間にそれが黒く炭化して崩れ落ちた。

　何故無事だったのかと思った途端、思い出す。

「ヴィオラの防御魔術か！」

　出掛けに掛けてくれた最強レベルだという防御魔術が、ドラゴンブレスから恋人を護ったのだ。

　もう一度同じ場所を護ることはできないが、即座に腕が消滅しても不思議ではなかったことを考えれば奇跡と言える強力な防御力だと言えた。

　湧き上がる感謝を噛みしめる余裕もなく、更に己の脚で必死に逃げながら、ラーシュは五度目のブレスを避けたタイミングで、振り返ってその口の中に向かって光の槍を投げつけた。光の矢の強化版だ。何本もの槍が竜目掛けて飛んで行く。

　その槍に向かって更にブレスが吐かれて、槍は一瞬にして消え去った。だが、ブレスが止まった瞬間、その顔や口の中に槍が命中する。

　前の槍を投げて即座に移動したラーシュが僅かな間を置いてもう一度同じものを投げたのだ。

　再びの咆哮が耳障りに乱れた。

　刺さった槍は爆裂四散し、竜の丈夫な皮膚をも破壊した。顔中が血塗れになり、右目が潰れたのか閉じている。

　一時的に過ぎないかもしれないが、しばらくブレスは来ないと思われた。

　この機を逃せない。

　ラーシュが再び剣に炎と雷を纏わせる。更に剣に魔力を満たせばその刀身が光を帯びて倍の長さに伸びた。

　一気に自身の魔力が減っていくのが判る。

「おおおおお!!」

　魔力を込めて、構えた剣を一気に振り下ろした。炎と雷を帯びた光が一直線に竜に向かって飛んで行く。

　ヒトが生み出すには強力すぎるほどの魔力を帯びた光が空中で暴れる竜の身体に直撃した。






　ギャアアアア!!






　右の翼が根元からぶった切られ、バランスと推力を失った竜が螺旋を描きながら、斬られた翼と共に体液をまき散らしながら、落ちてくる。

　地面に激突した竜の身体がもうもうと土煙を上げて辺りの視界を遮った。

　途端。

　ラーシュは横合いから強烈な衝撃を喰らって吹っ飛んだ。

　衝撃の強さに一瞬意識が遠のく。咄嗟に受け身を取ることもできず、その勢いを殺せずごろごろと身体が地面を転がる。

　ナニが起きたのかが判らず必死に目を開けると、ラーシュがいたであろう場所に転がった竜の、長い尾がのたくっていた。尾で身体を引っ叩かれたのだ。

　身体中がギシギシ言っているのではないかというほど痛む。

　表面的な傷が見当たらないのはヴィオラの防御魔術の効果か。目の端で甲冑が光り、それが消えるとべこべこに歪んだのでその衝撃を肩代わりしてくれたようだ。

　それでも吹っ飛ばされた打撃による内臓の負荷まではさすがに防御できないのだろう。内臓がひっくり返ったかと思うほど、胃の中身と共に血でもぶちまけるのではないかというほどに吐き気がする。

　決して油断したつもりはなかった。だが、不意打ちで喰らった竜の強烈な一撃は、いくら強かろうとひとりの人間に過ぎないラーシュには重すぎる。

　すぐに立てない。腕も足も動かない。それは、この現状では死を予感させた。

　だが一方で、竜も死の縁にいると言って良かった。

　翼を片方根元から斬られ、もう片方も二割ほどが無く、穴をあけられてぼろぼろになっている。これではほぼ間違いなくもう飛べまい。脚も傷付けられ、片足には爪も無い。顔面も血塗れだ。

　だが、竜はこのままで終わらせる気はまだないらしい。

　苦し気な悲鳴のような咆哮を上げながらのたうつ。

　そして、その眼が己を斬った小さき敵を見つけた。






　――――ユルサナイ。






　怒りに燃え、血に塗れて真っ赤になったその眼が、なんと言っているのか、何故かラーシュには判った気がした。

　動けない彼を睨みつけた竜が、その大きな口をがぱりと開けた。

　自らを殺そうとした人間をこのまま放置する気はないとばかりに最後の一撃を見舞おうとしている。

　それをラーシュは地に転がったまま察した。

　間違いなくドラゴンブレスが来る。

　だが、もう避けるだけの力が無い。身体が動かない。

　脳裏に愛する恋人の泣き顔がよぎった。

　死なないでと、行かないでと泣いてくれた、最初で最後の恋人。

　このまま終われない。ヴィオラを泣かせたまま死ねない。このまま死んだらヴィオラの涙が止まらない。

　竜の開いた咥内が光った。

　その瞬間、ラーシュは叫んだ。






「『盾』!!」






　放たれたドラゴンブレスより一瞬早く、ラーシュの前に、金色に輝く大盾が現れる。

　瞬時に構築された巨大な盾は、ギリギリで竜の放ったブレスを受け止め、金属音にも似た甲高い音を立てて受け止めた。残り僅かな魔力をほとんど使い尽くす勢いでその盾に更に強化魔術を加えれば、その衝撃で吹雪は魔力を帯びた光を弾けさせながら爆ぜて消えた。

　受け止め切ったのだ。
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　安堵と共に、それでも自らに次の手がないことも承知している。動けないラーシュに次の一撃が来たら、避ける手立ては本当にもう無い。

　その時、耳たぶが熱くなった。ピアスが熱を持っていることに気付く。熱い、と思った途端にそこから広がるように全身が温かくなった。

　どうしたと思う間もなく不意に身体の痛みが軽くなった。

　それで気付く。『治癒』だ。ヴィオラは護符と称して治癒魔術をピアスに仕込んでいたらしい。

　さすがに完治まではいかないものの、動けるようになっただけでも充分だ。ラーシュは素早く立ち上がった。立ち上がれたことに安堵する。

　出陣する前に施してくれた恋人の魔術すべてが、この瞬間のラーシュを生かしてくれていると言って良かった。

　生きて帰れたらすべてヴィオラのおかげだ、と思ったら、戦闘に入って初めてラーシュの口元に笑みが刷はかれた。これで、ヴィオラの想いに応えられなかったら彼女の前に立つ資格はない。いや、その前に生きて帰れない。そんなのはイヤ過ぎる。

　立ち上がったラーシュは竜に向かって走り出した。この程度の痛みなら無視できる。

　共に吹っ飛ばされた剣を拾い、距離を詰めてきたラーシュに向かって竜が再び口を開けた。まだドラゴンブレスが使えるのか。

　だが、ラーシュはある程度距離を取って止まった。そして、地面に剣を突き刺すと、開いた両手を竜に向かって突き出した。口の中で術式を唱える。残り少ない魔力がほぼ尽きた。






「『スナッチ』!!」






　途端に、竜の口の中に一瞬光ったはずの光が急速に失われる。そして、代わりに竜から謎の光が吸い出され、それはラーシュに吸い込まれていった。

　一気にラーシュの魔力が全回復、いや、それ以上に跳ね上がった。






『スナッチ』、その意味は強奪。

　師匠ブルーノから結婚祝いに教えられた『禁呪』だった。






　それは、問答無用で相手から魔力を奪い取る術式。僅かな使用魔力の割にこの術に抵抗は効かないという。それは人間の魔術師のみならず、竜にも効果があった。

　唯一の弱点は、ある一定以上の距離まで近付かないと使用できないこと。

　何度もドラゴンブレスを吐いた竜にあとどれくらい魔力が残っているのかは判らないが、ラーシュの魔力が一時的に彼の最大値の倍まで膨れ上がった。

　のたうつ竜の顔面に再び光の槍をぶち込んだ。近距離からの攻撃は避けられることなく突き刺さる。

　怒り暴れる竜が明後日の方向にごうっと水気を帯びた光を吐くが当たるはずもない。

　ラーシュが再び剣に炎と雷をまとわせる。魔力を満たした刀身が光を帯びて再び倍の長さに伸びた。






「うおおおおおっ!!」






　雄叫びを上げて竜の首に向かって振り下ろす。

　刀身が硬い皮膚を通り越し、肉に食い込んだ。炎が肉を焼き、雷が走る。

　太い首は切断まではされないまでも半分以上をぶった切られ、竜が断末魔の咆哮を上げた。

　最後の抵抗とばかりに振り回され向かってきた尾を今度はそのまま剣で受ける。力任せにその勢いに耐えた剣は、尾を身体から切り離してその切り口を焼いた。

　首を半分斬られてもまだなお口内が光る。まだドラゴンブレスを吐けるのか。

　再び距離を取って、ラーシュが『スナッチ』を使う。魔力を吸われて不発を起こしたのかドラゴンブレスが出ない代わりに水を吐いた。

　魔物の色を濃く残す竜は、その魔力を使い切ることでも死ぬと言われている。

　今、この竜の命が潰えようとしているのは、攻撃の致命傷のせいか、それとも魔力の枯渇か。

　それとも、その両方によるものか。

　紅く燃える瞳から徐々に光が失われていき、そして力が失われていった。

　ずっともがくように羽ばたいていた翼が力を失ってぱたりと止まる。

　鼓動するように僅かに動いていた胸が、やがて止まった。






　竜は、斃れた。






　そして。ラーシュもその場で仰向けにぶっ倒れた。

　安堵で力が抜けた。しばらく起きたくない。

　久しぶりの命のやり取りは、ラーシュの騎士としての矜持と緊張感を思い出させた。

　腕が鈍ったとは思っていなかったが、ここのところ、いささか緊張感が無かったコトは確かだ。

　それをヴィオラのせいにする気は無い。

　いや、それを言うなら、今、彼が生きているのはヴィオラの心遣いがあったからこそだ。

　目を開けると、さっき食堂の庭からヴィオラと見上げた青い空が広がっていた。






「……ああ……、空が青いなー……」






　その青い空を、ヴィオラとまた見上げたいと思った。

　笑顔の彼女と共に、ずっと、これからも。
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　急速に容量を増やしていく魔水晶に更に魔力を注入する。

　滅竜騎士が出撃した以上、『壁』への攻撃はないと思われたが、それでも強化を止めるわけにはいかない。

　魔女たちは集中を切らすことなく一心に魔力注入に努めた。

　ヴィオラも必死に注入を続ける。水晶が満量になるのとラーシュが帰ってくるのとどっちが早いだろう。

　それでも六人での注入はやはり早い。

　やがて八割を超すほどに増えてきた頃。

　その僅かの余裕が、ふとヴィオラに違和感を気付かせた。それは極々僅かな、本当に微かな歪み。

　それはまるで、どこかから魔力が漏れているような。

　気のせいかとも思ったが、妙に気になる。

　それを次の休憩でアグネスに言ってみよう、そう思った時。

　駆けこんできた騎士の声に、魔女たちの集中が切れた。






「報告！　ノシュテット様が竜を撃滅!!　竜を斃しました！　ばんざい！」






　わっと歓声が上がる。

　思わず振り向いたヴィオラが訊いた。

「ノシュテット様はご無事ですか!?　お怪我は!?」

　その声に、騎士が笑顔で応える。

「ご無事です！　大きな怪我はないご様子です。良かったですね、ノルドルンド様」

　無事、のひとことに、ヴィオラが大きく息を吐く。思わず目が潤みだしたが本人に直接逢うまではと我慢する。

　そんなヴィオラを気遣って、アグネスが両肩にぽんと手を置いた。振り向くと笑んでくれていた。

「ヴィオラさん、ラーシュ様の元へ行ってらっしゃい。戻ってきているんでしよう？」

　だが、騎士はうなずかなかった。

「あ、いえ、それが、まだなんです。現在、隊の騎士で竜の死骸の解体作業を始めているんですが、そのままそちらにも参加しているらしくて」

「は？」

　ヴィオラとアグネスはカオを見合わせた。アグネスが溜息を吐く。

「呆れた。大丈夫でも疲れているはずでしょう。他の騎士に任せて帰ってきたって文句なんて出ないでしょうに」

「それどころか、みんな大喜びでお祭り騒ぎですよ」

　笑った騎士は、ヴィオラに訊いた。

「ノルドルンド様、よろしければ、現場にお連れしますが。ご自分でノシュテット様の無事を確認したいのではないですか？」

　もちろん行きたい。全部放り出して即座に行きたかった。だがヴィオラは首を振った。

「いいえ。ご無事ならいいんです。お仕事を終わらせてから帰還をお待ちします」

「え、でも」

「ラーシュ様はご自分の仕事を全うされました。なら私もそうしないと」

　驚いたアグネスは、しかしすぐにうなずいた。

「判ったわ。では早く終わらせましょう。竜が斃されたのならば『壁』も薄くして良いはず。こちらが終わる頃には彼らも戻ってきていることでしょう。いいわね、みんな」

「はいっ！」

　元気よく返事をした他の魔女たちが水晶に向き直って注入を再開する。

　ヴィオラも仕事を再開した。

　さっきまでの内心の不安が解消された今、集中して仕事を進めることができる。

　自身の魔力量もだいぶ減ったが、更に注入量を増やす。

　早く終わらせたかった。それでも手を抜くことだけはしない。

　それは、ラーシュにも失礼だと思ったから。

　休憩を挟むことなくそのまま注入を続け、結局水晶はそれから一時間半ほどで満量になった。

　ヴィオラの仕事も完遂された。

　ほんの少しの魔力の余力を残して、倒れることなくヴィオラは仕事をやり遂げたのだった。

　魔力注入が終わってもまだ騎士たちは帰らず、ヴィオラは魔力の足しにと供された菓子や飲み物にもほとんど手をつけないで、じっとラーシュの帰りを待った。

　しばらくして、日が傾きだした頃、漸く外が騒がしくなってきた。その喧騒にヴィオラが腰を浮かすと、さっき報告に来てくれた騎士が再び現れた。

「ノルドルンド様、ノシュテット様が戻られましたよ！」

　わざわざ呼びに来てくれたらしい。

　ヴィオラは席を立ち、それでもアグネスたちに一礼をしてから急いで駆け出した。

　解体作業に参加してきたのだろう土やら泥やらにまみれた騎士と何人もすれ違いながら、求めている人を探す。そして、見つけた。

　馬場の近くに帰ってきた騎士隊の荷車やら馬車やらが何台も雑然と置かれ、そこから竜のモノだろう皮やら角やら骨やらを運び出している騎士たちがいる。その手前でそれを見ながら隊長と話をしているその人の姿を見て、ヴィオラは思わず足を竦すくませた。ひと目見て血の気が引いた。

　ひとことで言えば、ラーシュはズタボロだった。

　身に着けた甲冑は全身べこべこで原型を留めていない。腕を護るはずの小手などは片方無くなって素手がむき出しになっている。全身が砂と泥と血塗れで、さて、その渇いて赤黒くなっている血は竜のモノか彼のモノなのか判別などつかない。表面的な傷は見当たらないようだが、ぱっと見にはよく立っていると言いたくなるほどの凄まじさだ。

　と、騎士の誰かがラーシュに声を掛けた。どうやらヴィオラが来たことを教えてくれたらしくこっちを指さしている。ラーシュの視線がこちらを向いた。すぐにヴィオラの姿を見つけたらしい。そのカオがぱっと明るくなった。

「ヴィオラ！」

　笑ってくれた。途端、ヴィオラは走り出した。騎士たちが気を利かせて立ち止まってくれて、できた道を一直線に駆け抜けたヴィオラは両手を広げたラーシュの胸に飛び込んだ。

「……ラーシュ様！」

　途端に周りの騎士たちが一斉に歓声を上げ、口笛を吹き鳴らして囃し立てる。

　構わずラーシュはヴィオラを抱きしめてから、はっとして両肩を掴んで彼女の身体を離した。

「すまない、こんな凄まじい格好できみを抱きしめたら汚してしまうな」

「そんなの構いません！　そんなことより、ご無事で良かった……！」

　勝手に涙が溢れる。それをくすぐったそうに笑いながら、ラーシュが言った。

「ただいま、ヴィオラ」

「おかえりなさい、ラーシュ様。あの、お怪我は？　どこかお怪我はしてないですか？　どこか痛いとこないですか!?」

　抱きついておいて、はっとして訊くと、ラーシュはうなずいた。

「ああ、大丈夫だ」

「あの、私の魔術、効きませんでしたか？『盾』、使いました？　それに連動させて『治癒』も発動したはずですけど、効きませんでした!?　ああもう、もっと精度を上げるようもっと練習していれば！」

「いや、効いたとも。どれもとても有効だった。きみに行きがけに掛けてもらった魔術が無かったら、俺はきっと二回は死んでいた。比喩じゃなく事実として、俺が生きてここに立っているのはきみのおかげだよ」

　では、効いてこの姿だというのか。

　一体どれだけの死闘だったのだろうと思ったら、更に涙が零れる。

「あの、ラーシュ様、ちょっと失礼します」

　しゃくりあげながら、ヴィオラがラーシュの身体に微量の魔力を流した。

　おそらく表面的な細かい傷や怪我はヴィオラの仕込んだ『治癒』で治ったのだろう。だが、それで治り切らなかった内側のものが絶対ある、と踏んだのだ。

　競技会での治療の時のように、それで異常のある箇所を確認する。そして、やっぱり何ヶ所も内臓や筋肉などの損傷を見つけた。

「ほら！　やっぱり無事じゃないじゃないですか！　まだ結構痛いはずですよね、これだけの傷！」

「あ、いや、別に我慢できないほどでは、って、あ、おい、ヴィオラ？　待て、きみだってもう魔力が残って無いだろう？」

「ラーシュ様を治すくらいの魔力は残ってます！　あなたの怪我は私が完治させるって約束しました！」

「言ったが、いや待て、今じゃなくても」

「こんなに頑張ったラーシュ様が、これ以上痛い思いなんかしなくていいんです！」

　ラーシュの止める声も聞かず、ヴィオラが『治癒』を発動させた。

　途端に、ラーシュの身の内のあらゆる痛みが消えていくのを感じる。転がされた時痛めた足の筋や、吹っ飛ばされて掻きまわされ傷付いた内臓まで、不具合が治っていくのを実感した。

　やはり、魔女の直接の治療の効き目は素晴らしい。

「ヴィオラ、ありがとう。もうすっかり治ったよ。……って、ヴィオラ！」

　術の発動が止まった途端、ヴィオラの身体が、かくん、と膝から崩れ落ちた。慌てて抱きとめると、ヴィオラが気の抜けたようなカオで笑った。

「……足りて、良かったぁ。……もう、まりょく、げんかい……」

　へらり、と力のない笑みを残して、ヴィオラがその場で、……寝た。

　ラーシュにはヴィオラのこの姿に見覚えがあった。魔力切れだ。

「魔力が枯渇したのか。すごいな、この子。さすがエルヴィーラ殿の弟子だ」

　ちょっと離れて見守っていた隊長がおもしろそうに言う。

　普通の魔女は、魔力切れを起こすまで使い切ったりしない。何故なら、その時の魔女はまったくの無防備になるからだ。

　深く眠り込んだ魔女は、一定時間眠って僅かでも回復しないとナニをされようが目を覚まさない。それこそ、凌辱されようが殺されようが気付かない。だからこそ、魔女はそうならないように自分の魔力量をきちんと把握した上で昏倒しないようにするのだ。

　今まで隊長が知っている魔女の中でも、仕事を優先してそれを躊躇わずにするのはたった一人、彼女の師匠だけだった。

　そしてヴィオラは、目の前にラーシュがいるからこそ、躊躇わずに最後の魔力を彼のために使った。

　その意味は。

「信頼されてるな、つか、愛されてるな、滅竜騎士殿？」

「当然です。婚約者ですから」

　からかい交じりに言った隊長の言葉にしれっと返して、それでも大切そうにお姫様抱っこでヴィオラを抱き上げたラーシュは、眠ってしまった恋人の額に軽くくちづけた。

　おお、というカオの隊長を振り返って、ラーシュはにやりと笑った。






「隊長、さすがに疲れたんで、俺とヴィオラはしばらく休ませてもらいます。明日から丸二日くらい」






　当然、意図するところは判ったのだろう。

　隊長がミョーに生温かい半笑いで追い払うように手を振った。

「…………好きにしやがれ。団本部への報告と事務手続きの方はこっちでテキトーにやっとく。あんま嬢ちゃんに無理させんなよ。あと、おまえもちゃんと休め」

「鋭意努力します。では」

　余裕の笑みを残してラーシュは歩き去った。

　隊長は呆れたような、でも安堵を多大に含んだまなざしでその後ろ姿を見送った。

　ずっと、心配していた。

　他の普通の騎士に比べて強すぎる、特殊過ぎる能力を持つ彼が、だからこそ心配だった。

　人一倍強い責任感と騎士としての矜持、領主の息子としての義務感もあっただろう。

　それ故に、彼は孤独だった。

　その容姿故に疎外感も感じただろう。領主とその家族はある意味そういった存在に慣れていたから粗略に扱われたりはしなかったようだが、それでも他人から容赦無く浴びせられる奇異の眼は慣れるまでに相当時間を要したことだろう。

　なまじ強くて丈夫であるが故に自分を雑に扱い、そして他人も彼の心配などしなかった。注意をしても大丈夫のひとことで片付けられ、実際そうであったが故に歯痒かった。

　心を許し合う、大切に思える、そして彼を大切にしてくれる誰かに出会ってくれればと願っていた。

　心配してもらうことで、その人に心配を掛けないようにと自分を大切にすることを覚えて欲しかった。

　どこかで、なにかに、誰かに、彼が癒される時が、来てくれればと願っていた。

　この地にいる間にはそんな相手には巡り合えなかった彼だが、王都に発つ時、今度こそそんな誰かに出会えることを願った。

　そして、今、彼はそんな人にやっと出会えた。

「それが、よりによってあんたの弟子とはな、エルヴィーラ殿」

　このドリテアで隊長に就任して十年、ずっと呑み相手を務めてきた魔女と、今こそ祝杯を上げたい。

　楽しげにつぶやいてから、隊長はゆっくりと執務室に向かって歩き始めた。










　ヴィオラの部屋に辿り着いたラーシュは、まずはそっとヴィオラをベッドに寝かせた。

　以前の、二人が付き合うきっかけになった彼女の昏倒騒ぎの時を思い出す。

　あの時はいろいろと心配過ぎてヴィオラが起きるまで全然気が休まらなかったが、今回はだいぶ気分が違う。もちろんヴィオラが倒れてしまったコトを良しとしているわけではないが、以前のように彼女が危険を冒してぎりぎりの無茶をした結果ではない分、まだマシと言えた。

　そこまで思ってから、ふと彼女の目の端に残っていた涙に気付いて指で拭いてやる。

「……また、泣かせてしまったな」

　つぶやく口元には、だが笑みがあった。

　そんなことを言ったらまた怒るかもしれないが、やっぱり嬉しかった。

　あれだけ真っ直ぐに心配と、そして喜びを表してくれるヴィオラが可愛くて愛しくてならない。

　ラーシュのために泣いて怒って、自分が力尽きると判っているのに治癒魔術を施して、笑顔で倒れる子なんて、他に知らない。

　彼女が少し無理して大人っぽく振舞おうとしていたことは知っていた。

　そのままでいいのにと思ってはいたが、彼女の努力を無碍にするのもと思って黙っていた。

　でも、皮肉にもこんな事件があったことで、ヴィオラが素を出してくれたことが嬉しかった。

　我儘を言ったとしょげていたが、我儘とは元々は自己の利益を優先するための身勝手な思いだ。

　彼女の言葉のどこが身勝手な思いだっただろう。ただひたすらに恋人の身を案じ、命を護りたいだけだったというのに。

　眠る恋人の頬を右手で触れる。それから、ふと気付いて手を離した。

　自分が相当汚い格好をしているコトを思い出した。このまま触っていたら、ヴィオラを汚してしまうかもしれない。一応手くらいは洗ったのだが逆に言えばそれだけだ。

　やっとヴィオラから離れて、甲冑や装備を外す。留め金がひしゃげたところもあって外すのに苦労しながら床に置いてみて、そのべこべこ具合に苦笑いする。いや、コレはヴィオラが青褪めるわけだ。

　ボロボロの服も脱いでしまうと、下履き一丁で風呂場へ向かった。

　全身を洗うが、汗と土埃と血でがびがびの髪の毛が一度洗ったくらいでは綺麗にならない。顔も洗った石鹸の泡が黒い。どんだけ汚れたのか、と苦笑すると同時に、こんな汚れた格好でヴィオラを抱きしめたコトをちょっと反省した。

　時間を掛けてしっかり洗って漸く隅々まで綺麗になったラーシュは、着替えが無いのでそのままの素っ裸でベッドで眠るヴィオラの隣に潜り込んだ。

　そうしておいて、彼女の服が皺になるなと気付いて制服だけ脱がせる。下着姿になった恋人を前に、下着も脱がせてしまいたい衝動を我慢しながら抱きかかえた。

　さすがに疲れた。疲労は治癒と共に回復したはずだが、なんとなく疲れを感じる。

　だから、今のところはヴィオラと一緒に眠ってしまおう。

　ずっと、一ヶ月以上も前からずっと、焦がれて求めてきた恋人の柔らかい身体を抱く。

　今のところは眠って、起きたらその時は。

　言い知れない安堵と喜びをじんわりと噛みしめながら、ラーシュは目を閉じた。
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　目を覚ますと、暗かった。

　現状が判らなくて、んん？　と内心で首を傾げつつ、身動きをしようとしても動けないことに気付く。

　なんでだろうと思ってから、ふと自分がやたら温かいモノに包まれているのに気付いた。

　薄暗い中にヒトの身体が見えて、それがラーシュだと判ると、ヴィオラは声を上げそうになって必死に堪えた。彼はまだ眠っているようだ。

　どうしたんだっけ、なんでこんなことに、と慌ててから、やっと自分がラーシュに残りの魔力すべてを使って治癒魔術を施し、その場でぶっ倒れたコトを思い出す。

　おそらくあの後、ラーシュに部屋まで運ばれて、ついでに疲れたラーシュが自分を抱き枕にして眠ってしまったのだろうと見当をつけた。

　しっかり抱き込まれているからあまり周りは見えないが、おそらく昨夜も使った部屋とベッドだろうと思われた。夕べは一人で眠るのが少し寂しいと感じるほどに広めのベッドだったが、今、ラーシュと二人で横になる分にはちょうどいい。

　そして、抱き込まれているその肌の温かさが少し恥ずかしいけど嬉しい。

　もう一ヶ月以上も前に抱かれたきりで、今日までその身体に包まれていなかった。たかが一ヶ月、されど一ヶ月。それ以前にだって三日と置かずに抱かれていたなんてほどしょっちゅうでもなかったが、それでもやはり逢いたい時に逢えない寂しさは言い知れないものがあった。

　その想いは朝、ラーシュとも共通する想いだと知ってとても嬉しかったのだ。そして、そう思ったら途端に思い出す。

『今晩は覚悟しろよ？』

　耳元で艶っぽくささやかれた台詞を思い出して、ついカオが火照る。それは、つまり、彼が起きたらその後に待っているのは。

「……ん……んん……」

　唐突に、ラーシュが呻いて、ヴィオラはびくんと跳ねた。途端にその振動のせいか、ラーシュが目を開けた。

「……ああ、起きてたのか。おはよう、ヴィオラ」

　寝起きの気怠さか、柔らかい笑みを浮かべたラーシュがヴィオラの額にくちづけた。気恥ずかしさに頬が染まったヴィオラが恥ずかしげにうなずく。

「おはようございます、ラーシュ様」

「少しは回復したか？」

「ええと、目が覚めただけで、動くのはまだ無理かと。……あの、一度腕を離してくださいませんか？」

「いやだ、このままがいい」

　[image: 〓]。ヴィオラの目が丸くなる。

　てっきり、ああ、すまない、とか詫びながら外してくれるものと思っていたのに。

　だがラーシュはむしろヴィオラを逃がさないとでも言うようにしっかり抱き直した。

「やっと俺の手元に恋人が戻ってきたのに、手放したくなんかない。このままがいい。それとも、きみは俺の腕の中はイヤか？」

「そんなわけないです。でも、その、喉が渇いて」

「ああ、そういうことか。すまない。仕方が無いな、一度起きよう」

　言いながら、とても名残惜しそうに腕を外すとラーシュが起き上がった。サイドテーブルに置かれた灯りをつけてからその隣にあった水差しに手を伸ばした時、下半身を隠していた上掛けがずれて、その下のモノが丸見えになった。思わずヴィオラが声を上げて目を閉じる。

　なんとすれば、ラーシュは素っ裸だ。つまり、下半身のアレが見えてしまったわけで。全然気にしていなかったラーシュが笑う。

「何を今更。もう何度も見ているだろう」

「みっ、見ていても、慣れるものじゃないですっ」

「まあ、確かにきみの裸も何度見てもどきどきするけどな」

　ラーシュが笑いながら、コップに満たした水を口に含む。そしてヴィオラに上からかぶさって口移しで水を飲ませた。必死に飲み下すとヴィオラが文句を言う。

「……普通にコップでくだされば……っ」

「この方が楽しいだろう？」

「たのっ、いえ、あの……っ。……もう、初めての夜の時は、ちゃんとコップで飲ませてくれたのに」

「ああ、あの時はまだきみとこんなふうになるつもりじゃなかったからな。さすがに騎士が女性にこんな不埒なコトをするワケにはいかないだろう？」

「今は騎士じゃないんですか？」

「今は、きみの恋人で婚約者で、きみを抱きたいただの男だよ」

　言いながら、再び二人の間の距離をゼロにする。甘いくちづけは、すぐに艶やかな大人のキスに変わる。それは、今まで我慢していた二人の距離をようやくくっつけるものだった。

　髪を指に絡ませながら、頬を探りながら、ラーシュがヴィオラのカオを撫でる。その後を追うように唇がヴィオラの上を這う。

　それが首筋を伝い、鎖骨を過ぎた辺りで、やっとヴィオラは自分が脱がされていることに気付いた。

「……ラーシュさま……っ、いつのまに、ふく……んっ」

「ああ、ここに連れてきて寝かせた時にな。窮屈そうだったし、皺になっても困るだろう。それに、」

　胸の谷間に唇を落として、ふ、と笑う。

「きみを抱いて寝るのに邪魔だったから。下着まで脱がそうか迷ったが、さすがに怒るかと思ってやめた」

「……さすがに、それは恥ずかしい、あんっ」

　寝乱れて下着からずれてはみ出ていた胸の先端をぱくっと咥えられて、ヴィオラの声が弾んだ。漸く望んだ好きなものを口にできたというように、ちゅうっとそれを吸い上げ舐るように舌で捏ねあげながら、ラーシュが訊いた。

「これからきみを抱くのを許してくれるな？」

「……もう、始めてるじゃないですか……んっ、やっ！」

「一応、言質は取っておこうと思って」

　にっ、と笑う。

「もっとも、ダメだと言われてももう止まる気は無いが。こんなきみを前にしたら、我慢の限界だ」

　その熱にうかされたような笑みは、やたらに男の色気と艶気を感じさせて、ずくんとヴィオラのあらぬところが疼いた。

　抱かれたい。挿れて欲しい。ソコがそう言っているようで。

「我慢なんてしなくていい。……わたしも、あなたが欲しい」

　カオを上げたラーシュと目が合う。見つめ合って、そしてラーシュが身を乗り出して軽くくちづけた。

「言質は取った。もう止めないからな」

　言うと同時に、早々にその大きな手がヴィオラの身体を這いまわる。

　離れていた間の身体の無事を確かめるように、ゆっくりと、しかしくまなく触れていく。時折びくりと弾むとそこを更にゆるゆると動き、ヴィオラが甘い声を上げるのを楽しみながら彼女の感度を上げていく。

　邪魔な下着を脱がせながら、その時間すらも惜しいというように唇でその肌に触れ、時折吸い上げて赤い花を散らした。

　下着の下から姿を現したその白い胸の先端が、ラーシュを誘うようにふるりと震える。その誘いを断る理由など一切ない。ぱくりと咥え、吸い、舐めまわす。

　恥ずかしげに甘い声を上げるヴィオラに薄く笑みを浮かべながら、ラーシュは久しぶりの恋人の身体を好きなだけ触れられる歓びを噛みしめる。

「……ああ、ヴィオラだ。俺のヴィオラだ」

「……んっ、は、い、あっ、ラーシュさま、やんっ、すき、あ、そこ！　ああっ！」

「ココが好き？　俺が好き？」

　するりと足の間に指が滑り込み、そのいやらしい水を湛えた泉に指が入り込む。

　ぐちりと掻きまわされた水音とその感触にヴィオラが跳ねた。

「ああっ！　ラーシュさまが、すき、やあっ！　や、ソコもすき…っんんっ」

「可愛い。もっと欲しい？」

「あっ、あっあっあっ、はぁん！　やあっ！　ほし、もっと、ほしい……っああ！」

　望みを口にした途端、ラーシュの指がもう一本追加されてナカで掻きまわされ、たまらず悲鳴が上がった。

　長い指はヴィオラのナカを容赦なく蹂躙する。掻きまわし、擦り、出し入れをすると、久しぶりの快感がヴィオラの理性と羞恥を凌駕する。

「気持ちイイか？　いいって言って？」

「いいっ、キモチいいぃっ！　ああ、らーしゅさまっ、きもちいぃ！」

「あああ、可愛い。もっと言って。もっと望んで。もっと欲しがってくれ」

　よがるヴィオラにくちづけながら、ナカを掻きまわして肉芽をいじりながら、ラーシュは願う。

　もっと欲しがって欲しい。もっと溺れて欲しい。もっと自分を求めて欲しい。

　もうすっかり勃ち上がりきっている自身が早く彼女のナカに収まりたいと疼いてたまらない。

　もっと彼女に触って甘やかしてよがらせてイかせてから入り込みたいと思うのに、その一方でこの一ヶ月の我慢が欲望に変わってとにかく早く彼女を味わいたいと疼く。これが男の本能か。

「ヴィオラ、俺も欲しい。すまない、我慢できない」

　呻くように囁かれて、紅く染まった頬のヴィオラがこくんとうなずいた。

　嬉しくてたまらない。彼を求めていいのも、彼に求められるのも、もう本当に自分だけの特権だ。

「……ラーシュ様、わたしを、すきにして……」

「っ！　……そんなコト言って、俺が本当に好きにしたら、後で後悔するぞ？」

　両手を伸ばしてラーシュのカオを引き寄せる。自分からラーシュにくちづける。

「してもいい。いっぱいラーシュさまにあいされたい。あなたにだかれたい」

　ふわりと微笑んだ。ラーシュの丸くなっていた目がふわりと和んだかと思うと、次にヴィオラを見た時にはその瞳がまるで変わっていた。

　欲情に濡れた瞳がヴィオラを見下ろす。

「……どれだけ煽れば」

　低く唸るようにつぶやく。そして、おもむろに彼女の両膝を腕に引っ掛けて脚を大きく広げると、漸くソレが挿入された。

「ああああ!!」

「……はぁっ、……ああ、きみのナカだ……。きみのナカに、やっと戻れた……！」

　感極まったようにつぶやいたラーシュの言葉に思わず目を開けるが、それを確認する前にいきなり猛然と揺さぶられる。

「ふあああっ！」

　久しぶりの快感がヴィオラの脳天を貫く。

　久しぶりに迎え入れたラーシュはやっぱり立派で、心なしかいつもより気持ち大きい気がするのは一ヶ月ぶりに交わったが故の気のせいだろうか。

　恋人から与えられる、じぃんとソコが痺れるような、でも幸せな甘い痺れはヴィオラの気持ちを舞い上がらせる。

　いきなりぐちぐちと掻きまわされ、何度も突かれ、擦られる。ラーシュはちゃんと恋人のイイところを覚えていて、的確にソコを突いてくる。ヴィオラはあっという間に高められた。

「あっやっあっ、ああッ！　やぁんっ！　やあっ、ふあああぁ！」

　何度も引き抜かれ、奥まで突き入れられる。掻きまわされる。それを受け入れるのが精一杯。

　必死につかまりながら、ただただ声を上げる。

　今の身体が動かないヴィオラにはそれしかできない。でも、それでいい。ただひたすらラーシュを感じたい。

　ヴィオラの隘路を蹂躙するその権利は彼にだけ許した特権で、もう彼以外が入ることはないだろう。ならばいくらでも彼に通って欲しい。

　性急に突かれる。求められる。どんどん高められる。

　もっと欲しいのに息が続かない。もう無理だと思うのにまだ足りない。

　それなのにラーシュの動きは止まらない。ぱんぱんと身体がぶつかり合う。差し込まれるモノが更に膨れ上がった気がする。

　必死に喘ぐ。酸素が足りない。呼吸ができない。それなのにラーシュが口を塞ぐ。舌を絡める。

「ふあっ、ふああ！　やあっ、ああ！　らー、らーしゅ、あああっ！」

「ヴィオラ、ヴィオラっ、くっ……！」

　最奥に深く押し込められた瞬間、ラーシュの欲が弾けた。

　ヴィオラのナカに、熱い飛沫と共に熱い魔力が流れ込む。






「ああああああ!!」






　達した熱と共に流れ込むラーシュの魔力が、ヴィオラに気が遠くなるような強すぎる衝撃を与える。

　痙攣するようにびくびくと身体を震わせてその衝動をやり過ごすと。






「……ああ、ヴィオラ、愛してる」






　感極まったように吐息でつぶやきながら、ラーシュがぎゅっとヴィオラを抱きしめた。
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　ぜえぜえと喉が鳴る。

　それが僅かに落ち着いてくると、ヴィオラのナカにいたモノがゆるりと動き出した。

　出て行くのかと思ったら突然ぐっと力強く押し込まれて、再び擦られて、慌ててヴィオラが言った。

「待っ、まだ息が……っ」

「無理だ」

　無理って言った!?　驚いて止めようとした瞬間、強く擦られて、ヴィオラは悲鳴を上げた。

「やっ！　待っ、あああっ!!」

　目を開けると、目の前に欲望に塗れた瞳で恋人を捉える獣のような男がいた。

　一度達したくらいでは全然欲は解消されていないといわんばかりに再び動き出す。

　ひたすら快楽を求めてヴィオラの腰を捕まえ、ぐちゅぐちゅといやらしい音を鳴らしながら腰を振れば、その激しさにヴィオラが啼く。

　それに気を良くしたようににやりと笑って、ラーシュが訊いた。

「すごい、水浸しだな。気持ちイイ？　イイよな。だってこのいやらしい水は全部きみが出したものだものな？」

　反射的に違うと言いかけて、それが間違っていないことに気付いた。普通ならラーシュがさっき出した精液もあるものだろうが、魔力の枯渇したヴィオラの身体は、彼の精液を一滴残らず胎内に吸い上げ自分の魔力として還元しているはずだ。

　つまり今、自分のナカで潤滑剤として存在するのは自分が溢れさせたモノだけだというコトで。

　つまり、こんなに音が激しくなるほどヴィオラはキモチヨくなっているワケで。

　一度目だって同じ状況のはずなのに、改めて言われたらすごく恥ずかしくなった。自分がすごくいやらしい女になったみたいな気がして。

　そして不意に思う。ああ、違う、そうじゃない。

「だって、んんっ、わたし、まじょだもの。きもちイイことがすきな、まじょだものっ！　あああっ！」

　古来より、魔女は色を好む。遥か昔に淫魔の血が混じったと謂われる魔女は、快楽に溺れる傾向にあるという。日頃は清楚なヴィオラであっても、その根底にあるモノは変わらない。ラーシュが先祖返りと謂われるのと同じように。

「っ！　……そうか、ヴィオラはセックスが好きなのか。ならもっと欲しい？」

「ほしいっ、もっとほしい！　っゃああ！」

「判った、喜んで、だ」

　止まったかと思ったら、ラーシュは自身を一度引っこ抜いてヴィオラの身体をひっくり返し、四つん這いにした。そして再び後ろからヴィオラのソコにぐっと入り込むと、深く突く。

「きゃあぁっ、やっ、らーしゅ、ひゃああああ！」

　容赦なく後ろからの衝撃がガンガンと伝わる。ナカのイイところが力強く擦れてキモチヨ過ぎてたまらない。

　腕の力が抜けてかくんと前のめりになったヴィオラが、それでも必死にソレに耐えようと慌てて枕にしがみつく。それで角度が変わり、違うところが擦られるからたまらない。

「やああああ！　ひゃ、や、あ、あああ、ああ！」

　それでも止まることなくひたすらぐりぐりと掻きまわされ、浅く深く擦られる。ヴィオラの声が高くなるところを何度も執拗に突かれ、キモチヨ過ぎて甘い嬌声しか上がらない。

　髪を振り乱して必死に耐えるのも限界があるというものなのに、不意に肉芽をぐりぐりと潰されて、悲鳴のような声が上がる。

「やあああ！　それダメぇ！　ヤだ、イっちゃうっ、すぐイっちゃう！」

「いいよ、イけっ」

「っ、やああああ!!」

　強く弾かれてたまらず悲鳴を上げた。思わずナカとついでにラーシュをぎゅうっと締め上げる。その瞬間ラーシュもまた達した。

　再びラーシュの魔力が吸いあげられて、強い衝撃がヴィオラを襲う。何度されても、絶頂と魔力の吸い上げの同時攻撃に耐えられずに悶えてしばらく動けない。

　それでも二度目は一度目より少しは回復が早い。枕に抱きついてぜえぜえと喘いでいると、ラーシュが背中にくちづけた。ちくんとしたから痕をつけられたかもしれない。

「ヴィオラがかわいい」

「…………ドコが、ですか」

　髪を乱してよがり喘ぐ姿なんてかわいいワケがない、と思うのだが、ラーシュの声が笑いを含んだ。

「おねだりもかわいいし、嫌イヤ言いながら欲しがるのはもっとかわいい。必死に耐えようと頑張ってる姿もかわいい。今は枕にしがみついてたが、俺にすがって啼いてくれたらもっとかわいいと思う」

「……っっっ！　かわいくないですっ！」

「どうして。めちゃくちゃかわいいぞ？　なんならこのまま休憩無しで三度目に突入してもいいくらいそそられてるが」

「ええええ。お願いです、ちょっと休ませて」

「いいけど、抜かないからな」

「えええ、なんでですか」

「きみのナカにいたいからに決まってるだろう。大丈夫だ、全然萎えていない」

「ええええ」

　ナニが大丈夫なんだ。どの辺が大丈夫だというのか。

　へろへろと上半身を持ち上げると、ラーシュが腰を引っ張って自分の胡坐をかいた脚の間にヴィオラを座らせる。もちろん繋がったままだ。

　確かにナカにまだ存在するラーシュは全然硬度が緩んでいない気がする。いつも以上に精力旺盛になっている感のあるラーシュはちょっとコワい。

「……なんでそんなに元気なんですか。確かに魔術で回復したし一応睡眠も摂ったけど、それでもたった一人で竜を斃したばかりで疲れているはずのヒトがどうして」

「ああ、だからかもな」

「え？」

　振り返ると、後ろ手でヴィオラを緩く抱き込んだラーシュが微笑む。

「命の危険を感じている時や、戦闘などで高揚して身体が興奮している時、人間は子孫を残す必要性を感じて生殖行動を取りたくなるらしい。めちゃくちゃに厳しい演習なんかで身体はボロボロに疲れているのに精神的には興奮しているなんて時、何故かヤりたくなる男は多い。身体は動きたくないのに妙にソコだけ元気になるんだ。アレは身体が死の危険を察知してだっていう説がある。だから、今の俺もその気があるのかもしれないな」

「……それ、あんまり笑えなくないですか」

　つまり、それくらいヤバかったってコトですよね？　と、ヴィオラは内心ツッコんだ。

「それに、気分はともかく身体はやっぱり疲れてるんですよね？　なら少し休んだ方が」

「こんなに艶めかしい裸のきみを抱いて俺に寝ろと？　無茶な相談だな」

「剥いたのはラーシュ様じゃないですか……！」

　ラーシュが後ろからヴィオラを抱きしめて軽く揺する。入ったままのソレが少し擦れて、んっ、とつい声が出た。

「休まなくていい、もっときみを味わいたい。離したくない。可愛がりたい。もっと二人で気持ちヨくなりたい。体力の限界まで抱きたい」

「全部同意したいところですけど、ラーシュ様の体力が尽きる前に、絶対私、今と違う意味で昏倒すると思います」

　くすくすと笑いながら、ラーシュがヴィオラの上半身を後ろに向かせて額にくちづける。

「その前に、『癒し』を掛けて回復しながらすればいいんじゃないか？」

「回復が必要なほど続けてするのもどうかという気もしますけども」

「でも、きみの魔力回復も兼ねてるんだから。まあ、俺は別にそれがなくともきみを抱き潰したいけど」

「やっぱり回復はついでなんですね？　したいだけなんですね？」

「悪いか？」

　途端に、ラーシュがヴィオラを下から突き上げた。繋がったままのナカがいきなりの衝撃に驚いてきゅんと締まる。

「きゃん！　ラーシュ様っ！」

　非難の声を上げたら、口が塞がれた。舌が唇を舐めていく。

「したいに決まってるだろう。一ヶ月の禁欲生活がこんなに辛いだなんて思わなかった。終いにはほぼ毎晩きみを抱く夢を見ていたくらいだ。本物を目の前にして我慢しろなんて酷なコト、言わないでくれ」

　低く、艶やかに色気がだだ洩れた視線で告げられて、ヴィオラのナカがずくんと疼いた。それが判ったのか、その視線が僅かに笑む。

「ほら、きみのナカも欲しいと言ってる」

「あっ……ああっ！」

　突然、ヴィオラの身体ごとラーシュの腰が浮いたと思ったら膝をつかされて、その態勢のまま後ろから突かれた。

「ひああああ!!」

　いきなり始まった三度目に、心の準備が追い付かないままヴィオラは背後からの愛撫を受け入れる。

　前の二度ほどの性急さはない代わりに、確実にヴィオラの気持ちイイところだけをピンポイントで何度も突かれ擦られる。たまらない。

「あ、あ、あ、あ、や、あ、あ！」

　声が止まらない。

　ラーシュが片手でヴィオラの腰を支えながら、もう片方の手で胸を揉み、先端を弄りまわす。

　ナニかにつかまりたいのにそれができなくて、手がさまよった挙句に何故か自分の腿を捕まえる。もう片方の手は自分の腰にあるラーシュの腕を捕まえた。

　無意識の行動だが、それがまるで離してほしくないかのようで、ラーシュの口元が僅かに笑む。当たり前だ、離さなくていい。
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　突然肉芽を弄られ、ヴィオラが悲鳴を上げる。

「ヤだ、ヤだ、それダメってさっきも！　すぐイっちゃうっ、ヘンになっちゃうからあっ！　やああ！」

「いくらでもなれ。いくらでもイけっ」

「ああああ！」

　突かれて弄られて達する。それなのにラーシュの動きが止まらない。

　更にぐりぐりと掻きまわされ、擦られて、ヴィオラがたまらず啼いた。

「やっ、イってる、イってるのにぃっ！　ヤだ、またイくっ、ふあああああっ！」

　びくびくと跳ねるヴィオラの華奢な身体にラーシュは更に己の欲望を突き込む。

　息を弾ませながら、後ろから喘ぎ身をくねらせて悶えるヴィオラの姿を、ラーシュが目を細めて堪能しているのが判る。

　確かにそれを望んだのは自分だけれど、それでも立て続けに与えられる激しい行為が苦しい。時折僅かに振り向いて必死に訴えるようにこちらを見る流し目は、それでもその快感故にあまりにも艶めいていて、それがラーシュの下半身の熱を更に上げることにヴィオラは気付いていない。

「イくのを我慢しながらきみの痴態を特等席で見られる幸せは、何物にも代えがたいな」

　低くつぶやくラーシュの声はヴィオラには聞こえなかったらしい。

　この一ヶ月、その幸せから遠ざかっていた男に、愛する女を目の前にして自重などという言葉は無視されて当然というものなのだろうか。

　更にヴィオラに叩き込む。ただひたすらに気持ちイイ行為を繰り返す。

　今、他になにも要らない。

　ラーシュは、唯一の、最愛の女に己の欲望を満たすことだけ考える。






「ああああああ！」






　ヴィオラが弓なりに背中を反らせ、一際大きく喘いだ。ラーシュも一緒に達すると、がくがくとヴィオラの身体が小刻みに震えて彼の魔力を吸収する。

　その反動でか、今達したばかりだというのに、それでまたソコが熱を帯びた。

　強制的に吸い取られる感覚がまた新たな官能を引き出させるのだなんて、魔女は一体男からどれだけ搾り取るつもりなのだろうか。

　ラーシュが内心で苦笑していることなど気付かず一度抜くと、へたり込もうとベッドに手をついたヴィオラを仰向けに寝かせてくれた。

　漸く一度休ませてもらえるのかとホッとしたヴィオラだが、そのままラーシュがまた上に圧し掛かってくるのに気付いて目を丸くする。

「え、あの、ラーシュさまっ？」

「まだ足りない」

「[image: 〓]」

　途端に、力なく閉じかけていた脚をラーシュに開かれて、そのままその間に割り込まれた。戸惑う間もなくまたナカに入り込まれる。一気に奥まで突き入れられた。

「ああっ！」

　何の抵抗もなく受け入れる。そして喘ぐヴィオラに一度くちづけてからラーシュは更に腰を動かした。

　一気に高みに昇らされる。さっきまで達していたヴィオラはあっという間に容易にまた昇らされ、もういっぱいいっぱいで息が続かない。

　喉がカラカラで声がかすれる。喘ぐのも辛い。

　それでも与えられる強い快楽がラーシュからだというだけですべてを許したくなる。バカだと思うがしょうがない。

「あああああ！」

　イかされる。それでもまだ揺さぶられる。そしてラーシュが達すると、四度目の魔力の流れがヴィオラの身を駆け巡った。

　もうこれ以上はホントに無理、と、必死にか細く息をしながら、目を閉じてラーシュが頬や額に落とすキスを受ける。苦しい。喉、イタイ。






「……もう、ホントに、むり……」






　微かにつぶやくと、ラーシュが苦笑した。

「『癒し』をかけたらどうだ」

「……はい……」

　言われてやっと魔術を使う。四度されてヴィオラの魔力は半分くらい回復してきているだろうか。

　じわりと身の内が温かくなって、疲れた身体がふっと楽になる。

　いや、だからといってこのまま続けて更に抱かれるのは結構キツい気がするのだが。

　ふうっと入っていた力が抜けて、息をつく。

　とりあえず水が飲みたい。疲れは癒されたが喉の渇きは回復しない。

　なんとか起き上がると、それを察してか、ラーシュがコップに水を注いで渡してくれた。今度はコップで飲ませてくれるらしい。

　ありがたく受け取って飲み干してから、ふと思う。

　…………あれ？　四度？

「どうした、ヴィオラ？」

　動きの止まったヴィオラを不思議に思ってか、ラーシュが訊いた。そのカオを見てから、ヴィオラは疑問を口にした。

「あの。……今まで、ラーシュ様の魔力供給って、三度が限度でした、よ、ね？」

「ああ、そのことか」

「今、四回目も魔力、ありましたよね？」

「そうだな」

「なんでですか？」

　恋人の当然の疑問に、ラーシュは微笑んだ。






「きみは、禁呪というものを知っているか？」
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「禁呪、ですか？」

　ヴィオラは小首を傾げる。

「一応そういうものがあるのは知ってます。私はさすがにひとつも知りませんけど、師匠は実はいくつか知っているって言っても不思議じゃないとは思います」

「ああ、あのひとはな」

　苦笑してから、ラーシュは続けた。

「これは、内緒話で口外は厳禁だ。いいな？」

「え、あ、はい」

　つい、ちょっと背筋を伸ばす。その仕草に微笑んでから、ラーシュは師匠に結婚祝いとしてひとつの禁呪、『スナッチ』を教えられた経緯を話した。

「この術が禁呪である理由は判るよな」

「はい。問答無用で相手から魔力を奪い取る術式、それも魔術師どころか竜にも効くほどの強い魔術は禁呪になっても当然だと思います。それがあれば、並みの魔術師を無力化するのはとても容易になってしまいますから」

「さすがにきみやエルヴィーラ殿の魔力を一度で完全に奪い取るのは無理だと思うが、それでもかなり有効な手段だと言えるのは間違いない。まして、もしきみが使うのであれば、一度で俺の魔力どころかエルヴィーラ殿の魔力をすべて奪うことも可能だな」

　術者の最大魔力保有量の倍まで奪い取ることができるというのなら、確かにヴィオラが師匠の魔力をすべて吸い取ることも可能だろう。

　そんな術がもし世間に出回ってしまったら。

　それは、魔術を扱う者にとってあまりに恐ろしい話だ。

「俺の師匠は、この術を覚えたことで竜を斃して滅竜騎士になったという。そして俺も、今回はこの術に随分助けられた。とんでもない術を覚えさせられたとは思うが、その一方で魔術騎士としては戦闘においてこの有利を手放すのは惜しいと思うのも正直なところだ。使い方を間違えなければとても有用な術だが、それでも間違いなく流出してはいけない術だとも思う」

　ラーシュの言うことはもっともで、ヴィオラだって探求の徒として知りたいという欲求はあるが、同時に本当に知っていいのかという躊躇いはある。

「禁呪と判っている以上、さすがに他人に口外するわけにはいかないし、たぶん知っていることがバレるのもマズい。師匠が、バレたら魔術師長様にしこたま怒られるとか言っていたが、おそらくそんな程度では済まないだろう」

「……あー、そうですねえ。ていうか、怒られるって……」

「ああ、まあ、言い方はともかく」

　ちょっとバツが悪そうに苦笑しながら、ラーシュが言う。

「とにかく、きみにだけは知ってもらっておいた方がいいと思ったから言ったが、できればエルヴィーラ殿にも内緒で頼む。きみが知りたいというのなら教えるが、きみから他の者に口外はしないで欲しい」

「ああ、はい、それはもちろん。……でも、知りたいかっていうと……うーん」

「ああ、いや、知らなくていいというのならいいんだ。禁呪なんて、知らないに越したことは無いと俺だって思うし」

　当然ながら躊躇ったヴィオラにラーシュが微笑むと、ヴィオラは首を傾げた。

「え。じゃあ、なんでそんな怖い術をわざわざ習ってきたんですか？　別にお断りできなかったわけじゃないですよね？」

「ああ、まあ、そこまで問答無用で無理矢理聞かされたわけじゃない。ちゃんと自分の意思で習ってきたよ」

「どうしてですか？」

「もちろん、竜との戦闘で使えるという点は重要な要素ではあるが」

　ラーシュは、にやりと笑った。






「竜から奪ったその魔力で、ヴィオラに早く大量の魔力供給ができるだろう？」






　え、と、ヴィオラは意味が分からず思考停止してから、それから一瞬で意味が判って一気に血が上った。

　つまり、ラーシュはヴィオラのために覚えてきたというコトか。

「きみが今日みたいな魔力切れなどですぐ必要だという時があったとしても、俺の魔力量では全部きみに渡したとしても半分もいかない。その上回数が必要だろう。俺としてはそれだけの回数きみを抱けるのは楽しいし全然構わないが、きみがいつも身体が持たないと言うからな。今の俺は竜から奪った魔力で最大値の倍の量の魔力を持っている。普段は魔力込みの行為は三度だけだったが、今はおそらくその倍はできるだろう。そうなれば魔力無しでの回数はだいぶ減る」

「……あの、つまり、性行為をする回数を減らすためという解釈でいいんでしょうか……？」

「まあ、そうだな」

　しれっとうなずくラーシュだが、ヴィオラは思わず渇いた笑いを浮かべてしまった。






　……そんな理由で禁呪を覚えてくるひとって、きっと彼以外いないと思う。






　ヴィオラの負担を減らすためと言えば言えるのだろう。確かに激しい行為はヴィオラが大変だが、だからといってその為にわざわざそんな術を覚えるヒトがいるだろうか。いや、いない。

　コレは果たして感謝するべきコトであろうか。

　いや、確かにラーシュはヴィオラの身を心配してくれたのであろうから感謝するべきなのかもしれないが、だがしかし。

「あ、そうか」

　ふと気付く。

「私がその術を覚えれば、ラーシュ様に抱いてもらわなくても魔力をそのまま吸い取らせてもらえるじゃないですか。あ、すごい名案」

「あ、いや、やっぱりきみには絶対教えない」

　途端に間髪入れずにラーシュが撤回するので、つい笑ってしまった。

「なんなんですか、もう」

「やはり大切なきみに禁呪なんて危険なものを教えて背負わせるわけにはいかない」

「本音は？」

「そんなモノを教えてわざわざきみを抱ける建前を不意にする必要はない」

「……正直すぎるご意見をありがとうございます」

　うん、そんなコトだろうと思いました。

　結構な重要懸案だったはずなのに、一気に俗な話になってしまった。

　ちょっと気が抜けた様子のヴィオラを改めて抱き込んで、ラーシュが訊く。

「怒る？」

「そんなコトで怒りませんよ。でも」

　ヴィオラは、カオを上げてラーシュの頬に軽くくちづけた。

「そのかわり、ちゃんと私のコト、責任を持ってラーシュ様が回復させてくださいね。約束ですよ」

「ああ、もちろんだ」

　甘い笑みを浮かべたラーシュが、嬉しそうにヴィオラにくちづけた。






「喜んできみを抱かせてもらうよ。ちゃんと、責任をもって全回復させよう」






　いや、だから、別に全回復しなくていいんですよ、とは言わない方がいいのだろう、きっと。










　気付けばすっかり夜中だった。

　廊下にワゴンで届けられていた夕食を摂り、入浴して、二人で抱き合って眠った。

　朝、目が覚めるとまた求めあい、疲れたら眠り、という、ある意味とても本能に即した行動を取りながら、逢えなかった一ヶ月分の心の隙間を埋めた。

　部屋の外で、ここの騎士たちや魔女たちがどう思っているかなんてコトは考えないコトにした。ナニをしているかなど疾うに承知なのだから、開き直るしかない。

　かくして、丸二日分の休みを使ってヴィオラの魔力を全回復し、ラーシュも欲求不満をしっかり解消できて、万事解決、といったところだろうか。

　水晶に対する魔力の注入も終わり、ヴィオラ自身の魔力回復もできたので、今日ここを辞する。

　あとの問題は、騎士たちにこの二日間ナニをしていたのか丸バレだろうことに対する羞恥心をどうやって誤魔化すかという一点のみだ。

　僅かな荷物の荷造りを終えてから、ヴィオラはラーシュと部屋を出た。ちなみにラーシュの甲冑や服はもう使い物にならないのが明白なので、新しい軍服を調達してもらってそれを着ている。

　ラーシュに連れられて挨拶に行った部屋は最初に通された広間で、同じように騎士たちが勢揃いしていた。そして初日と同じように隊長が待っていた。

　できるだけ平静を保って隊長の前に出向く。

　ラーシュはヴィオラの荷物を持って一歩下がって立っていた。一緒にトードリオに戻って送ってくれることになっている。

「ブロムダール隊長、退出のご挨拶に参りました」

　真面目くさったカオの隊長が丁寧に頭を下げてくれる。

「丁寧に、痛み入ります。この度は素晴らしい成果を見せていただき、ありがとうございました。今回の滞在は不慮のことが重なり、ノルドルンド殿には感謝に絶えませんと同時に詫びのしようもありません。またいずれ協力要請をさせていただくこともありましょうが、どうかこれに懲りず、ぜひお立ち寄りいただければと思う次第です」

「いえ、拙い仕事をお褒め戴きこちらこそ恐縮です。こちらこそ、大変お世話になりました」

　ここまで真面目に言ってから、ヴィオラはちょっと不安げに言った。

「あの、それより本当に廊下の修理代、必要でしたら言ってくださいね？」

　途端に、騎士たちの列の先頭の位置にいた副隊長がぶふっと吹いた。

「大丈夫です。本当にヴィオラ嬢に請求なんてしませんから安心してください」

　人好きのする笑みで答えてくれたので、ヴィオラはちょっとホッとする。実は割と気になっていたのだ。部屋を退去してきた時に既に補修が完了していてすっかり綺麗に直っていたことにホッとしてラーシュに笑われた。

「滅竜騎士殿がまたも竜を斃したという快挙は、既に王都にも連絡がいっております。ノルドルンド殿の補助魔法による協力もしっかり報告してありますので、お二人に陛下からお褒めのお言葉がいただけましょう。これで、大手を振って結婚できますかな」

　にやりと笑った隊長に、ヴィオラの頬が染まるが、ラーシュは平然と言う。

「私はそんなコトがなくとも彼女と結婚しますが」

「これでヴィオラ嬢に箔がついて、少しは世間の軋轢が減るっつってんだよ、阿呆」

　僅かに目を瞠ってから、ラーシュが目礼した。

　隊長が魔女の世間からの評価を気にしてくれていたとは思わなかった。

　感謝の礼を言おうと思ったら、隊長がそのついでにラーシュをからかった。

「で、本当にヴィオラ嬢の魔力、完全回復させたのか？　ホントにたった二日で？」

「当然です」

　ナニ言ってるんでしょうかこのヒトたち！　とヴィオラが慌てた途端に、背後から騎士たちのどよめきが起こった。

　なんだかラーシュがドヤ顔な気がするのは気のせいか。

　騎士たちは魔女の魔力回復の方法を当然知っている。中にはエルヴィーラの相手をした者もいるのだろう。そしてエルヴィーラはいつも、この仕事の時、トータルで一週間はかかっていた。

　それだけにどれだけ大変か、どれだけの回数が必要かはそれなりに周知であろうから、それをラーシュが一人で、それもたった丸二日で達成したことに男としてある種の憧憬と畏怖、そして尊敬を感じたのかもしれない。

　……感じないで欲しい。死ぬほど恥ずかしい。勘弁して。

　ヴィオラは首筋まで真っ赤っかでうつむいてカオを隠した。

　いや、たぶん師匠の時より回数は絶対少ないですよ!?　竜から奪った魔力のせいで、おそらく随分少なく済んだはずで、間違っても何十回もヤったわけじゃないですからね!?　そりゃ、それでも二ケタはいったけど、それでも丸二日、三晩分かかった回数ですから！

　口に出して言ったら、普通はそれでも充分多いのではなかろうかというツッコミが入るだろうが、幸いそんなコトを言うだけの勇気はヴィオラには無かった。

　そして、既にそんな回数の行為が当たり前になりつつあるコトは、きっとそのうち酒の席でカーリン辺りにからかわれそうな案件だ。

　あまりにもヴィオラが真っ赤っかになっているのが気の毒になってきたのかおもしろくなったのか、隊長が更に言う。

「いやおまえ、だからヴィオラ嬢に無理させるなと言っただろうが」

「大丈夫です、ちゃんと休憩は入れて、その上で」

「もうっ、ラーシュさま！　それ以上言わないで！　恥ずかしいですっ!!」

「あ、すまない」

　途端にどっと笑い声が上がり、ヴィオラが更に居たたまれなくなる。もうっ、男の人って平気で人前でそういうコト言うんですか!?

「ラーシュ様、隊長も、そういうデリカシーのないコトを平気で口にしていると、そのうちヴィオラさんに嫌われますよ」

　怒ろうとしたら横合いから声が掛けられた。アグネスだ。

「ヴィオラさんが挨拶に来られたら呼んでくださいと言ったのに」

「ああ、すまない。これからと思っていたんだが」

　隊長が謝ると、ついでにヴィオラにもにやりと笑って、ごめんな、と小さな声で詫びた。ラーシュもちょっとバツの悪いカオをしている。

　アグネスが優しく微笑んでくれた。

「今回はお世話になりました。またぜひおいでくださいね」

「はい、ありがとうございました」

　頭を下げて、それからふと思い出したことを言わねばとカオを上げた。

「あの、帰る前にひとつ気になることがあって。魔水晶のことで」

　それは、先日の水晶球に魔力注入をしている時に気付いた僅かな違和感。

　気のせいかとも思ったが、やはり気になったことを言っておいた方がいいと思った。

　極々僅かな、本当に微かな歪み。どこかから魔力が漏れているような。

　それを告げると、アグネスが難しいカオをした。

「……私は感じたことは無いのだけれど……、集中していると感覚が鋭敏になって、普段気付かないことにも気付くことがあるといいます。一度調べてみましょうか。まだ時間はある？　良ければ付き合ってくれるかしら」

「はい。なにもなくて気のせいならいいんですけど、念のために」

　ラーシュを一度振り返ってから、うなずかれたのでそのままアグネスの後をついて水晶球の間へ行った。ラーシュと隊長もついてくる。

　水晶球にはマティルダが一人でついていて、ヴィオラに気付くと微笑んでくれた。

　アグネスとヴィオラ二人で探知魔術を使う。この術は魔力を帯びたもの、魔術が掛かっているものの判別をしたり探したりするのに使う。そして、それは精度を上げると魔力の流れを察知することもできる。

　集中して一気に精度を上げた。そして範囲を広げる。

　すぐ横に途轍とてつもない魔力の塊がある。当然それは水晶球だ。すぐ傍にもうひとつ、それはマティルダの杖。そしてラーシュのピアス。隊長や向こうの部屋の騎士たちの武具なども感知する。

　当然だがこの場所に魔力を有するものが多いので判別が難しい。

　だが、その中でヴィオラが気付いた。極々細い魔力の光の筋。それが水晶球から伸びているのを。

　魔力は壁を障害としない。一直線に、だが細く伸びていくその魔力の筋は、間違いなく水晶球から魔力を吸い取る光の糸だった。

　それを告げると隊長は首を傾げたが、それを疑うことなく方向と距離を確認してそちらを探索するよう騎士たちを動員した。

　なぜ首を傾げたか。そちらの方にはもう使われなくなって倉庫と化していたいくつかの部屋しか無かったからだ。そしてそんなところに魔力のあるような道具などあるはずがないからだ。

　それでもしばらくして、その部屋を探索しに行った騎士たちは、蒼白になりながら、ひとつのそこにあるはずのないものを持ってきた。






　竜の卵だった。
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「……な、なんで、こんなモノがあるんですか……？」

　さすがに目を真ん丸くしながら、ヴィオラは初めて見るその卵を凝視した。

　騎士が持っても一抱えもありそうなその卵は、白と灰色と土色の斑模様で球体に近い。

　そして、ここまで近付くと判る。魔力の筋が間違いなく水晶球から伸びて卵に行きついていて、アグネスもそれを認めた。

「判らん。だが、たまに山に調査に出掛けた折に、魔術師や学者が研究のために採取してくるモノがあることは知っている。誰が持ってきたかは判らんが、生命反応の無くなっているのを確認した卵をこっそり持ち込んでこっちに報告しなかったバカがいたのかもしれん」

　隊長が唸ると、ラーシュも難しいカオをした。

「竜の卵は親の魔力を吸い取って孵化するが、それを受けられなくてもすぐ死ぬわけではなく、仮死状態になるらしい。そしてそれが数年経って生まれたという例もあるとか。仮死状態の卵を死んでいると思い込んで持ち帰ったものの、結局手に余ってそのまま放置したということは考えられますね」

「それが、なにかのきっかけで目覚めて水晶球の魔力を感知して、卵から孵るために横からちょっとずつ吸い取って力を蓄えている最中だった、とか？　って、ソレ、マジでヤバかったんじゃないですか!?」

　副長が慌てた声を上げた。アグネスが卵に手を当てる。

「ああ、本当だわ。卵の中、生きてる」

　すうっと青褪めてアグネスがヴィオラを見た。

「……もしヴィオラさんが気付いてくれなかったら、最悪この中央宮の中で卵が孵化して竜が生まれていたかもしれない」

　そんなことになっていたら、それこそ比喩でなく大惨事だ。

　生まれたばかりでも竜は竜、どれだけ狂暴かは判らないが、それでも危険極まりない話である。

　すると、ラーシュがふとカオを上げた。

「もしかして、今年ドリテアにやたらと竜が襲ってきたのはこいつのせいか？　目を覚ましたこの卵の存在を察知して、卵を取り返しに来ていたということはありませんか」

　隊長と副長、そしてアグネスが驚いてお互いを見てから不安げに訊く。

「……そんなこと、あるか？」

「判りませんが、それなら理由がつきます。今年はやけに出現場所も回数もここに偏っていて、どう考えても例年に比べて明らかにおかしかった。それが理由なら一応納得はいきます」

　ラーシュの意見に隊長が眉間に皺を寄せた。

「それはそうだが……」

「あ！　そういえば師匠が、以前半年くらい前にこちらに来た時、水晶球の魔力の減り方が妙に早いって陛下に報告してたことがありました。もしかしたら、その辺りにはもう竜は起きていたのかも」

　ヴィオラが手を上げる。あれはラーシュと初めて菓子の買い物に付き合う約束をした時の話だ。だからよく覚えている。ラーシュも同じだったらしく、すぐ反応した。

「ああ、あの時か。え、そんな前からか？」

「だが、その時にはまだエルヴィーラ殿が気付くほどではなかったということか。ったく、持ち込んだバカ、最後までちゃんと面倒見ろってんだ、まったく……」

　隊長が考え込んでから、はっとして表情を改めた。

「ともかく、まずはこの卵の処分。それから念のためにもう他に卵が無いか改めて確認と、それから騎士団本部にも通達して他の宮にもこのことを伝えて探してもらう。万が一そんなモノがあったら廃棄するよう進言しないと、またこんなことが起きたら一大事だ。ラーシュは卵の処分を頼めるか」

　副長が指示のため急いで部屋を出て行く。

　それからのドリテア宮と騎士団は大わらわだった。

　改めて物置から研究室、個人の部屋まで大捜索が行われた。幸いこれ以上卵は発見されなかったが、かなりの人数が動員され、念のためにと各会堂にまでその通達が出された。

　ラーシュは騎士たちに卵を壁の外まで持ち出させた。万が一のことを考えると中央宮の傍で処分するのは危険かもしれないと思ったからだ。

　騎士たちを下がらせると、ラーシュは騎士たちに見えないように注意しつつ『スナッチ』で卵から魔力を奪い取った。驚いたことに全部は無理だった。一体どれだけの量が吸われ、既にこの卵の中の竜の血肉になっているのかと思うと、さすがに彼でも身震いする。

　それでもラーシュの許容いっぱいまで吸い取ると、剣に炎を纏わせる。魔力を満たして光を帯びた刀身が卵を真っ二つに割り、魔力で燃え上がった炎がその中身を焼き尽くした。欠片も残らず消し炭になったのを確認すると、騎士たちが後ろで感嘆の声を上げる。

　ひとまず、これで本当にドリテアの危機は去ったとしていいだろう。

　最後に一大事が発覚したが、予定より遅く、午後になってからようやくヴィオラはラーシュと共にドリテア宮を出立した。

　アグネスにまたいらっしゃいと抱きしめられ、隊長には次に来る時は姓が変わってるか？、とからかわれ、騎士たちには盛大に見送られて、ヴィオラは一週間にも満たない滞在だったというのになんだかとても寂しい気分で手を振った。

　行きはヴィオラ一人だったが、帰りの馬車はラーシュと一緒だ。

　仕事を全うして満足できるいい成果を出し、とても充実した仕事ができたと思う。これなら師匠にも胸を張って報告ができるというものだ。きっと師匠は褒めてくれるだろう。

　そう思えば意気も高揚しようものだが。

「……ヴィオラ？　今から緊張していては、着く頃には疲れてしまうぞ？」

「わ、判っては、いるんですけど……無理です」

　これから、二人はトードリオに戻り、そのまま帰るのではなくて、ノシュテット本家に行く、つまりラーシュの両親に会うことになっていた。

　結婚する以上いつかは挨拶に行かなくてはいけないことは判っていたが、ここに来たコトが報告された途端、仕事完了後でいいからぜひ寄ってもらえ、絶対会わせろとラーシュのところに矢の催促が来たそうだ。ラーシュからめちゃくちゃ楽しみにされていると言われたが、ヴィオラにしてみたら生きた心地がしない。

　目に見えてガチガチになっている婚約者に、ラーシュは苦笑しきりだ。

「大丈夫だから。そんなに怖がらなくても、向こうは歓迎する気満々だから、少し落ち着け」

「で、でも、会った途端、気に入らないって言われたら」

「その時は俺が椅子を蹴っ飛ばしてきみを連れて家から出るだけだ。たいしたことじゃない」

「それ充分大ごとです！」

　ラーシュがヴィオラの肩を抱く。こつんとアタマを寄せた。

「心配しなくていいから。きみは俺が選んだただ一人の女だ。自信を持て。俺がついてる」

　じわりと頬が染まる。どこまで行ったって自信なんかない。でも、ラーシュが傍にいてくれるならがんばれる気がした。

「……はい、がんばります」

　すると、ラーシュが楽しげにヴィオラにくちづけた。

「でも、これくらいは許してくれ。せっかく一緒にいるんだから」

「もう。キスだけですよ」

　……そんな許可を与えた結果。ヴィオラは散々ラーシュにくちづけられただけでなく、舌で弄られ、甘噛みされて、すっかり翻弄されて、トードリオに入ってから平静を取り繕うのにめちゃくちゃ苦労した。

　半泣きで怒ったヴィオラだったが、それでもヴィオラが可愛いからと笑っているラーシュに、さてどうやったら勝てるのだろうかと真面目に考えたのは無駄な努力というものだ。










　連れてこられた邸は、辺境伯という地位を考えればそれほどの大邸宅ではなかった。とはいえ庶民のヴィオラからしたら充分大きすぎて気圧されることこの上ないのだが。

　庭も邸内も綺麗に整備されているが、華美や贅沢という言葉は合わない様子がラーシュの実家であるという気がした。

　表情を抑えているのにものすごく嬉しそうな様子が見て取れる家令に迎え入れられて、客間ではなくいきなり家族の居間に通された。

　そこには既に壮年の男女とラーシュよりいくらか年上という年頃の男女の計四人が待っていた。間違いなくラーシュの両親と、おそらく兄夫婦と思われた。

　ラーシュはきっと父親似だと思っていたのだが、実は母親の方に似ているということが両親を見比べると判る。先祖返りの容貌はノシュテットの血だろうが、顔の造作だけなら目元などは母に近い。父君はもう少し四角くごつい感じで兄の方が父君に似ていた。

　母君はすらりと細いが儚さや線の細さといったたおやかさはまったくなく、むしろこちらの方が家長ではといった佇まいでヴィオラを見ていた。兄嫁と思しき女性だけはにこにこと笑顔でヴィオラを見ている。

　ヴィオラの背筋がぴんと伸び、表情が強張る。そんな恋人の背を押しながら、ラーシュが前に出た。

「ただいま戻りました。ご要望通り、俺の恋人を連れてきましたよ。それより、なんで兄上と義姉上までいるんです」

「そりゃ、見たかったからに決まっているだろう」

　兄がにやりと笑う。

「まさかこのためだけに帰ってきたなんて言わないでしょうね？」

「言うがなにか問題でもあるか？　単純に弟の嫁ってだけじゃなく、おまえが臆面もなく惚れたって言い切る子だぞ。めちゃくちゃ興味あるわ」

　断言されてヴィオラがますます恐縮する。そんな前のめりになられても。

「ヴィオラ、俺の両親と兄夫婦だ。もう一人、弟がいるが、騎士として出仕しているから今日はいない」

「ああ、あいつも来たがっていたが、今日はどうしても休めないらしくてな。めちゃくちゃ悔しがってたぞ。見たかったって」

「……なんでそんなに物見高いんです」

　ラーシュが溜息を吐く。ラーシュが背中を押してくれて、かちんこちんながら必死に挨拶をする。

「あの、初めてお目に掛かります。ヴィオラ・ノルドルンドと申します。ラーシュ様と、お付き合いをさせていただいております。若輩の身ではありますが、どうぞよろしくお願い致します」

　魔術庁の制服なので、そのあまり余裕のないスカートの端を持って礼をする。

「ヴィオラさん、よくいらしてくれましたね」

　女性の声がしたのでゆっくり身体を起こすと、母君と目が合った。

　真っ直ぐ見つめるその視線にたじろぎそうになるが、それを外してはいけないと思い見つめ返す。

　手で示されて、ラーシュに促されて向かいのソファに収まるが、ものすごく落ち着かない。うつむかないようにがんばるのが精一杯だ。

　どうやらこの家は、母君が主導らしい。挨拶の後、母君が口を開いた。

「ひとつ、訊いていいかしら」

「は、はい」

「ラーシュの、どこが好き？」

　え、と口から出そうになって思いとどまる。

「母上、ナニを突然」

「黙りなさい、あなたに聞いてないの。ヴィオラさん、答えてちょうだい」

　ラーシュにぴしゃりと言ってから、母君は尋ねる。さすがにラーシュが黙ったのを見て、笑ってごまかすわけにはいかなそうだと思う。

　さすがに恥ずかしい。だけど認めていただくためには答えないという選択は無かった。

　一度息を呑むと、腹を括った。女は度胸だ。

「初めてお会いした時不埒な男性から助けていただいて、その時から私はもう二年以上も片想いをしていました。騎士として公平公正で清廉であろうとするお姿に憧れました。半人前の小娘にも丁寧に気を遣ってくださる紳士的なところが素敵だと思いました。魔女というだけで理不尽に嫌うひとたちに憤ってくださる優しさに救われました。貴族の地位を振りかざして無茶や無体をされる方もいるなかで、身分で態度を変えない誠実な言動をしてくださいました。そんなラーシュ様をお慕いしないなんて、私には無理でした。身分が違い過ぎると判っていても、ラーシュ様以上に好きになれそうな方はどこにもいなくて。想いが叶わないとしても、いずれ諦めなくてはいけないと思っていても、それでもどうしても、好きで。想いが叶うなんて思っていなくて、だから今も夢みたいに幸せなんです。ラーシュ様が私を選んでくださった……、なんて……」

　言っているうちに、余計に恥ずかしくなってきてしまった。

　なんとすれば、視界の隅で兄君がカオに手を当てて俯いて悶えだし、兄嫁がめちゃくちゃ目をキラキラさせてにやけている口元を隠しだす。そして、隣のラーシュまでもが気恥ずかしげにカオを背けて口元を手で隠している。その耳は赤い。

　うわ、言い過ぎただろうか、でも嘘じゃないし。どれだけ好きかを言うことで認めてくれるというのなら恥ずかしくてもいくらでも言う。そんな中、母君が訊いた。

「あなたは、ラーシュの外見をどう思っていて？」

「すごく好きです！」

　ぶふっ、と父君が無表情で吹いた。ますますラーシュの耳が赤くなる。

「先祖返りのこの外見が？」

「もう見慣れてしまっていますし、この姿も込みで私はラーシュ様が好きです」

「怖いとか気味が悪いとか思わなかった？　正直に」

「変わった外見だとは思いましたけど、でも、目がすごく優しかったので全然怖くありませんでした」

「目？　この子、目つき悪いでしょう」

「貴族の男性に襲われかけて怯えていた私を労わって、安心させるようにとても優しく笑いかけてくださったんです。先程も言いましたが、その時からお慕いしておりました」

「……そう」

　ずっと、ひとりだけ真顔で聞いていた母君がつぶやく。

「……母上、もうその辺で勘弁していただけませんか。なんですか、この羞恥プレイ。そろそろ俺の羞恥心が限界です。振り切れて暴れたくなってるんですけど」

　そこでようやく、ラーシュが呻くように言った。そのカオは見事に真っ赤だ。

「……ラーシュ様にも、羞恥心ってあったんですね？」

　ヴィオラがぼそりと若干失礼なコトをつぶやくと、ラーシュが言い返した。

「そりゃあるさ。今、めちゃくちゃ照れくさい」

「だって、散々人前でも構わず平気で手を出してくるじゃないですか。抱きしめたりキスしたり」

「自分がやる分にはいいんだ。きみに延々言われるのはめちゃくちゃ恥ずかしい」

「なるほど。ならこれからやり返したくなったらそうします」

「おい、ヴィオラ」

　ぼそぼそと言い合っていたら、おもむろに母君が立ち上がったので、口を閉じた。思わず見上げていると、母君はテーブルをくるりとまわってヴィオラの目の前まで来た。ナニゴトでしょう、なんなんでしょうか、なにかお気に触ることでも言ったでしょうか!?　と、ヴィオラがビビりまくっていると。

　突然、立ったままでふわりと抱き込まれた。

　がちん！　と固まったヴィオラの耳元で、母君が言った。

「ありがとう。息子をそんなにも好きになってくれて。母としてとても嬉しいわ」

　え、と戸惑ったヴィオラに、母君は肩に手を置いたままで身体を離すと微笑んだ。その笑みが、どことなくラーシュに似ていると、ぼんやり思う。

「ブロムダール隊長から報告は受けています。息子のために随分いろいろと心を砕いてくれたとか。この子が今生きているのもあなたのおかげだと聞いています」

「そんな、私の力なんてたいしたことでは」

「謙遜するものではないわ。あなたが優秀な魔女であることは事実でしょう。その力を息子のために使ってくれたことには感謝しかないのよ。素直にお礼は受けておきなさい」

「……はい」

「よろしい」

　笑ってくれたことにものすごい安心感を感じてやっと微笑んだら、母君が更ににっこりと笑った。

「あらあー、かわいい！　あなた絶対笑った方が可愛いわ！」

「え、あ、その、ありがとうございます……」

「ラーシュ、ヴィオラさん、いつまでここにいていいの？　ドリテアでの仕事は終わったのよね？　しばらく居られるの？」

「いや、師匠からも連れて来いと言われていますし、陛下に報告も必要ですし。俺も団本部に行かなきゃいけませんし」

「別にあなたは要らないから。とっとと仕事に行けばいいのよ。ヴィオラさんがいてくれれば」

「イヤです。彼女がここにいる間は一緒にいます。一応言っておきますが、ヴィオラは俺のです」

「判ってるわよ、そんなこと。でもウチにお嫁に来るのだもの、私の娘になるのでしょう？　なら仲良くなった方がいいに決まっているわ。ねえ、ヴィオラさん？」

「え、あ、はい」

　思わずうなずいてから、ヴィオラは恐る恐る訊いた。

「あの、私が魔女であることをお厭いにはならないのでしょうか」

　一瞬きょとんとした母君は、次には優しく微笑んでくれた。






「我が領地であるドリテアと息子を助け護ってくれた恩人である魔女を厭う理由がどこにあるというの？」






　ヴィオラは思わず目を瞠り、それから父君を振りかえると、無表情だったカオには笑みが浮かんでいて、目が合うとうなずいてくれた。兄上もニヤニヤと、義姉はにこにこと笑ってくれていて、最後にラーシュを見たら、微笑んでうなずいてくれた。その笑みは、ほらみろと言っているようで。

　ヴィオラは思わず目が潤むのを我慢できなかった。自分は幸せ者だ、と心から思った。
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　惜しまれながらもノシュテット家を辞した二人は、次に師匠の邸を訪れた。

　ラーシュが一人で来た時とは全然違う心からの笑みを浮かべて、ラーシュの師匠ブルーノ・モンス・ノシュテットは二人を出迎えた。

　ノシュテット本家とは違う意味で緊張しているヴィオラに、ブルーノは優しく微笑んでくれた。

「よくいらしてくれた。きみに逢いたかったのだよ、ヴィオラ嬢」

　言いながらヴィオラを抱きしめようとしたブルーノに、手を入れてすかさず間に割って入ったラーシュが目を眇める。

「挨拶がてら、しれっとヴィオラに触ろうとしないでいただけますか」

「減るものでもなかろうに。綺麗な女性がいたら声を掛けるのは当然の礼儀だろう」

「そんな礼儀は聞いたことありませんよ。そうだとしても、俺のヴィオラに触らないでください」

「なんだ、ケチくさい」

「ケチとかそういう問題じゃありません」

「私の魅力に彼女が落ちるのが怖いのか？」

「ヴィオラはジジイ趣味じゃありません」

「青臭いガキよりはいいと思うが」

「誰がガキですか」

「おまえだオマエ」

　いきなり言い合いをしている師匠と弟子に、ヴィオラがおろおろしだす。少なくともヴィオラとエルヴィーラの間でこれだけの言い合いは起きない。

　薄笑いを浮かべた師匠が、へらっとラーシュをからかうように笑うと、ヴィオラに視線をくれる。

「ああ、すまないねえ、お嬢さん。いつものことだ、あまり気にしないでくれたまえ」

　にこにこと言う隣でラーシュもうなずく。とりあえず本当らしい。

　ラーシュに促されて居間のソファに落ち着くと、向かいに座ったブルーノが言う。

「聞いたよ、ラーシュ。ドリテアに来た竜を斃したんだってな。少しは教えた術が役に立ったか？」

「ええ、とても。竜が魔力を失うと命も失うというのは本当なんですね。おかげで助かりました」

「そうか。なら、しっかり私を崇めるがいい。ありがとうございましたお師匠様と何度でもいくらでも感謝をしつくしてくれていいんだぞ」

「命を護ってくれたのはヴィオラの魔術の方なので、それだけ礼を言うのなら相手はヴィオラの方です」

「なんだコイツ。相変わらず可愛げがないな。師匠に対する礼節というものがなってない。ダレが教えたんだ、こんなヤツ」

「あなたですよ、あなた」

　ヴィオラとエルヴィーラも割と忌憚が無い間柄だと思っていたが、ラーシュとブルーノの関係はもっと近いようだ。元々親戚、身内だし、男同士だということもあるのだろうか。

　ともあれ、ヴィオラは訊きたかったことを口にした。

「あの、初対面で失礼とは思いますが、教えていただきたいことが」

「うん、きみが来たら聞かれるだろうと思っていたよ。禁呪のことだね？」

「はい」

　ラーシュに相対した時と全然違った優しい笑顔でうなずいたブルーノに、ラーシュが呆れたカオをする。

「ラーシュがきみに教えたんだね？　まあ、そうするだろうと思っていたが」

「予想通りの行動だったんでしょう？　なら問題ないですよね」

「というか、『スナッチ』を使って得た魔力をお嬢さんに与えたんだろう。それなら知られて当然だ」

　与えたという言葉に思わずカオを染めると、ブルーノが微笑ましそうに微笑んだ。

「初々しいねえ、可愛らしい。やっぱり今からでも私にしないかい？」

「俺と全面対決したくなかったら冗談にしてくださいね、師匠」

「してもいいけどいろいろめんどくさいからやめておこう」

　肩をすくめるブルーノ。

「正確には、術自体を教えてはいません。俺が知っていると言っただけです」

「なるほど、さすがに知るのはためらったか。判らないでもないが」

　うなずいてから、改めてブルーノは訊いた。

「私が知っている禁呪は、ラーシュが言った通りたった一つ。コイツに教えた『スナッチ』だけだよ、お嬢さん。きみが知りたいのは、どうやって私がそれを知ったか、だね？」

「はい」

「いいだろう。きみになら語ろう、深紅の魔女・エルヴィーラの弟子」

「それは、どういう……？」

　それには答えず、ブルーノは話し出した。






「私が知ったのは、そもそも五十年近く前のことだ。その頃は私もまだ一介の騎士でしかなかった。普通の騎士よりは魔力もあり腕もたったが、それでも単独で竜を斃すまではいかなかった。おそらくそのままならば、私は滅竜騎士と名乗ることなく、騎士団の一人としてずっと生涯過ごしたことだろう。それが変わったのは、とある若い魔女に逢ったせいだ。その魔女は、身籠っていた身でこの辺境伯領に来た。お嬢さん、魔女が子を宿すとその間だけ魔力が格段に落ちると知っているかね？」

　うなずくヴィオラ。

「その魔女は王都に住んでいたが、魔力が落ちたことを知られると命の危険を感じるほどに敵が多かったらしい。その頃は王都では今よりも魔女を嫌う傾向があったようだね。そのため、魔女は子ができても諦める者も多いと聞いていた。だが、彼女はそれでもその腹の子を諦めるという選択はしたくなかったという。初めて愛し愛された男の子を失う選択肢だけは絶対に取りたくなかったのだと。それで、彼女はこの地に逃げてきた」

　目を瞠るヴィオラに、ブルーノは目だけで微笑んだ。

「ノシュテット辺境伯領は魔女が安全な土地だったからね。誰の紹介かまでは私は知らなかったが、当時の当主であった私の父、つまりラーシュの曽祖父が受け入れ匿うと決めて、彼女は私の邸、つまりここに滞在することになった。さすがに当主の邸に匿うわけにはいかなかったからな。私は彼女の世話をし、数ヶ月後その魔女は無事、女の子を産んだ。その後、魔力の回復した彼女が匿った礼にと私に教えてくれたのだよ」

「その魔女は、どうやってその禁呪を知ったのでしょうか」

「なんでも、師匠の蔵書を勝手に荒らしていたらその本があったらしい。三つしか覚えられなかったとか言っていたが、その三つのうち私が有効に使えそうなものは一つしかないと言っていたな」

「三つでも充分だと思いますけど、……あと二つってなんだったんでしょうか」

「不老と変身だそうだ」

　不老は文字通り身体が年を取るのを止めるもの。そして変身は一時的に他人の姿に変わることができる術だ。年齢や性別に関係なくその姿に変わる。

「……！　それは、確かに、両方ともマズいかも」

　ヴィオラが難しいカオをするが、ラーシュが首を傾げる。

「変身は確かにマズいと思うが、不老はそんなにマズいか？」

「貴族のご婦人などにものすごく需要があるだろうね。若く美しいままその時が止まればさぞ喜ばれることだろう。だが、その術をカネで売る者が出てきたらどうなると思うね？」

「あ、そういう方向にダメだということですか」

「それもありますが、不老ということは身体の代謝が止まる、若しくはものすごく遅くなるということですよね。それは病気や怪我が自然治癒で治らないということに繋がります」

「え、そうなのか。でも、魔術でなら治るんだろう？」

「逆に言えば、魔術でなければ治らないんです。そんなリスクを負うのは大変ですよ。自分が魔術師であればまだしも、普通の人ならかすり傷でも死活問題です。誤って指の先を切っただけで、血が止まらなくて出血多量で死ぬなんてイヤ過ぎる死因でしょう」

「……ソレは確かに格好悪すぎるな」

「それに、二十代や三十代くらいの健康な身体ならまだいいですが、悪意で子供にかけてしまったらその子はもう身体が成長して大人の身体にはならないことになります。それが例えば貴族のお家騒動などに使われてしまったら」

「ああー、妾妻が正妻の子にそんな術を掛けさせて跡継ぎを妾腹の子にと画策するとか、えげつない事件がありえそうだな。だが、身体が成長しないのなら子供もつくれないから跡継ぎの問題でそれに乗らざるを得ない」

　ラーシュが渋いカオをする。ヴィオラがうなずいて首を傾げる。

「そもそも、この場合の不老って、代謝が止まっても問題ない身体になるということなんでしょうか。代謝を止めるから必要なくなって食事が要らなくなる？　あ、でもそのままの身体を維持するためにも動くためにも食事は摂る必要があるのかな？　でもそうするとそれを消化するためにはやっぱり内臓が動く必要があるし、それを魔術で可能にするにしても、どういう作用をもたせれば、ああ、それとも止まっているはずの代謝を無理矢理存続させる方なのか……、あ、そうか、代謝をどうこうじゃなくて、細胞の老化を防ぐ方？　ずっと常に活性化させることで老化が止まる？　…………あ、すみません！」

　真面目に考え込みそうになって、ラーシュの視線に気付いて慌ててカオを上げた。

「いや、俺は術の構築の仕方とかは判らないが、やはりきみからするとそういうのが気になるんだろうな。術式が判れば理解できるものか？」

「そうですね、全部理解できるとも限らないですけど、方向性は。でも、そもそもそんな人間の生体の摂理から外れる術だとすると、とんでもない量の魔力とかすさまじく複雑な術の構築とか魔法陣の利用とか、かなり大変そうだと思うんです。禁呪以前に術を行使できる魔術師がものすごく限られそうですよね」

「ああ、少なくとも、『扉』も開けられないような術者じゃ無理そうだな」

「はい。それに、そんな大変そうな術、魔力以外なんの対価もなく行使できるものかどうか……」

　ヴィオラが首を傾げると、ブルーノがうなずいた。

「うん、不老というだけでそこまで読むとはなかなか優秀だ。さすがはエルヴィーラ殿の弟子だね。ただね、その魔女が言うには、禁呪になった理由はその術の内容や難しさというよりその代償だろうと」

「やっぱり。ナニがあるんです？」

　ラーシュが訊くと、彼の師匠は穏やかに言った。

「術を掛けられた対象は、生殖能力を失うそうだ」

　ヴィオラとラーシュは、息を呑んだ。

「それは……」

　それ以上、言葉が続かない。ブルーノは続けた。

「それでも、その術を掛けてもらいたい女性は多いだろうね」

「え、なんでですか」

　素直に驚くラーシュだが、ブルーノはヴィオラに視線を寄越した。

「ヴィオラ嬢は判るだろう。それくらい女性の若さに対する執着は強いというコトだよ。さすがに未婚の女性はためらうだろうが、結婚して何人か子供を産んだ後なら別に構うまいという女性は多いと思うよ」

「ええ、そうでしょうね。だからこそ、禁呪になったんじゃないでしょうか」

「だからこそ？」

「跡継ぎを産んでしまえば貴族の奥様の義務は果たしたからあとは好きにしていいだろうと思うかもしれませんし、そしたらリスクは二の次で若く美しいままありたいという貴族の奥様がいても全然不思議ではないと思います。月のモノも無くなるのでしょうし、その煩わしさや生理痛などの体調不良もなくなりますし、これで更年期障害の類もないのであれば、もっと需要が増えるかも」

「むしろ、妊娠しないと確定しているのなら浮気や火遊びをいくらしても問題無いし、とりあえず健康維持のためにお抱えの魔術師さえ確保できれば、むしろ喜ぶ方の方が多いかもしれないね」

「……そういう、ものなのか……？」

　さすがにそういった女性心理にはイマイチ疎いラーシュが戸惑った様子で困惑する。むしろ、ブルーノがよく理解していてヴィオラはちょっと驚いた。

「ともかく、その魔女は自分が使う気は無いが、完全に興味で覚えたと言っていたよ。その辺はとても魔女らしいと思ったのを覚えている。魔女は探求の徒だというからね。ヴィオラ嬢、きみもそうかな？　習えるものなら知りたい？」

「興味がないとは言いません。ただ、知るのが怖いという気持ちもあります。特に、『変身』と『不老』は解除できるかどうかにもよります。『強奪』も、防ぐ手立てがなければ魔術師には恐ろしい武器になりますし、自分が知ることより世間に流出する方が怖いです」

　素直に思うことを言えば、ブルーノはうなずいた。

「うん、そういう理解で正しいと思うよ。ただ『知りたい』だけでなく、きちんとリスクを理解するのはとても大切だ。ラーシュがそこまで理解していたかは判らんが」

「ヴィオラが使われたら確かに大変なことだと思いますよ。でも、例えば俺が魔力をすべて奪われたとしても、戦闘能力を奪われるわけではないですから、俺にとってはたいしたことではないと思いますが」

「阿呆。奪われた魔力を使って攻撃をされたら防ぐ手立てがないだろうが」

「…………ああ、そうか」

　ラーシュは騎士だが、彼の魔力量より少なくても魔術師をしている者だっている。そういう者がラーシュの魔力を奪って許容量を増やせば、やり方によってはラーシュを倒すことだってできるかもしれない。

　まあ、実際はその程度の相手なら魔術を使われる前に斬ってしまえばいいのだろうし、本当に勝てるかは別だが。

「まあ、実際私が習った術は『強奪』だけで『不老』の方は聞いてないから、教わりたいと言われてもきみに教えてあげるわけにはいかないんだが。それでもそういう術が現存したという事実は間違いなくある、ということは知っていていいと思うよ。もし興味がある、知りたいというのなら、きみの師匠やアンセルム、ああ、王城の魔術師長に聞いてみるといい。なにか教えてくれるかもしれない。探求するのは辞めておけと言われるかもしれんがね」

「……はい。覚えておきます」

　穏やかに笑むブルーノにうなずいたヴィオラだが、とりあえずそれでも心に留めておくだけにしておこうと思った。

　そんな術を知るのは怖い。そんな術を使うのも怖い。

　他人を傷つけるコトを厭う魔女は、まだ興味よりも恐怖の方が強かった。










　初めての出張仕事を無事終えたヴィオラは、ラーシュより一足先に王都に戻ることになった。

　ヴィオラは公用の移動魔法陣で帰るつもりだったのだが、その使用料の金額を聞いて思わず自前の『扉』で帰ると決めたからだ。魔術庁持ちだと聞いてはいるが、それでも庶民のヴィオラにはさすがにちょっとためらう金額だったのだ。

　エルヴィーラが出張から戻ってくる時、いつも『扉』でひょいっと帰ってくるが、もしかしたらそのせいもあるのかもしれないと思ってしまった。もちろん帰り着く先は王城内の魔法陣なので、そこから更に自宅まで帰ってくる二度手間を考えたら直接家に帰った方が楽だという方が圧倒的に理由としては強いと思うが。

　戻る前にまた抱こうか？　と楽しげに言ったラーシュには丁重にお断りをした。さすがにノシュテット邸にそれだけのために滞在するのは恥ずかしすぎる。

　ノシュテット邸のラーシュの部屋に入れてもらい、そこを起点にして帰るコトにする。

　さっきまでご両親もいて見送ってくれると言ったのだが、ラーシュが追い出したのだ。

　とても残念そうに、それでも見送ってくれることにしたラーシュは微笑んで言った。

「これで、これからはどうしてもきみに逢いたくなったらここに来てもらえるな。もちろん早くきみのところに帰れるのが一番いいんだが」

「はい。そしたらいつでも逢えますね」

　笑顔でうなずいたヴィオラに、ラーシュが困ったように微笑んだ。

「ああ、困った。この段になって帰したくない。もう三日くらいいて欲しい」

「それで三日経ったらまだ帰したくないって言いそうですね？」

「当たり前だろう。可能な限り一緒にいたい。でも、さすがにそうできないのは判ってる。なにより、ここにいると母上にきみを取られて結局傍にいてもきみを愛でられない気がするしな」

　随分ヴィオラを気に入ってくれた様子の母君は彼女にとってはありがたかったが、ラーシュからすると恋人を取られそうなのが気に入らないらしい。

　くすぐったい思いをしながらラーシュに軽くキスをすると、すかさず舌まで入れられてがっつりと奪われた。

　最後までちょっと照れくさく恥ずかしい思いをしながら手を離そうとすると、ラーシュがその手を止めた。

　どうしたのかと見上げると、そこには優しい目で恋人を見下ろすラーシュがいて。

「きみが帰ってしまう前に、ちゃんと言わせてくれ。ヴィオラ、仕事の完遂、よくがんばったな。それから領主の息子として、ドリテアを護ってくれてありがとう。そして、俺の命を護ってくれてありがとう。やはりきみは俺の最高の伴侶だ」

　思わず目を瞠ったヴィオラは、次には満面の笑顔でラーシュに抱きついた。

「……嬉しい。嬉しい、うれしい！　ラーシュ様に認めていただけた！　すっごく嬉しい！」

　ぎゅーっと抱きしめるヴィオラを受け止めて、ラーシュが微笑む。

「私、がんばりますから！　これからも、もっと頼っていただけるように！」

「ああ、頼りにしてる。でもあまり無理はしてくれるなよ。また心配になる」

「心配かけないようにがんばります！」

　勢い込むヴィオラに笑いながら、ラーシュがもう一度、今度は軽くくちづけた。

　そして、ラーシュに見送られてヴィオラは家への扉を開けた。
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　ヴィオラが王都に戻ってから半月経って、やっとラーシュが戻ってきた。

　本当に竜の活動期が落ち着いてからの帰還となったラーシュだったが、竜を斃して以降竜の再出現はなく、滅竜騎士として働くことは無かったことに、ヴィオラはとても安堵した。

　ヴィオラの方は帰ってから報告書を書いて魔術師長に提出すると、初めてエルヴィーラについていってもらうかたちで陛下に報告をした。

　報告書の書き方は、散々エルヴィーラの手伝いをしているから知っている。陛下に報告は、どちらかといえばおじいちゃんに出先であったことを話す孫娘のようだったとあとでエルヴィーラに笑われた。










　ラーシュが戻ってから更に半月後、王都にて舞踏会が開かれた。

　ヴィオラには関係ない話だと思っていたのだが、ラーシュが竜を斃したことで滅竜騎士として招かれ、その婚約者としてヴィオラまで呼ばれてしまった。

　そんな場所に呼ばれても、まずもってドレスもなければ装飾品や靴も無いのですが！　と思ったら、いつの間にやら師匠が一式を用意してくれていた。可愛らしさの中に上品さがある薄紅色のドレスとそれに合わせた装飾品や靴はヴィオラによく似合っていて、さすがのセンスの良さだ。

　今日は馬車で迎えに来てくれたラーシュが思わず立ち竦んだヴィオラの可愛らしさは、エルヴィーラがドヤ顔をするのも甘受すべき出来で、ヴィオラとしては気恥ずかしいことこの上ない。

「では師匠、行ってきます。絶対居心地悪いんで、とっとと帰ってくると思いますけど」

「そーいう時はとりあえず出てるお料理をしっかり食べてくればいいのよ。一食浮かせてきなさい」

　どうしようもないアドバイスにヴィオラが笑い、ラーシュが苦笑する。

「堂々としてればいいの。招待してきたのは陛下なんだから、文句があるなら陛下にお言い！　って気分で、余計なコト言う他の貴族なんか無視してりゃいいわ」

　笑顔で手を振る師匠に見送られて、ヴィオラはラーシュに連れられて家を出た。

　当たり前だが初めて参加する舞踏会は、ヴィオラにとってはすべてが未知で判らないことだらけだ。基本的な礼儀作法くらいは城に連れられて行って陛下に面会する都合上、師匠に教えられてはいるが、舞踏会でのお約束などさすがに知る由もない。ついでに言うなら舞踏会に参加するというのに踊れない。庶民にはそんな嗜みなどない。

　ラーシュにくっついて最低限他人様に失礼にならないようにするしかないとびくびくしている状況だ。

「大丈夫だ、ヴィオラ。俺も舞踏会は苦手だからな、最低限だけ参加してさっさと逃げよう」

　馬車から降りて堂々と歩きながらラーシュがしれっと言うのを聞いて、ヴィオラはうんうんとうなずいた。

　逃げるという表現をしているところに彼の本音が表れていて、ガチガチのヴィオラはちょっとだけ和んだ。貴族のラーシュが苦手だというのに庶民のヴィオラが苦手だってしょうがないと開き直ることにする。

　ラーシュにつかまるかたちで腕を組み、しずしずと歩くヴィオラは、だがやはり注目の的だ。

　カオが引きつりそうになっているヴィオラに、ラーシュが低く小さな声で言う。

「堂々としていればいい。今日のきみはとても綺麗だ。正直、こんなに綺麗で可愛いきみを他の男の目に晒していたくない。こんなトコさっさと逃げ出して、二人だけでいちゃつきたい」

「ラーシュ様、こんなトコでそんなコト言わないでください」

　ちゃんとしたカオでいなければと思った途端に真顔のままで言われて思わず文句を言うと、ラーシュがくくっと笑った。途端に周りの貴族たちがざわりと反応して、ヴィオラがびくりと肩を震わせた。

　普段滅多に出てこない上に一人で来る滅竜騎士が女性を伴っている上、無表情か仏頂面しか見たことのない貴族たちに、笑った!?　と驚愕でざわつかれたわけだが、ヴィオラはナニがそんなに驚かれたのかが判らなくて更にびくつくことになる。

　堂々としていればいいという師匠のアドバイスは現在の時点でなんの役にも立っていなかった。

「……ラーシュ様はどこから見ても立派な貴族で、お衣装もすごくお似合いでとっても素敵だからいいですけど、私なんかどこから見ても分不相応ですし」

「何言ってる。俺だってこんなトコ不釣り合いもいいとこだ」

　褒められて照れくさそうなラーシュは、今日はさすがに軍服ではなく貴族の華やかな盛装だ。

　ヴィオラの薄紅のドレスとも合う薄緑を基調とした衣装は浅黒い肌とも合っていた。何より上背があり体格のいいラーシュがこういった衣装を着るととても映えて格好良い。どんな着飾った貴公子よりラーシュが格好良く見えるのは決して欲目だけではないと思うのだが、ラーシュはさすがにそこまで褒められると照れくさいらしい。

「だいたい、俺はこの見てくれのせいであまり女性にモテたことは無いんだぞ。そんなコト言うのはきみくらいのものだと思うが」

「それならその見た目で良かったです。ラーシュ様がモテていたら、きっと私、今ここにいないですから。ちなみに私は、お義母様方にも言いましたけど、初めてお会いした時からラーシュ様の見た目も大好きです」

「……まったく、本当にきみは、俺を動揺させるのが上手い」

　口元に手を当ててそっぽを向くラーシュ。照れくさくて、でも嬉しくてしょうがないのだろう。

　周りがざわつく中、ラーシュが騎士団長を見つけ、挨拶に行ったり、逆に挨拶をされたりもした。ヴィオラに対して好意的な目を向けてくれる者もいれば、あからさまに無視する者もいる。それも仕方のないコトだし、むしろ好意的な反応をしてくれる人が意外といたことに、ヴィオラは少し安堵した。

　しばらくそうやって挨拶まわりをしていたら来場の声がした。王族の方々のご来臨だ。

　国王陛下と王太子夫婦、お子様方がおいでになり、一気に場が華やかになった。

　陛下の開催のお言葉の後、不意にその視線がラーシュとヴィオラに向けられる。

「滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテット。この度は二頭目の竜を見事斃したとのこと、誠にあっぱれである。ノシュテット辺境伯及び第六騎士団より報告と感謝の書状が来ておるよ」

「恐れ入ります」

　陛下に穏やかに笑顔を向けられて、ラーシュが畏まって頭を下げたので、その隣でヴィオラも慌てて礼をする。すると更にお言葉が続けられた。

「それから、魔術師ヴィオラ・ノルドルンド、そなたの働きも聞き及んでおる。ラーシュの竜との戦闘に多大に貢献したと共に、ドリテアに於ける今年の竜の異常襲来の原因を突き止め、最悪の状況を回避した功績は大きい。そなたが気付かなんだらドリテアが壊滅の危機に瀕しておったのは間違いないと、ドリテア宮の責任者であるアグネス・ティルダ・オーケリエルムより特に名指しで謝儀が来ておる。初の仕事でこの功績は見事であったな。今後とも、励むがよい」

　思わずカオを上げたヴィオラに陛下が笑みをくれて、感動のあまり胸がいっぱいになる。

「ありがとう、存じます」

　辛うじてそれだけ言うと、更に深く頭を下げた。

　魔女が公式の場でこんなふうにお褒めの言葉をいただくことは滅多にない。そのせいか、微かにざわつくが、ヴィオラは構わなかった。これだけで、今日この場に参加したことに意義があったと思った。

　ふわふわと夢心地な気持ちのまま陛下のお言葉が終わり、やがて楽団の緩やかな演奏が始まる。

　和やかになった場から少し下がると、軽く食事をしてから頃合いを見て帰ろうとラーシュに囁かれた。

　陛下から褒められたところで居づらいのはあまり変わらない。せっかくの美味しそうな食事にはとても興味があるが、そんなに長居したいところではないからその意見にはとても賛成だ。

　では早速、とテーブルに移動しようとしたら、ラーシュが突然話しかけられた。

「ノシュテット殿、今回の働きも見事でしたな。いや、さすがだ」

　振り向くと恰幅の良い派手な衣装の壮年の男性がいた。その後ろに同じように派手に胸元の開いたドレスを着た令嬢がいて、やたらと熱い目でラーシュを見ているのがちょっと不快だ。

「これはリドホルム伯。ありがとうございます」

　ラーシュがいつもの無表情になって礼を言う。直接の知り合いならば邪魔にならないようにとヴィオラが一歩下がると、何故か娘が、ふん、と見下した笑みを向けてきた。なんでだ。

　リドホルム伯は、やけににこやかにラーシュに話しかける。無表情のラーシュとは正反対だ。

「いやいや、さすがは陛下の覚えめでたき滅竜騎士殿。やはりお強い。竜など貴公の前では物の数ではありませんな。素晴らしい！」

「もったいないお言葉ですが、私などまだまだです。今回も彼女の魔術があってこその勝利ですから」

「いやいや、謙遜などなさらずとも良い。貴公が強いのは周知の事実だ」

　やたらとラーシュを持ち上げるリドホルム伯だが、ラーシュは無表情を崩さない。ヴィオラには何となくラーシュが不快そうにしている気がしたが、気のせいだろうか。

　リドホルム伯はひたすらにこやかに、更に話しかける。

「しかし、滅竜騎士殿にはやはり騎士爵では立場が低すぎるというものだ。今後、政治的な後ろ盾が必要となることもあろう。どうだろう、私なら喜んで貴公の後ろ盾となるが」

「ありがとうございます。お気持ちはありがたいですが、私はどのような肩書をいただこうと一介の騎士に過ぎません。その様な心配は不要かと」

「いやいや、そう言わずに。貴族ならば国政に関わるがお家の誉れというものでしょう。今は騎士ですが、その実力ならば後には騎士団長、ひいては将軍職まで上がることも充分あり得ます。それならばやはり爵位は高い方が良いし、そういう付き合いが必要になることは間違いありますまい。ならば妻は貴族である方が良い。いかがですかな、その伴侶に我が娘を選んでいただくわけにはいきませんか」

　にこやかに言いながら、ずいっと娘を押し出してくる。ラーシュは無表情に言った。

「その話は以前にもお断りしましたが。それに私はこのヴィオラ・ノルドルンド嬢と既に婚約致しましたので、ご令嬢との結婚はできません」

　ぽかんと見ていたヴィオラは、ようやく理解した。リドホルム伯という人は、ラーシュを自分の娘と結婚させて婿にしたいのだと。そしてそれは既に以前から申し込まれていて、ラーシュはそれを蹴飛ばしていたのだということも理解する。果たしてそれがヴィオラと付き合う前からかどうかまでは判らないが、とりあえずラーシュがヴィオラと婚約しようが諦める気が無いということも。

　リドホルム伯はこれでもかと言わんばかりににこやかにしゃべり続ける。

「ええ、確かに以前は断られましたが、そろそろ気は変わりませんかな。失礼だが、そちらの魔女の娘より我が娘の方が美しく教養もあり、淑女として貴族の妻として間違いない。ええ、もちろんその魔女の娘があなたに不要などと言う気はありませんとも。しかしそれでも世の中には家格というものがあるのです。貴族でもない娘に貴公の妻が務まるとは思えません。貴族と庶民、ましてこの国で唯一の最強の騎士である栄えある滅竜騎士殿にどこの馬の骨とも知れぬ魔女風情が釣り合うなど有り得ません。当然それなりの家の貴族の娘を妻にするのが正しいというもの。婚約したくらいです、その魔女にも情はあるのでしょうが、愛妾としてお傍に置くくらいは娘も正妻の器量として許しましょう。貴公の将来を考えれば、それが一番ためになる最善の方法ではなかろうかと思うのですが、どうですかな。貴族の系譜に汚らわしい魔女の血など入れることなどありますまい。我が娘と結婚して、我がリドホルムの家を繁栄させていただけませんか。娘、そなたも滅竜騎士殿の今後を考えたら身を引くのが当然だろう。玉の輿を狙って上手いコト取り入ったのだろうが、所詮魔女風情には過ぎた方だ。幸せな夢を見たと思って婚約の解消をするがよい」

　明らかにバカにした視線を向けられて、ヴィオラは思わずうつむく。

　頭から全否定されているのが悔しいが、きっとナニを言おうとこの偉そうな貴族には届くまい。そして実際、今言い返せる言葉をヴィオラは持っていなかった。

　だが、ラーシュはそうではなかったらしい。






「よくもまあ、くだらないことばかりバカみたいに延々とよく回る舌だな」






　ぼそりと、恐ろしく低いつぶやきが聞こえた。恐らくそれは、ヴィオラにしか聞き取れなかったのだろう。目の前の貴族がきょとんとした。

「は？　今、なんとおっしゃいましたかな？」

　訊き返すと、ラーシュが向けたその目を見てリドホルム伯が思わず口籠った。

　ヴィオラでなくとも判る。明らかにラーシュは怒っていた。たぶんヴィオラが見たことが無いくらいに。






「高位の爵位を持っていたら竜が引いてくれるというのならば、少しは考える余地もありますが」






「……は？」

　ぽかん、とリドホルム伯とその娘がラーシュを見た。

「リドホルム伯、失礼ですが、あなたは考え違いをしています。それも、すべてにおいて」

「……なにを、ですかな」

　ラーシュは、伯を見据えた。その金の鷹の目に竦む。

「ご令嬢は竜と対峙する気がおありですか？」

「……なんと？」

　一瞬ナニを言われたか判らなかったのか、伯爵と令嬢が困惑する。構わずラーシュは続けた。

「我がノシュテット家は、当主の妻であっても家を護っていると称して遊んでいるだけでは立ち行きません。まして滅竜騎士の私の妻は、その背後を護る存在として前線に立つくらいの気概がなくては務まりません。ご令嬢にはその気概はおありですか。ちなみにこのヴィオラは、先程陛下よりお褒めの言葉をいただいた通り、魔術にて私の身を護り、我が領地を護ってくれました。これほど滅竜騎士の妻として最適の者はいないと思いますが」

「……い、いや、しかし……」

　呻くリドホルム伯の後ろで、令嬢が青褪めて緩く首を振った。当然だ、普通の貴族令嬢にそんな覚悟などあるわけもない。

「それから、貴族の系譜に汚らわしい魔女の血など入れるなとおっしゃいましたが、ならば私も相応しくありませんね。お忘れのようですが、私も魔術師、魔術騎士です」

「あ！　い、いや、それは失礼した！　しかし貴公はノシュテット家という伝統ある貴族の家系でその娘とは違いましょう！」

「しかし、魔術師の血が汚れているというのなら、私はそれに更に、太古の亜人の血が顕あらわれた先祖返りと謂われています。それは魔術師の血以上に汚れていると言えましょう。それこそ高貴な系譜に入れるのは躊躇われるのではないですか。それに我々の結婚は国王陛下に奏上して許可を得た正式なものです。つまり陛下は我が家系に魔女の血を入れることを否定する気は無いということ。それを否定するということは、陛下の意に添わぬということです。それをお判りで言っておられますか」

　淡々とラーシュが畳みかける。怯んで口籠るリドホルム伯。






「そして、リドホルム家を繁栄させてくれとおっしゃいましたが、それは無理です。私は他家へ婿入りして当主になることはできません。ですからもしご令嬢と結婚したとしてもノシュテット家の分家である騎士爵に嫁入りというかたちになり、私がリドホルム伯を継ぐことはありません」






「……え、な、何故、ですか？」

　まさしくそれが目的で誘っていたのだろうリドホルム伯は、既に困惑を隠せなかった。

　ラーシュは淡々と言う。

「滅竜騎士は、国法により滅竜騎士の肩書を得た時点で次期当主候補から外れることになっており、滅竜騎士を名乗る限り当主になることはありません。ですから、私が嫡男であったとしてもノシュテット家を継ぐことはなく、よって他家に婿や養子に入ったとしてもそれで家を継ぐことはできません。それは私がなんらかの理由で滅竜騎士を辞めるのでない限り適用される事項です。私が滅竜騎士を辞めれば跡継ぎにはなれますが、滅竜騎士を辞めた時点で多岐にわたる免責事項や特権、特別報酬などもすべてなくなります。つまり、一人娘であられるご令嬢が私と結婚すると、繁栄どころかリドホルム伯爵家は跡継ぎ不在で取り潰しとなります。それでも私とご令嬢の結婚を望まれますか？」

　愕然としたカオで、ぱくぱくと口を動かしていたリドホルム伯は、それでも呻く。

「そ、そんな、こと、聞いたことはない……」

「当代一人目の私の大伯父ブルーノも未だ妻帯せず、二人目のベイルマン卿も未婚のまま亡くなりました。その前の御代の騎士も初代がご結婚したのみです。実例が長いことありませんでしたから御存じないのも仕方ないですが、滅竜騎士となった時、改めて法務より伝えられましたので、間違いはありません。お疑いであれば、当局にてご確認ください」

「い、いや、疑うなどとは、そんな……」

　喘ぐように言って、それからリドホルム伯は困惑も露わにそれでも必死に取り繕って言った。

「そ、そうでしたか。いや、それでは我が娘との結婚を勧めるわけには参りませんな。一人娘ですゆえ、婿に入って家を継いでいただくのに、ノシュテット殿ならばぜひにと思ったのですが、ええ、実に残念だ。知らなかったとはいえ申し訳ない。この話は無かったコトに」

「はい、もちろん。では、我々はこれで失礼致します」

　ラーシュが軽く頭を下げたのでヴィオラも慌てて挨拶の礼を取る。そしてそのままヴィオラの肩を抱いてラーシュはその場から離れた。

　少し離れた場所まで来たところで、ヴィオラが不安げに隣の婚約者を見上げる。

「……あの、ラーシュ様」

　全否定して言い返してくれたのはとても嬉しかったのだが、立場とか各種方面にてそれこそ問題無いのだろうか、と心配になったのだ。

「判ってる。かなり大人げなかった自覚はある。だが、我慢できなくてな」

　それでもまだラーシュは機嫌悪そうな様子だった。

「きみと付き合う前から何度断ってもしつこくてな。ずっと結婚する気が無いと断っていたのだが、きみと婚約したからその気になったらしいと踏んだんだろう、このところものすごく鬱陶しかったんだ。そんな時によくもあそこまできみのことをバカにしてくれたと思ったら止まらなくなった」

　少しバツが悪そうなラーシュだが、ヴィオラは嬉しくてラーシュの腕に抱きついた。

「……嬉しかったです。私のこと、庇ってくださって」

「当たり前だろう。誰がなんと言おうときみは俺の唯一だ」

　微笑みあう二人を遠巻きに見ている者が多い中、平気で話しかける者がいた。

「まあ、アレくらいの障害は自力でどうにかしなければ、この先やっていけないな」

　聞いた覚えのある声に振り向けば、そこにいたのはラーシュの師匠ブルーノ・モンス・ノシュテットだった。
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「師匠!?　どうしたんですか、舞踏会に参加するなんて」

　ラーシュが目を丸くしているのを丸無視して、ブルーノはヴィオラに優しい笑みを向けた。

「やあ、ヴィオラ嬢。元気にしているかい」

「はい、お陰様で。ブルーノ様もお変わりはありませんか」

「ああ、ありがとう。元気だよ」

　にこやかに挨拶した後、やっとブルーノはラーシュを見遣った。

「あの家系は典型的な権威主義者だ。一番初めに婿には入れないことを言っておけばそれ以上寄っては来なかっただろうに」

「世間的にそんなに知らないなんて思ってなかったんですよ」

「おまえ自身はそこそこ有名でも、滅竜騎士に特権と制限があることを世間はそこまで詳しいわけではあるまいよ。ヴィオラ嬢だって、そうだろう？」

「はい、たぶん全部は知らないと思います。きちんと知らなくてはと思っているのですけど、その、申し訳ありません」

「いや、謝ることではないよ。これから知ればいいことだ」

　優しく笑んでいるどこまでも女性に甘い師匠に呆れながら、ラーシュが訊いた。

「それで、結局どうして今日はここにいるんです？　もう隠居同然だし面倒だから、もう王都まで来るつもりはないと以前言っていたじゃないですか」

「私もそのつもりだったのだがね」

　肯定したブルーノは、意味ありげにちらりと二人を見てから背後を見遣った。

「国王陛下が、最後にもう一度会いたいから出て来いとの仰せでね」

「……最後？」

　え、と戸惑うヴィオラとラーシュだが、ブルーノはそれ以上言うことなく甲斐甲斐しくヴィオラに食事の給仕をしてくれて、慌てているとラーシュまで張り合って飲み物をもらってきてくれる。致せり尽くせりで申し訳ない。

　舞踏会だというのにダンスもせず、ラーシュはたまにダンスを誘いにくる令嬢を断りながら、緩く時間が過ぎていき、そろそろこっそり帰ろうかと話していると、不意に音楽が止まった。舞踏会というだけあってダンス曲はずっと止まることなく次々と新しい曲が演奏されるはずなのにどうしてなのか、とラーシュだけでなく他の貴族もざわざわとざわつく。

　どうしたのかと戸惑っていると、二階に上がる吹き抜けの階段を上がった張り出しの回廊の中央に、陛下が立っていた。隣に王太子殿下と、その後ろに。

「……師匠？」

　ヴィオラが目を瞠る。家で見送ってくれたはずのエルヴィーラがいた。師匠を見間違えるはずはない。ラーシュもそれに気付いて驚いている。

　何故か陛下ととても親しいとはいえ、公式の場でエルヴィーラが陛下の傍に侍ることは今まで無かったし、身分的にもさすがに無理だ。何故なのかと思っていると、陛下が貴族たちをゆっくりと見まわしてから口を開いた。






「我が親愛なる臣下たちよ。私の最後の言葉を聞いておくれ。

今日を最後に私はすべての職務から手を引き、隠居をすることにした。

本日この場に於いて、国王の職務を王太子エドヴァルドに譲ることにする」






　一瞬の沈黙の後、場がどよめいた。

　もちろんヴィオラも、そしてラーシュも驚いた。その隣にいたブルーノだけが驚いていないが、そんなコトを気にする余裕は二人には無かった。

　突然の譲位といえ、年齢を考えれば不思議ではない。むしろもっと早くても問題無いくらいだ。後継者に不安があるというワケでもない。王太子は有能で立派で威厳のある王族として誇れる方だ。

　それでも陛下が陛下でなくなることが悲しい。

　恐れ多いことだが、おじいちゃんと呼びたくなるくらいにヴィオラのコトを気に入り可愛がってくれている国王陛下が王位を降りるということは、もうこれ以降は師匠に付き合って王城に来ても陛下にはもう会えないというコトだ。身分を考えれば今まで会えていた方がおかしいが、それが愕然とするほどに悲しくてショックだった。

　にこにこと好々爺の笑みを浮かべた陛下の隣に立った王太子殿下が、厳めしい表情のままで、実務は既に引き継いでいるので政務に支障はないこと、戴冠式の時期などを告げ、式の後、戴冠後に自身の長子である第一王子が王太子の地位を引き継ぐことも付け足した。そして更に言葉を継ぐ。

「国王レオナルド・ヴァルタル・レンストランドの退位に伴い、王族の名に連なることを許される者を一人加えることになった」

　会場のざわつきが更に大きくなったが、王太子が軽く手を上げるとそれが静まる。

「父レオナルドの王太子就任以前に設けた庶子の子である。我が母である正妃が輿入れする前の出来事で、私には異母姉となる存在だがその姉は伴侶と共に既に事故で死亡しており、その子のみが生き残っている。その娘を王族として受け入れることとなった」

　王太子はぐるりと会場を見まわし、ヴィオラを見つけると、一度じっと彼女を見た。






「ヴィオラ・ノルドルンド。そなただ」






　一斉に、貴族たちの驚愕の視線がこちらに向いた。

　だが、ヴィオラはまったくそれに反応することは無かった。

　何故なら、ヴィオラは、ナニを言われているのかが、さっぱり判らなかったからだ。

　途中まではちゃんと理解していた。実は陛下に庶子がいて、その人の娘さんが王族に入るのだと。だが、何故その後に自分の名前が呼ばれたのかがさっぱり理解できなかった。

　完全に脳がフリーズを起こし、身体も動かなかった。それは実は隣にいたラーシュも同様だったのだが、さすがに早々に我に返ると慌てて固まっているヴィオラの身体を揺すった。

「ヴィオラ、おいヴィオラ、しっかりしろ。気をしっかり持て」

　それでようやくはっと我に返ったヴィオラが思わずラーシュを見上げるとカオが青褪めていて、彼もさすがに驚いているのが判る。それで一気に血の気が引いた。

　いやいやいや、有り得ない、そんなバカな。嘘でしょう!?

　だが、それを自分が言う前に誰かが言った。

「殿下！　お待ちください！　その者は魔女でしょう！　事実間違い無いのですか!?」

「よしんば事実であったとしても、魔女を王族に入れるなど言語道断、王家の血筋が汚れます！」

「お考え直しください！　最後に陛下の御名を汚すことなどありません！」

　一人が口火を切ると次いで何人も否定の声を上げる。それは血筋に拘る貴族ならではの不平であり、当然上がるであろうと予測されたものであった。

　ヴィオラ自身ですらさすがに俄かには信じられないのだ、当たり前といえば当たり前と言っていい。

　だって、それが本当なら母が陛下の娘ということになる。正直あまり覚えていないが、全然そんなコトは考えられない普通のお母さんだったことは間違いない。やっぱりナニかの間違いとしか思えない。

　だが。






「事実を事実と受け入れられず握りつぶすが正しい政道であると、堂々と言える者がいるのならば名乗り出るがよい。直ちにその職務をはく奪し、隠居を申し付けよう。私は陛下ほど優しくは無い」






　王太子がはっきりと断言したことで、その場が静まり返る。

　その時点で既にエドヴァルド・アウグスト・レンストランドは国王と名乗るに相応しい存在であった。

「今まではヴィオラが女子で国政に直接関わる存在でなかったことと、魔女であることで当然反発もあろうということもあり公表しなかったが、私が王太子を継承する時には既にその認知はされていたことだ。だが、この度成人し、立派に魔術師の職務を果たしたことで一人前と認められ、更に滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテットとの婚姻が決まった。ノシュテットと結婚し次第王族としての籍は抜かれるため、実際に何かしらの支障が生じるわけではない。また、この後、ヴィオラ・ノルドルンドに王族の公務が課せられることは基本的には無い。それでも陛下の最後の意思としてそれを特に望まれたため、これを公表するに至った。これはそなたたちに意見を求めるものではない。決定事項である」

　王太子が断言したことで、文句を言っても覆るものではないと理解したのだろうか、それとも職務をはく奪覚悟で不平を言う度胸のある者がいなかっただけなのか、その場は静まり返った。

　その中で、ヴィオラだけが恐る恐る口を開いた。

「……国王陛下、王太子殿下、あの、本当にそれは、間違いではないのですか？　恐れ多すぎて、俄かには信じられなくて、申し訳ありません、でも……」

　それは、ここまできて更に問うのはある種の不敬ですらあると言えた。だが、それまで黙っていた国王陛下は、にっこりといつもの優しい笑みを浮かべて応えてくれた。






「ヴィオラよ、私の孫というのは不満かの？　ついでにいかつい叔父もついてくるが」

「……父上。ヴィオラ、間違いはない。そなたは間違いなく私の姪だ」






　王太子が一瞬渋いカオをしてから、それでも穏やかに言ってくれた。

　……では、本当に真実なのか。本当の本当に事実なのか。

　縋るように陛下の後ろにいる師匠に目をやる。師匠はいつもの楽しいコトを見つけた時のような満面の笑みでうなずいてくれた。

　師匠は母の知り合いだと言っていたはずだ。つまり、母を直接知っているはずで。ということは真実を知っていても不思議は無いはずで。

　……冗談だと言ってください、師匠……。

　ヴィオラは、その場で気を失った。










　気付けば、ヴィオラはベッドに寝かされていた。

　心配そうなカオでラーシュがカオを覗き込んでくれて、以前もこんなコトがあったなとぼんやり思う。

「ヴィオラ、目が覚めたか。大丈夫か？」

「……ラーシュ、さま」

　ぼんやりとしたアタマでぼんやりと返事をすると、視界にひょいっとエルヴィーラが現れた。ベッドの枕元に座ると額に手を当てられた。ひんやりとした手が気持ち良くて、子供の頃にもよくされた、とぼんやり思ってから、一気にさっきの出来事が思い出されて大慌てで起き上がる。

「ああ、ほらほら、そんな勢いよく起きない。忙しない子ね」

「なんなんですか、ホントなんですか!?　嘘ですよね？　嘘だって言ってくださいよ、師匠！　冗談にしてもタチが悪すぎませんか!?」

「んなワケないでしょ。ホントよホント。マジで事実。だいたい、そーでもなきゃ、いくらあたしの弟子でもあんなにしょっちゅう陛下にお目通りが叶うわけないでしょ。少しは気付きなさいよ」

「無茶言わないでくださいよ！　そんなん察するコトなんかできるワケないでしょ！」

「あはははは、ヴィオラ、めっちゃ怒ってるー。まあ諦めて素直に受け入れなさい」

「そんなの素直に信じられるワケないでしょうがあぁ！」

　喚くヴィオラだが、師匠は弟子のその慌てようにけらけらと笑い声をたてて肯定する。

「なんで今まで教えてくれなかったんですか！　絶対ヒトの反応を楽しみにしてたんでしょう！　絶対そうですよね！　師匠そーいうヒトですもんね！　ホントにタチ悪いですよ、そーいうトコ！」

「まーまーまー、いいから落ち着きなさいって」

「コレが落ち着いていられますか！」

　ナゼか爆笑している師匠に怒っていると、ふと、ぼそりと男性の声がした。

「……おとなしい娘だと思っていたが、素はなかなか賑やかだったんだな」

　ラーシュの声ではないことに驚いてそちらを見れば、なんと恐れ多いことに王太子エドヴァルド殿下が扉の横の壁にもたれて立っていた。

「……っっっ!?　殿下！　し、失礼を致しました！」

「いい、そのままでいいから」

　慌ててベッドから降りようとしたのを止めて、エドヴァルドの方から寄ってきた。ヴィオラが起きるまでエルヴィーラが座っていたらしい椅子に腰を下ろす。ラーシュがベッドから一歩離れて身を引いた。

「驚かせてすまなかった。まさかおまえがまったく知らなかったなんて思わなくてな。あの距離からでもおまえが真っ青になったのが判ってマズイとは思ったんだが」

「い、いえ、あの、私の方こそあんなところで気を失うなんて失態をしでかし、本当に申し訳なく」

「おまえが謝ることではない。むしろ責めるのはエルヴィーラ殿の方だ。何故彼女に教えなかった？」

「だって、そんなの教えたってひとつもいいコトないじゃない」

「だからって……はぁ、まあいい、あなたがそういうヒトなのは承知だ」

　エドヴァルドが深く溜息をつく。

　特に気分を害しているわけではない様子なのに安堵して、ヴィオラは恐る恐る訊いた。

「……あの、殿下。先程のお話は本当に事実なんですか？　私が陛下の孫だなんて」

「ああ、事実だ。さっきも言った通り、おまえは父が王太子になる前に庶子として生まれた娘の娘、つまり孫だ。おまえの杖に緑の石が嵌まっているだろう。それは父がおまえの母に贈ったものだ。万が一暮らしが立ち行かなくなった時に売って生活の足しにするようにと。それを今持っている者がおまえならば、間違いなくおまえがその娘だ」

　ヴィオラは思わず枕元にあった自分の杖に目をやる。てっきりガラス玉だろうと思っていた石が本物の宝石だと知って、思わず怖くなった。この五粒、果たして総額いくらするものなのか。

「おまえの母は国王の庶子と知って尚、普通の庶民の暮らしを望み、父がそれを認めたため城には上がらなかった。だが、まさかこんなに早く亡くなるとは思わなかったな。訃報を聞いた時、父が随分落ち込んで嘆いていたのを覚えている。結局俺は一度もその姉に会ったこともなく逝かれてしまったが、一度くらい会ってみたかったとは思っていた」

　ふとヴィオラは、エドヴァルドが王太子の立場で話しているわけではないことに気付いた。

　舞踏会では陛下と呼んでいたが父と、そして自身を俺と言っているということは、今は私人であるというコトだ。そしてそれが判ると、恐れ多くも王太子殿下がヴィオラを気遣ってくれているのだと察して恐縮する。

「今更公表したこと、父を責めないでやってくれ。やっとおまえが成人し、国一番の騎士に託すことができたことをとても喜んでいた。だが同時に、おまえが庶民で魔女であることで、ことあるごとに貴族たちに嫌な思いをさせられ、この結婚にも文句をつけられていることを父は随分気にしていた。おまえが孫であることを公表することでそれを封じることができればという祖父から孫への気遣いだと思ってやってほしい」

　さっきの貴族も言っていた。滅竜騎士の結婚相手が庶民の魔女では身の程知らずだと。だが、それが王家の姫ならば。

　姫の降嫁は騎士として最高の誉れだ。それが例え庶民上がりの姫であっても、これで周りの貴族は表立って文句はつけられまい。たとえ内心でどれだけ悪態をついていても。

「……責めるなんて」

　その思いやりに感動して目を潤ませるヴィオラに、エドヴァルドは続けた。

「成人してからおまえは母親によく似てきたと父が最近よく言っていてな。市井にいて成人した姿なんか見たことは無いはずだろうと言ったら、実はこっそり会っていたときた。どうやってかと思ったら、そこの魔女がしっかり手引きしていたんだ。『扉』の魔術を使って何度も会っていたそうでな、実はこっそり結婚式にも参列したし、赤子のおまえも抱いたことがあるそうだよ」

「そうなんですか!?」

　振り向いたら、にやにやと笑う師匠はドヤ顔だ。

「だあって、娘の結婚式にくらい参列したいでしょ？　孫が産まれたら会いたいでしょ？　普通の親の当然の感情じゃない」

「ああ、その点は感謝しているが、あまりに自由過ぎるのは考え物だと思う。警備や補佐の者たちの気苦労も知ってくれ」

「知ったこっちゃないわー。あたしは陛下のお願いを叶えただけだもの」

　エドヴァルドは渋いカオをしているが、ヴィオラは嬉しかった。やっぱり師匠は優しい。

　そして、やっと陛下が本当に自分の祖父なのだという実感がじわじわと胸にしみてきた。

「おまえがエルヴィーラ殿の弟子になってからちょくちょく王城に連れてこられていたのも、父に会わせるためだったんだろう。なんだかんだで結構懐いてくれていたことを、本当に父は喜んでいた。俺にはなかなか馴染んでくれなかったがな」

「え、あ、いえ、でも！」

「いや、判っている。おまえが知らなかったのだから仕方ない。それに俺はいかついからな」

　もしかしてさっきいかつい叔父と言われたのを気にしているのか。ヴィオラは慌てて首を振った。

「いえ、あの、私は、殿下が私なんかのコトを覚えていてくださっているのがいつもとても嬉しくて、お優しい方だとずっと思っていました。頭の上にこう、手を乗せてくださる仕草が、恐れ多いですけど父にされているみたいで嬉しくて。あ、でも実際の父はもっと掌でぐしゃぐしゃっとしていたんですけども」

「……そうか」

　うなずいてくれたエドヴァルドの口元がほんのりと微笑んでいて、ヴィオラはほっとした。父みたいだなんて不快に思われないかと思ったが、喜んでくださったようだと安堵する。

「これからは、叔父と呼んでくれて構わない。俺の妻も子供たちも承知している。遠慮することはない。いいな」

「そんな、恐れお……はい、お、お……叔父上……」

　恐れ多い、と遠慮しようとしたらエドヴァルドに睨みつけられ、おろおろと口走ると、良しとうなずかれた。

「無理矢理呼ばせてんじゃないわよ」

　師匠がツッコむと、じろりと視線をくれてから、エドヴァルドは立ち上がった。

「俺はそろそろ舞踏会に戻る。もう少し休んだらこのままラーシュと共に帰るといい。どうせ会場に戻っても周りがやかましいだけだし、おまえたちも口さがない貴族たちの肴になりたくはないだろう」

「はい、ありがとうございます。そうさせていただきます」

　微笑むと、うなずいたエドヴァルドは部屋を出て行った。
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「ほあー、今日は珍しくよくしゃべったわねー、あの子」

　王太子が出て行くと、扉が閉まったのを見計らってエルヴィーラが機嫌良さげに言った。それをヴィオラはちょっと呆れたカオで咎める。

「王太子殿下をあの子って……」

「だあって、あたし、あの子が産まれた時から知ってるのよー。あの子呼ばわりもするでしょ」

　へらへら笑いながら、エルヴィーラが手をひらひらさせる。そして、ひょいっという軽やかさで立ち上がると、身を翻して笑った。

「ねえ、ヴィオラ」

「はい？　なんです、師匠」






「あたし、今夜限りで家を出るから」






　実に簡単に。それこそその辺に散歩に行ってくるわくらいの言い方でエルヴィーラが言ったコトを、ヴィオラはすぐに理解できなかった。

「……は？　ナニ言ってるんです、師匠？」

「だぁから、あたし、あのウチからいなくなるから。ラーシュと結婚したらそのまま新婚生活の家としてそのまま使ってもいいし、新居を新しく用意してあの家は売り飛ばすでもいいし、好きにしていいわよ。要るものは持ってくから残ってるものはどう処分してくれてもいいからね」

「え、あの」

「あなたも成人して結婚もするんだし、もう立派に一人前でしょ。いい区切りだから、独立しなさい」

　独立と言われてやっと理解した。ヴィオラは慌てて止めに掛かる。

「待って、師匠、そんないきなり」

「いきなりじゃないわよー。あなたが魔女になった頃からそうするつもりだったし」

「いやいや、だったらなんでもっと早く言ってくれないんですか。今晩なんていきなりすぎます！」

「じゃあ、一週間前に言ったらすぐ納得してくれた？　一ヶ月前なら？　いつだって一緒でしょう？」

「でもだからって当日は無いでしょうよ、普通！」

「あたしに普通を求めると？」

　そう言われてしまっては、ぐうの音も出ない。非常識と言えばエルヴィーラというくらい、常識とはかけ離れた言動が専売特許なエルヴィーラに普通を求めるのが悪いのか。

　それでもいきなり過ぎる宣言は、陛下の孫宣言と同レベルでの衝撃で、いや、もしかしたらこちらの方がショックが大きいかもしれない。

　だって、今まで本当に当たり前に一緒にいて、今までのヴィオラをつくったすべてを育み培ってくれたひとがいなくなるのだ。師匠であり、育ての親であり、ラーシュを知るまではヴィオラの世界の中心だったひとなのだ。そんなひとが突然いなくなるなんて有り得なかった。

　自分が出て行っても師匠がいなくなる未来なんて一度も考えたことが無かった。

　ラーシュと結婚して家を出ても、エルヴィーラは当然あの家にいて、訪れれば居間でいつものようにのんびり手酌で酒盛りをしている、そんな光景しか信じていなかった。

　気が付いたら、涙がぼろぼろ零れていた。

　困ったように微笑んで、エルヴィーラはハンカチで涙を拭いてやる。

「あーあー、なに泣いてるの。せっかくあたしが完璧に仕上げたお化粧がとれちゃうでしょー？」

「だって。ししょうが、とつぜん泣かすようなコトいうからでしょ」

「なんでよ。泣くようなこっちゃないでしょ」

「泣きますよ！　当たり前でしょう！　師匠、わたしのことナンだとおもってんですか！」

「そりゃあ、あたしの秘蔵っ子、可愛いかわいい唯一の弟子よ。判ってんでしょ」

「じゃあ、いきなりいなくなるって言われたら泣くのくらい当然でしょ！」

「ラーシュがいるでしょ」

「ラーシュ様と師匠が一緒になるわけないでしょう！　同じくらいだいじだけど、だいじの意味が違うんだから！　どっちかいればいいって問題じゃないです！」

　ひっくひっくとしゃくりあげながら怒るヴィオラに困ったのか、エルヴィーラはずっと黙って見ていたラーシュを見上げる。

「ちょっとー、こんなコト言ってるんだけど」

「当然でしょう。いきなりそんなコトを言うあなたが悪い」

「えー、助けてくれないのー」

「ちゃんと責任を持って泣き止ませてから俺のところに返してください」

「うわ、そーいうコト言う」

「言いますよ。こういう反応をされることくらい、あなたなら承知でしょう」

「まあねえ」

　うーん、とぽりぽりと頬を掻いてから、しゃくりあげている可愛い弟子にエルヴィーラは言う。

「ねえ、ヴィオラ。この十五年、楽しかったわ」

「……わたしも、です」

「うん、ありがと。でね、その十五年の間、一生懸命手塩に育ててきた可愛い娘が、このたび悪の滅竜騎士にさらわれるわけよ」

「ダレが悪のですか」

「あんたよあんた。ナニよ、ヒトの留守に可愛い娘を手籠めにしよってからに」

「てごっ、人聞きの悪い！　そんなコトしてません！」

　ついツッコんだら倍返しされて、ラーシュが文句を言う。その反応にはお構いなしで、エルヴィーラが続けた。

「そうなったらね、そうなるって思ったら、あたし、すっごく寂しい気分になっちゃうワケよ。当たり前でしょ、今まで二人だったのに一人になっちゃうんだから。でも、おめでたいコトなんだから、寂しいって思いたくないじゃない。そーでしょ？　だからさ、あなたは親離れ、あたしは子離れをしましょ。いちにのさんで、一緒にね」

　ヴィオラが目を上げて師匠を見ると、困ったように微笑んでいる。うなずいたらもっと笑んでくれた。

「……家を出て、ドコに行くっていうんですか。行くトコあるんですか」

「あるわよー」

　にっこり、と笑って、師匠は言った。






「好きな人のトコにね、行くわ」






　ラーシュが、ぽかんと口を開けた。

　さすがに失礼すぎる驚き方だが、ヴィオラは苦笑した。

「……やっぱり、いたんですね、恋人」

「知ってた？」

「なんとなくは」

　明確にいると言われてはいなかったし、そんな雰囲気も無かったと思う。だが、なんとなくそんな気はしていた。

　遊びに行ってくると言っては家を空けていた。もちろん本当にそうだった時もあっただろうし、酔っ払って帰って来た時はきっと違うだろうと思っていた。だが、たまにいつもよりきちんと身繕いをして嬉しそうに出て行く時の師匠の様子の違いを、恋を知った娘が気付かないわけは無かった。

　それが誰かも、薄々と。

　ヴィオラは、溜息をつくと、師匠のハンカチを奪い取って涙を拭いた。

「もう、それならそうと先に言ってくれれば良かったのに。私だって師匠の恋を祝福くらいしますよ。……もう、会えないわけじゃないんですよね？」

「当ったり前よぉ。だってまずはあなたたちの結婚式に出なきゃだし。日常的に毎日会えないってだけで、別に伝言鳥も届かないようなこの世の果てに行くわけじゃないのよ。なにかあったらこっちから行くわ。でも、あなたからはこっちに来なくていい。あたしはもう魔術庁の仕事も辞めるし、隠居した身とでも思ってちょうだい」

「仕事、辞めるんですか」

「だってあなたがいるでしょう？　育った弟子にあとを任せるのも師匠の務めよ。任せていいわね？」

「……はい」

「ん、よろしい」

　子供にするようにヴィオラのアタマを撫でて、エルヴィーラは笑う。

　ようやくヴィオラの涙が落ち着いたのを見て、ラーシュが言った。

「さっき新居と言われたので言いますが、俺がそちらの家に引っ越すというのでいいですか」

「あら、そうなの？　別にいいけど」

　エルヴィーラが返事をすると、ヴィオラが訊く。

「でも、お城に通うには遠くないですか？」

「馬を使えばそう時間はかからないよ。それにあの家には薬草の畑とか魔術に必要なものがたくさんあるんだろう。ならばきみが動くことは無い。俺の方の荷物なんて大したことは無いし、俺が移った方が早いだろう。別に使用人を必要とするような貴族の暮らしをする気も無いし、俺はきみがいてくれればどこでもいい」

「あら、のろけるわね」

「事実です。……しかし、正直ひとつどうしたものかとは思っているんですが」

「ナニよ？」

「ヴィオラが王族の姫君という公式の扱いになると、元の生活がどうあれ彼女に普通に家事の類をやってもらっていいものかと」

「え、私、普通にやるつもりでしたけど、ダメですかね？」

「普通は、王族の姫がたとえ庶民に降嫁したとしても水仕事はしないだろう」

「別に構わないじゃない。フツウの王族じゃないんだし」

「それはそうですが」

「ダメだって言われるのなら雇えばいいんでしょうけど、でも魔女のところに雇われてくれるヒトがいるかって話ですよね」

「まあ、探せばいないわけでもなかろうがな」

「はーい、提案。弟子を取れば？　それでその子に家事もしつける」

「は？」

　あっけらかんと師匠が言い出し、ヴィオラがぽかんとする。弟子？　自分が？

「え、さすがにまだ早くないですか」

「だって、あなただって三歳で修行と家事の手伝いを始めたのよ。普通は十歳過ぎてからが多いから、できないことは無いでしょ」

「ええー。でもそれは必要だったからってだけで」

「だから、必要だから雇うんでしょ。だったら弟子でも同じじゃない。対価がお給金を払うのか勉強や魔術を教えるのかってだけよ」

「ええー」

　同じ？　本当にか？　いやいや、なんか違う気が。

　考え込んだヴィオラだったが、それをラーシュが遮った。

「弟子というのはまあ、もう少し考えてからの方がいいと思います」

「そうですよね、少し早いですよね」

「というより、俺がヴィオラを今から他の存在に持って行かれたくない。少なくとも当分は俺が独占していたいから、弟子はしばらく先で」

「え!?」

「間違ってはいないと思うが。きみの性格を考えると、弟子を取ったらその子に掛かりきりになってその子の指導のことばかり考えそうだ。そうなったら俺が寂しい。ついでに言えば、ヴィオラは使用人や弟子がいる状況の家で抱かれるのを恥ずかしがりそうだし。そうなったら俺が欲求不満になる」

「もう、なんてコト言うんですか！」

「ああ、それはそうかも」

「師匠まで！」

　ヴィオラが文句を言うが、自分で考えてもそうなりそうだと思う。

　おもしろそうにけらけらと笑った師匠が言った。

「まあ、その辺は二人のいいようにすればいいわ。家事をやる姫様がいたって別にいいじゃない。お姫様育てるつもりならあたしの手元で育ててないもの。そうでしょ」

「そりゃそうですが。私は魔女の弟子であって、お姫様じゃないですし」

　もしその事実をもっと早くに教えられていたとしても、自分がお姫様の生活を選んだとはとても思えない。それは師匠と二人の生活が楽しかったからだ。魔女として人々に嫌われたり蔑まれたりしても、それでも師匠の元を去るという選択肢は一度も浮かんだことが無かった。

「あ、そうだ、師匠。陛下にドレス一式のお礼を言っておいてくれますか。すごく素敵で嬉しかったですって」

「あ、陛下からだって判った？」

「はい。だって、すごく素敵だけど師匠が選ぶデザインじゃないなって思ってたから。それでこの状況なら察します」

「そりゃそうか。判ったわ、すごく気に入って喜んでたって言っておく。この晴れの日のために初めて孫のドレスを見立てるんだってすごく張り切っていらしたからねえ。ありがとう、おじいさまって笑ってたって言ったら泣いて喜ぶわよ」

「あああ、直接そんなコト言える自信はまだ無いんですけども」

「そのうち言ってあげなさい。絶対喜ぶから」

「なかなか難しいコトを言われてると思うんですけど……そういえば、師匠といえばブルーノ様は？」

「ああ、今は陛下と話しているわ。あの人も随分付き合いが長いしねー。なんつっても陛下の最初の滅竜騎士だし。彼が王都にいた時は、よく一緒にこっそり呑んでたらしいし」

「……以前に陛下とは親しいとは聞いていましたが、そんなに仲がいいんですか……」

　呻くように言ったラーシュにエルヴィーラが笑った。

「そりゃあそうよー。陛下の娘、つまりヴィオラの母の育ての親を紹介してもらったのってノシュテット家で、実際にはあの人の仲介だし」

「えええ！　そんな縁が!?」

「そうよー。だってあなたのお母さん、辺境伯領で育ったんだもの」

「そう、だったんですか……。師匠も教えてくれれば良かったのに」

　ラーシュも驚く。

　本当にそーいうコトはもっと早くちゃんと教えておいてほしい、お礼を言うべきだったのでは、とまで思ってから、それも自分の境遇を知ったからこその内容の開示だったと気が付いて、やっぱり師匠が全部黙っていたのが悪いと改めて思う。

　それにしても、そんなところからノシュテット家と縁があったのかと思うと、ラーシュとの出会いはなにやら本当に運命か宿命か……なんて、ロマンティックなコトを思ってもいいだろうか。

　うん、とうなずいたエルヴィーラは、よしとばかりにベッドから立ち上がると、ラーシュの肩にぽんと手を置いた。

「じゃ、ラーシュ、あとは任せたわ」

「任されました」

　真顔のラーシュに、にっ、と笑ってからヴィオラに向き直ったエルヴィーラは、綺麗に笑った。






「じゃあね、ヴィオラ」

「はい、師匠」






　それに応えてヴィオラも笑った。

　それにまた満足そうに笑い返して、エルヴィーラは扉へと向かう。

　師匠が扉を開けた時、ヴィオラが深々と頭を下げて、そして言った。






「今までありがとうございました。……おばあさま」






　一瞬動きの止まったエルヴィーラは、くるりとこちらを振り向くとにっこりと微笑んだ。






「ダメよぉ、こんな若くて綺麗な女をつかまえてその呼び方は。あなたにはずっと、師匠って呼ばれたいんだから」






　……否定されなかった。推測は間違っていなかった。ヴィオラは、ぎゅっと目を閉じる。

　その間に、するりと猫のように扉の隙間を抜けて、魔女エルヴィーラは去っていった。

　すぐに意味が理解できなくてぽかんと呆けたラーシュと、必死に涙を我慢するヴィオラを置いて。










　それから、ラーシュと共に馬車で自宅まで帰り着いた。

　着替えるより早く師匠の部屋へ行くと、エルヴィーラの衣装や化粧品、大切にしていたものはすべて消え失せていた。

　昨日、師匠の部屋を片付けに入った時にはいつも通りでなんにも無くなっていなかったのに、いつの間に運び出したのか。

　その光景を見て、ヴィオラはラーシュに縋って泣いた。

　それが、師匠からの独立であり、親離れをするための区切りだと自分に言い訳をして。
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　舞踏会から一週間後には、ヴィオラの家へのラーシュの引っ越しが完了した。

　ヴィオラはてっきり結婚してからの同居だと思っていたのだが、保護者であったエルヴィーラがいなくなった以上、ヴィオラを一人で住まわせておくのは心配だとラーシュが主張したからだ。

　今までだって一人で留守番などいくらでもしているし、そもそも魔女の家だと知っていて押し入ろうという泥棒や強盗もなかなかいまいと思うのだが、ラーシュはそれでも心配だという。

　ラーシュが早々に騎士の独身寮を退去する手続きをすると、それを知った騎士団の部下がこぞってそれを手伝ってくれた。

　彼らの多くは初めこそ魔女というだけで否定していたが、競技会での仕事やドリテアでの功績を聞いて徐々に考え直してくれる者が増えていたようだ。そんな折に、実はその魔女が陛下の孫姫であったという事実が判ったことで、一気に歓迎の方に傾いた。

　我らが副団長、滅竜騎士様が姫君を娶るという大事件は、その性質上どうしても目立たない地味な仕事が多い遊撃騎士団にとっては、他の騎士団たちに誇り威張れる事案である。

　そんな理由で、ヴィオラの家に押し掛けた騎士たちは、寄って集ってラーシュの通勤に使う馬のための厩舎や水場を本職顔負けな出来でつくり、女手しかなかったため放置していた家の補修や壊れかけていた垣まで直してくれた。結婚するまでに街の大工さんに頼もうと思っていたので実にありがたい。

　なんでも屋と揶揄されている遊撃騎士団の面目躍如というべき技術の高さと身軽さ、動き惜しみの無さはさすがだ。

　元々貴族の別宅だったらしいこの家は、貴族の家だったにしてはこじんまりしているが、それでも三階建てで女の二人暮らしにはだいぶ大きい。三階などは一切手付かずの放置状態だし、二階だって使っていない部屋がある。その三階を騎士たちがついでに全部掃除してくれたのはとてもありがたかった。

　主寝室は当然エルヴィーラが使っていたが、ヴィオラが維持を希望したのでそのままで、夫婦の寝室はそれ以外で一番広い、使っていなかった客間に手を入れて使うことになった。

　そして、ラーシュの提案で門をつくった。実は元々門柱はあったのだが門扉は無く、別に今まではそれでもなんら問題は無かったのだが、必要だと痛感したためヴィオラは同意した。

　なぜなら舞踏会からこっち、ヴィオラの家に貴族の使いが日に何人も訪れるようになったのだ。

　新しく王族となった姫君に挨拶とご機嫌伺いと称して、日々多数の貴族からの贈り物、茶会やパーティーなどの誘いの使いが次々と現れるようになった。

　肩書に姫が追加されたというだけで、実質的にヴィオラがなにか変わったわけではないし、公務にかかわるわけでもない。生活も基本的には何一つ変わらない。

　それでもとりあえず取り入っておきたい、少しでも王族と近付きになりたいという意図が透けて見える誘いや贈り物の数々を、ヴィオラが受け取れるわけもない。

　つい昨夜まで魔女如きと蔑んでいた貴族たちの見事な手のひら返しは、呆れるのを通り越していっそ笑いだしたいほどだ。実際エルヴィーラがいたら、全力で高笑いをかましていただろう。

　ある意味で、ヴィオラを一人にできないというラーシュの心配は当たったことになる。

　とはいえ、日中はラーシュも仕事があるから常に一緒というわけにもいかない。どうしたものかと思ったものだが、たまたま補修に来てくれていた貴族出身の騎士たちが上手くあしらってくれた。

　ヴィオラのあまりの安堵感によほど困っていると察してくれたのか、彼らはラーシュと相談した上で交代で門番まで買って出てくれることになった。

　門番役の騎士たちが二人一組で毎日門前に立って、結婚間近であることと王族の身分を得てすぐでまだ勝手が判らないことを理由にすべてお断りする、という方針で貴族のお使いの相手をしてくれることになった。

　中には高位貴族からのものもあり、ごり押しで返事を要求するものもあったが、それは仕方なく一筆書くことになった。こちらの方が一応立場が上ということになる。それで勘弁してほしいところだ。

　無理をいう者の中には舞踏会で絡んできたリドホルム伯からのものまであり、なんとヴィオラとは知己だから会わせろと言い張って門番役の騎士を困らせたというからその厚顔さには絶句する。

　騎士たちが職務にヴィオラの護衛という名目で門番という項目を自主的に増やしたことを苦笑と共に許可した団長だったが、それを近衛の連中が聞きつけて王族の護衛は我々の仕事だと捻じ込んできたとか、それを副団長の家族の護衛なのだから我々がして当然だと蹴飛ばしたとかいう話がラーシュにまで聞こえてくるに至っては、なんでこんなコトにと苦笑いを浮かべるしかない。

　貴族の挨拶攻勢はしばらく止みそうになく、実際ヴィオラの護衛が必要だと感じるくらいには彼女の周辺は未だに騒がしい。

　一人で食材などの買い物に出るのもなかなか難しく、仕方がないので騎士たちについてきてもらったりお願いして行ってもらったりするのだが、それがまたとても申し訳ないと思う。相手がラーシュだって未だにちょっと申し訳ないと思っているのだ、そう思うのも仕方ないと思って欲しい。

　食材くらいならともかく薬の材料や魔術に使うものだと門外漢の騎士に頼むわけにもいかない。自分ひとりでひょいひょい買い物に行けた少し前が懐かしい。

　そんな時、ヴィオラのところに客が来た。






「へーい、ヴィオラ姫様、元気かーい」

　緩ーい挨拶と共に、現れたその女性をヴィオラは諸手で大歓迎した。

「カーリン！　それからシーラとドリスも！　いらっしゃい！」

「久しぶりね」

　シーラが言うと、ドリスがぺこんと頭を下げた。カーリンが荷物を手渡す。

「頼まれたもの持ってきたよー」

「ありがとう！　お使い頼んじゃってごめんね」

「なーに、いいってコトよ。あたしだって初めて会った時、薬草分けてもらったじゃん。それにしても、姫様の親友だって言って通してもらうって、想像以上に気持ちイイわー」

　カーリンは中身を確認したヴィオラの安堵したカオを見て緩く笑った。

　どうしても必要な材料が足りなくなって、困ったヴィオラが頼ったのはカーリンだった。というよりカーリンしか頼める人がいなかったというのが正しいのだが。

　ラーシュに預けてもらってもと思ったのだが、行くよと言われて、しばらく会えなかったこともあり来てもらってしまった。それはいいのだが、来る日時を連絡してくれた時、シーラとドリスも一緒に行っていいかと訊かれて、首を傾げながら了承したというわけだが。

　居間に通してソファを勧め、お茶の用意が終わると、カーリンがにやにやしながら訊いた。

「一応最初に訊いとくけどさ、お姫様扱いがいい？」

「お願いだから勘弁してください」

「ん、判った。じゃあいつものままで」

　からから笑うカーリンに呆れ加減のカオのまま、シーラが菓子屋の紙袋を差し出してくれる。

「はい、手土産。口に合うといいんだけど」

「え、ありがとう。わあ、これって期間限定の新作！」

　それはラーシュと行ったコトのある菓子屋のものだった。

「嬉しい！　出ていたのは知ってたけど、ラーシュ様が帰ってくる頃にはお店が閉まってるからお願いもできなくて。すっかり出掛けられなくなっちゃったから、もう食べられないかと思ってた」

「大袈裟ねえ」

「そんなことないよ。ホンっトに最近出掛けられないの。ここ一週間くらいは家の敷地から出てないから」

「なんで？」

「あー、貴族の方々のご挨拶のお使いをずっと断ってたら、ヘタに買い物に出ると貴族の家の人に見張られてて、偶然と言い張って寄って来られては、すかさず挨拶やら家にご招待しますとか言ってきたり、贈り物を押し付けてきたりとかするから？」

　困ったカオで苦笑すると、うわあとカーリンが呻いた。

「うわ、めんどくさ。うっとおしいな、それは」

「まあ、やりそうなことよね」

　シーラが呆れた様子で言うと、ドリスがうんうんとうなずく。

「今日私が来たのはね、一応釘をさしておこうと思ったの」

「釘？　ナニを？」

「もしかしたらそのうっとおしい人たちの中に、ウチの実家が加わる可能性があるけど、他と同じように蹴っ飛ばしてくれて構わないからって言いたくて」

「ああ、それ、あたしも言いたかった」

　シーラが肩をすくめると、カーリンが手を上げた。

　シーラ・マルクス・ステニウスとカーリン・イェルド・オデアンは貴族の出身だ。

「競技会の時、あなたと一緒に仕事したじゃない。だから友人じゃないのか、仲良くしてるんじゃないのかって父がわざわざ訊きに来てね。たった一回くらい一緒に仕事したくらいで仲良くなんかならない、伝言鳥の宛先も知らないのに友人なんて言えないって言ったら、あからさまにがっかりして使えない娘だって。あの人、ちょっとでもヴィオラ姫様に近付く手段が無いかって躍起よ、もう」

「あー、ウチもたいして変わらないな。ほぼ一緒。まあ、あたしは初めから、知らんっつってそれ以上口を聞かなかったら、すぐ諦めて帰ったけど」

　貴族の娘二人の言葉にヴィオラが驚く。

「えええ、そんな、ごめんね、私のせいで不愉快な思いを」

「別にあなたのせいじゃないわ。あの人たちが勝手なのよ。普段ヒトのコト丸無視で放置のくせにふざけるなっていうの」

「まったくねえ。普段はあたしなんて存在していない扱いしてるくせに、都合のいい時だけオデアン家の娘って言いやがる。こっちこそ、家のことなんかもう知らんわっつーの」

　けっ、とでも言いそうな口調で言う二人は、どうやら同じように不愉快な扱いをされているようだ。

　カーリンは躾までほぼ師匠に丸投げで早々に家を出されたと言っていたが、シーラも同様だろうか。いずれにせよ貴族の娘なのに魔力があったばっかりに普通の貴族令嬢として扱ってもらえないことは理不尽ではあるが、この国ではそれはよくあることだ。

「ドリスは大丈夫？　なにか迷惑かけてない？」

　心配になって訊くと、微笑んでふるふると首を振ってくれたのでそこはほっとする。

「ドリスは元々私の乳母の娘だから、そういうのはないと思うわよ」

「ああ、そうなんだ。仲が良いと思ったら乳姉妹だったのね」

「まあ、そのせいでだいぶ私のとばっちりにあってて本当に申し訳ないんだけどね」

　途端に一生懸命首を振ってシーラの腕に縋るドリスの様子に首を傾げると、シーラが教えてくれた。






「父がバカなのよ。自分でドリスのお母様を私の乳母に選んでおいて、私とドリスに魔力があるのが判った途端、乳母をものすごくなじったの。乳母は魔力を持ってなかったのに、おまえの乳のせいで魔力が娘にも移ったんじゃないのか、絶対おまえのせいだって。バカじゃないの？　魔術庁に入ってからだって魔力が伝染するなんて聞いたコトないわよ。その上、私が治療方面に適性があると知ったら、今度は出入りの魔術師の医師が私の母と乳母と密通してたんじゃとか疑いだして。もう、疑心暗鬼もいいとこでばかばかしいんだけど、母は気が弱くて父には逆らえない人でね。さすがにお医者様はおじいちゃんだったから誰も信じなかったけど、でも父は頑なにずっとそう言い張ってた。その後も家の体面がどうとか言ってドリスを私のお付きにして、二人まとめてずっと家に閉じ込めてたわ。私、兄が二人いるんだけど、その人たちも庇ってくれるどころか私たちを軽んじてた。あの人たち、私のコトを妹扱いしていなかったもの。ドリスの方が姉妹同然だったわ。おかげで私は下の兄にけしかけられた友人って人たちに無理やり、ドリスは兄も含めて襲われて魔女になった上に、私を守ろう助けようとしたせいですごく殴られてそのショックで声が出せなくなっちゃった。結局その事件があったせいで、母が見るに見かねてそのお医者様に弟子入りという名目で家から出してくれたというわけ。父は、厄介払いができたとしか言わなかったそうよ。なら閉じ込めてないで初めからさっさとどこかの魔術師のところに弟子入りさせてくれれば良かったんだわ」






　貴族の娘だというのになかなか壮絶な人生を送ってきたらしいシーラの話に、ヴィオラは言葉が出なくなった。

　それを察してか、シーラがヴィオラに問う。

「で、ヴィオラ。なんで私がこんなこと話したか判る？」

「……え、わ、判らない、です」

「私たち、あなたと友達になろうと思って」

「え？」

「ああ、間違っても家のためじゃないわよ。そんなコトするくらいなら本気で修道院にでも駆け込むわ。そうじゃなくてね」

　シーラは一度ドリスを見てから、ヴィオラに向き合った。

「マティアス・アードルフ・フェルトって名前に聞き覚えは？」

「え？　………………え!?　なんでその名前!?」

　聞き覚えがあるとぼんやり思ってから、それが誰だか判った途端に声が大きくなった。

　存在自体は記憶から消し去りたいが残念ながら覚えているその名前は。

「誰だよ？」

　ひとり判らないカーリンの問いにヴィオラが答えた。

「ドリテア宮で、ヘンな逆恨みで私を襲おうとした騎士のヒト」

「ああ、アイツか！　え？　なんでそんなヤツの名前をシーラが？　しかもフルネーム？」

　ドリテアから帰ってきてからカーリンには話していた出来事だが、シーラにもドリスにも話してはいないし、そもそも二人には競技会以来会っていなかった。

　だが、答えは意外なところにあった。

「そいつ、私たちを襲った兄の友人のひとり」

「えええ!!」

「一応私も身分だけは貴族の令嬢でしょ。だけど向こうは責任取って魔女を嫁に、ってのだけは勘弁して欲しいってコトで、親同士の話し合いでなんかあったんじゃない？　一応跡取りだったはずなのに、あんなコトやらかしたせいで親に根性叩き直すって騎士団に無理矢理入れられたらしいわ。それで、兄にそそのかされたとはいえ自分でやらかしたコトのくせに随分魔女を恨んでたらしい。冗談じゃないわよ、恨むのはこっちだっての」

「……ああ、なるほど。それで魔女風情だったのね……」

　魔女を嫌う者は多いが妙に下に見て恨んでいそうな感じはあった。そういう方向に嫌っていたのかとは理解したが、いずれにしてもどう考えたって自業自得の逆恨みだ。

「あなたの件で、あの人、一応騎士団の規則で裁かれたはずなんだけど、実は王族を襲ったってことでそういう方向の刑罰を与えるべきでは、なんて声が出てきたらしくてね、なんか上の方で揉めてるらしいわ」

「え、でもそれって私ですら自分が王族って知らなかった時で、さすがに知ってたらやらなかったでしょ？」

「まあそうだろうけど、それはそれで問題じゃない。相手を選んでるってコトで。王族と辺境伯様に気を遣っている勢が突然うるさく言いだしてるってとこらしいわよ」

「えええ。それはなんか違うような」

「そんなもんよ、貴族社会なんて。ちょっとでも良いカオしてどこかで上手いコト取り入って上に上がろうみたいな輩ばっかり」

「それは今、毎日身に染みてるけど」

　でしょうね、と笑うシーラ。どれくらい貴族が押し掛けてくるのかはなんとなく理解しているようだ。

「なんでシーラ、そんなに詳しいの？」

　カーリンが気になったらしく訊くと、苦笑いする。

「残念なことに父の役職が騎士団の文官の上の方でね、そういう情報は入ってくるみたいなの。ノシュテット様の関係と魔術庁への依頼の件からヴィオラのことは知っていたみたいだけど、ドリテアの件の加害者の騎士がよりによってあの男だったからか、わざわざ教えてくれたわ。嬉しくないけどあなたのことがあったから黙って聞いておいたの」

　シーラはドリスとカオを見合わせて笑い合ってから。

「でもまあ、私たちとしては、あいつに罰を与えて更にやり返してくれたらしい相手に友情を感じてもいいんじゃないかと思うわけよ。結構こてんぱんにしてくれたんでしょ」

「んー、まあ」

「結構しっかりやり返したみたいだよ」

　程度を誤魔化そうと思ったらカーリンがバラしたので、やらかしたことを話したら、二人とも声を上げて笑ってくれた。

「よくやってくれたわ。いっそのことその股間、刃でぶっ潰してやったら良かったのに。そしたらもう二度とそんなコトできないでしょ」

「そんなことしないですよ！　それに余計に魔女に恨みを持つでしょ」

　なかなか過激なことを言うシーラの隣でドリスがうんうんうなずいているので慌てて反論するが、カーリンも含めて笑っている。なかなかコワい魔女たちの図だ。

　けらけら笑いながら、シーラが言った。






「あなたの来月の結婚式、ただでさえ呼ぶ人がいないのに、参列する友人がカーリンだけじゃさすがに寂しすぎるでしょ。私たちも参列してあげるわ。だから招待状を寄越しなさい」






　その言葉にシーラなりの優しさを感じて、ヴィオラは思わず笑った。

　そして、必ず、とうなずいて改めてよろしくと手を差し出した。握手をしたついでに伝言鳥の魔力をやり取りする。

　ヴィオラに、二人の友達が増えた。
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　舞踏会から一ヶ月後、ヴィオラとラーシュは結婚式を挙げた。

　参列者は、ラーシュの方は家族と師匠、騎士団長と副官のニルソン。

　ヴィオラの方は師匠とカーリン、シーラ、ドリス、魔術師長、そしてこっそりお忍びで王太子と国王陛下。

　人数的には極々内輪のこじんまりとした式だが、その参列者の位の高さには、花嫁以上に魔女の娘三人の方がビビりまくって固まっていた。

　魔術師長は、仕事上の上司というかたちでの参列だと思っていたのだが、そうではなかった。

　よく聞いたら師匠と魔術師長と陛下の三人の付き合いは随分古く、まだ十代の若い頃からの知り合いらしい。更によくよく聞いてみたら、実は魔術師長は師匠の兄弟子なのだそうだ。そりゃ古くからの知り合いな上にエルヴィーラの扱いをよく判っているわけだ。

　そして、だからこそ魔術師長がヴィオラをなにかと気遣ってくれていたのだと漸く理解した。妹弟子の弟子なら彼にとっても身内だと思っていてくれたのだろう。

　この期に及んでまだ新事実がでてくる事態に、もう隠してるコトありませんか？　ホンっトに無いですか？　とエルヴィーラに訊いて笑われた。ちなみに質問の答えは、『あるに決まってんでしょ』で、ヴィオラはがっくりうなだれた。

　幸い大きな混乱が無かったのは、花嫁が花婿を、師匠が陛下と王太子をそれぞれ連れて『扉』で式場に移動したことで移動による混乱が起こらなかったこと、王立教会の前で遊撃騎士団と近衛騎士団が警護していたせいで招待されていない貴族の乱入が完全に阻止できたおかげだろう。

　花嫁の美しさに涙を見せた国王陛下は、今日はすっかりただの花嫁の祖父だった。

　めちゃくちゃ躊躇いながら、それでもヴィオラが初めておじいさまと呼ぶと、感動のあまりもう何時お迎えが来てもいいなどと言いだし泣き崩れて息子に呆れられていた。

　国王陛下は南の離宮に移って、既にゆっくりと隠居の身を楽しんでいるそうだ。明言はしなかったが、きっとエルヴィーラもそこにいるのだろう。

「あたしは今すっごく幸せなんだから、あなたもちゃんとしっかり幸せになりなさい。いいわね。ああ、ラーシュ、無いと思うけど、間違っても浮気とかするんじゃないわよ。もしやらかしたらあたしの全力でしっかり死ぬまで解けない呪いを掛けてあげるからね。一生髪の毛が生えないとかずっと足が水虫とか、地味ーにずーっとイヤとかうっとーしいヤツ。すごく困るヤツだとヴィオラがいやだろうから」、

　師匠らしい言い様に笑ったヴィオラだが、ラーシュが仏頂面でしませんから絶対やめてくださいとイヤそうに文句を言ったのに、更に笑った。

　次の日、二人は南東にある貴族の保養地として有名な街へ一週間の新婚旅行に出かけた。

　純粋に遊びでの旅行が初めてで観光を楽しみにしていたヴィオラだったが、到着した日の夜から丸二日抱き潰されたことで出掛けられなくて拗ねてしまった。慌てたラーシュに連れられて次の日に出掛けたバザールで、王都では希少な薬草や薬剤の良質なものを破格の安さで発見し、結構な量を買ってもらってヴィオラはようやく機嫌を直した。聞けばこの辺りは鉱泉が湧く地であり、魔術師が喜ぶ希少な草や鉱石などの産地が近いのだという。それを知っていてこの街を旅行先に選んでくれたのだろうラーシュの気遣いにヴィオラは感謝した。

　温泉を楽しみ、その土地の菓子屋巡りをし、土産物の菓子をいくつも買ってその場だったり宿に持ち帰ったりしてたくさん食べた。

　とても楽しい新婚旅行だった。

　またぜひ行きたいですねと言ったら必ずまた行こうと約束してくれた。

　夫婦になったんだから、また二人で行けばいいと。もしかしたら三人になっているかもしれないけれど、とラーシュが笑うと、ヴィオラが恥ずかしそうに微笑んでうなずいた。










　城での仕事を終えて帰ってきたラーシュをヴィオラが出迎えると、門番役の騎士たちは帰っていく。

　そして、次の日の朝、当番の騎士が来て、ラーシュが出勤するまでその新しくつくられた門はしっかりと閉じられる。それがこの家の日常の光景になっていた。

　元々魔女の家に訪れる客は少ないし、夜になると、さすがに貴族の使いも来なくなる。

　夜に魔女の元を訪れなければならないような緊急の所用があった時には、門柱の上の小さな鐘を鳴らせば家に鐘の音が届くよう魔術が掛けられていたから突然の来客にもなんら問題はなく、常にその門は閉じていた。

　なんだか悪い魔女の館みたいだなとカーリンなどはおもしろがったが、ラーシュがヴィオラを護るためなんだから当然だと言って、常にきちんと閉じておくことを妻と門番役の騎士に厳命したのだ。

　そんなわけで、夜になるとこの家はヴィオラとラーシュ二人だけになる。

　夕食を二人で食べながら、ラーシュは何か変わったコトは無かったかと妻に訊くのがいつもの習慣になっていた。

「今日は午前に二件と午後から一件、貴族の方のお使いがいらっしゃいました」

　ちょっと溜息交じりでヴィオラが答える。

「もう結婚して一ヶ月経つんだし、そろそろ収まっても良さそうなものだと思うんですけどねえ」

　貴族からの挨拶攻勢は、結婚後には結婚祝いの贈り物攻勢に変わった。それもだいぶ落ち着いてきたのだが、数日ぶりに使いが来たことでヴィオラが溜息をつく。

「騎士の方々の門番ももうそろそろやめていただいて、普通のお仕事に戻っていただけるかと思ってたんですけど、もう少し待った方がいいんでしょうかね」

「そうだな、もう少し様子を見た方がいいと思う。案外ヤツらは残念がりそうだしな」

「え、なんでですか？」

　彼ら門番当番の騎士は、もちろん日がな門の前で立ちんぼというわけでもなく、二人で組手をしたり、薬草畑の手入れや庭の草むしりなどを手伝ってくれたり、買い物にも行ってもらったりして、ナニかと便利な存在ではある。だが、やはりそれなりに暇だろうし早く通常業務に戻りたいのではないかと思っていたのだが。

「ヴィオラ、門番当番に昼食を出しているだろう。それが妙にヤツらからの評判がいいんだ。門番に立つと美味い昼メシが食えるってな。俺に羨ましいって露骨に言ってくるヤツもいるくらいだ」

「ええ？　そんな特別変わったものをお出ししてるつもりはないんですけど？」

　街の食事ができそうな店は少し離れているし、独身の多い騎士たちは昼食の調達に困るかと思って、毎日彼らに昼食を提供している。どうせ自分の分があるし、少し前まで師匠の分もあったのだからそうつくる手間は変わらないし構わないと思っているのだが、意外に好評だったらしい。

　やたら美味いと言ってくれるのは、みんなヴィオラより年上の独身男性ばかりなので、気を遣ってお世辞を言ってくれているわけではなかったらしいと判ってホッとした。

「なんか最近、結婚したい、嫁さん欲しい、副長が羨ましいとやたらに言われるんだ」

　ヴィオラさん譲ってくださいと言われてぶん殴ったら二度と誰も言わなくなったのは内緒らしい。

「そんな美味いって、どんなの出してるんだ？」

「ええ、今日は、肉団子のトマトソース煮込みとポトフとパン、デザートにリンゴのゼリーくらいですよ」

「俺の昼食より美味そうだな。帰ってくれば良かったか」

「ええー、なんでラーシュ様まで」

「昨日は？」

「ええと、なんだったっけ、ああ、鶏肉のソテーでした。バジルとレモンのソースかけたやつ。ラーシュ様お好きですよね。あと野菜スープとパンと、プリンでした」

「そんなの出すからヤツらが門番当番をやりたがるんだ。もっと質素で適当でいい」

「適当って。せっかくわざわざ来てくださってるんですよ。そんなの悪いです。買い物にも行ってくださってるんですし」

「そんなの、業務の一環だ」

「…………ラーシュ様、もしかして妬いてます？」

「悪いか？」

　あっさりと肯定した旦那様をヴィオラが笑う。

「なんでですか。食事つくってるだけじゃないですか」

「俺がいない時に、きみがつくった料理を他の男と食べているのが気に入らない。どうせ一緒に食べているんだろう？」

「そうですけど、他の男の人って言ってもラーシュ様の部下の方々じゃないですか」

　ひとりで食べても寂しいし、どうせ他の人がいて食事を食べてもらうなら一緒でもいいじゃないかと思うのだが。

「上司の新妻に色目を使うバカは俺の部下にはいないと思うが、それでも本音では嫌だ」

「ラーシュ様ったらもう。心配し過ぎですよ」

「し過ぎじゃない。可愛い妻を心配するのは当然だろう」

　可愛い妻！　つい気恥ずかしくなってしまったが、それでもヴィオラは笑う。

「みんな親切にしてくださいますけど、それは私がラーシュ様の妻だからですよ」

「判ってはいるが、単純にただのヤキモチだ。家の修理や畑の手入れや食材の買い物なんかもまだ俺はなにも手伝ったことが無いからな、俺がやってないことをヤツらが一緒にやっているのが気に入らないというだけだよ」

「……結構気にしてますよね？」

　本来ここは魔女の家だ。やったことのないコトの方が多いのは当然だが、ラーシュは気になるらしい。

「今度の休みには畑だけでも手伝おう。教えてくれないか」

「別にいいのに。でも、ありがとうございます」

　礼を言ったヴィオラは笑う。たとえヤキモチが基になっていようとも、そうやって一緒にやってくれようとする気持ちが嬉しい。

　食事が終わって片付けも済ませ、居間で一息ついているラーシュにお茶を出しながら、ヴィオラが言った。

「さっき、ラーシュ様がやってないことを騎士の方々がいろいろやってるって言ってましたけど、考えてみたら、ラーシュ様としかやってないことだって意外とたくさんありますよね？　師匠とすらしたことないコトが」

　三人掛けのソファの隣に座ったヴィオラに、ラーシュがにやりと笑う。

「ああ、セックスとか？」

「もう！　それはそうですけど、でもそうじゃなくて！」

　判っていて言ったラーシュが、笑って続けた。

「だが、エルヴィーラ殿とすらしたことないことっていうと、だいぶ少ないんじゃないか？」

「そんなことないですよ。一日かけてのお菓子屋さんの食べ歩きとか。最近はできてないですけど」

「ああ、さすがにそれは俺とだけか」

　ラーシュが笑う。

「思えば、きみがあの時それを提案してくれていなかったら、もしかしたら今、こんなふうにきみの隣にいなかったかもしれないな」

　あの時。師匠のお供で城に上がった時、一緒に菓子を食べる機会がなかったら。

　ラーシュが菓子が好きだと白状してくれなかったら。

　……ヴィオラが、思い切って菓子屋の同行を言い出さなかったら。

　ラーシュがヴィオラのコトを、友人として、ひいては女性として見てくれる機会は無かったかもしれない。

　そう思ったら、勢いでだったとはいえ、思い切って言ってみたあの時の自分の勇気を讃えたい。

「あの時は、もうめちゃくちゃドキドキしていたんですよ。断られていたら、私きっとものすごく落ち込んでました」

「あー、あの時は、菓子を買いに行ける機会ができたことに喜んで、女の子と出掛けられるとかいう浮ついた気持ちじゃなかったな。すまない」

「いえ！　それはそれで良かったんです。憧れのラーシュ様と普通に一緒に出掛けられることがとにかく嬉しくて幸せで、もうこれ以上望むなんて贅沢だと思ってましたから」

「贅沢って」

　ラーシュが苦笑するが、ヴィオラは更に主張する。

「贅沢ですよ。だってラーシュ様ですよ。滅竜騎士様なんですよ。遥か上の方の雲の上の存在なんですよ！　そんな憧れの人と一緒にお菓子買いに行くなんて、友達もいなかった庶民の小娘の魔女からしたら有り得ない奇跡じゃないですか」

「それこそ大袈裟にも程がある表現だな」

　とうとうラーシュが笑いだした。

「きっと、ラーシュ様にはずーっと私のあの頃のドキドキ感は判らないと思います。ひとりでデートみたいだって舞い上がって緊張してたんですから」

「いや、そんなコトはないと思うけどな。今考えれば、俺だってそれなりに緊張はしていたとは思うぞ」

「え、そうなんですか？」

「それに、俺だってきみと出掛けることをとても楽しみにしていたよ。気が付いたら菓子を買いに行くことよりきみと出掛けることの方を楽しみにしていたという程度には」

「え、そうなんですか？」

「全部、あの夜きみが倒れた時まで自覚していなかったけどな。それくらい女っ気と恋愛に縁が無かったと思ってくれ」

　笑って言ったらナゼかヴィオラが黙った。どうしたのかと思ったら、ものすごく視線を他所に泳がせながら、ぼそぼそと言い出した。

「……あの、ラーシュ様は、競技会の時の他の騎士の方々みたいに、女の子に声を掛けたりしてたコトはなかったんですか？　その、遊び相手に女の子ナンパしたりしてたコトとかあったのかなあって。もっと若い頃には恋人が欲しい時だってあったんですよね、きっと。いえ、私と付き合ってくださる前なんですしいいんですけども、どうだったのかなあって。正直に教えて欲しいなあとか」

　突然、競技会の時に抱いたもやもやとした記憶を思い出して、つい訊いてしまった。

　思い切り視線をそらしているヴィオラが気まずそうなカオをしているのに気付いて、ナニを訊かれたのかときょとんとしていたラーシュは、やっと理解した。そして、ラーシュは思わずヴィオラを引き寄せてその腕に抱き込んだ。

「そういうコトをしたコトは本当に全然無いよ。そもそもあまり興味が無かった。王都に来る前だって、俺はこのみてくれだからすぐ誰だか判るし、地元でヘタにそんなコトはできないし。王都に来てからだって、女性はみんな俺の見た目と目つきの悪さに怖がる方が多かったから、そんなカオをされてまでどうにかして手に入れたいなんて思うほど魅力的だと思う人もいなかったし。恋人は自分には縁のないものだと結構早いうちに思っていたから結婚もしないだろうと思っていたくらいだ。寄ってくるのは肩書目当ての打算込みしかいなかったし、そんな女性はこちらからごめんだった。だからそんな心配をする必要はないよ。でも、そういうヤキモチは可愛くて嬉しいな」

　途端に腕の中でじわりと赤くなった頬に、ラーシュはくちづけた。

「……ヤキモチ、なんて……」

「じゃあ、俺がナンパしてたって言ったら機嫌が悪くならないか？」

「それは……！　イヤです」

　正直に言えば、ニヤニヤと嬉しそうに笑いながらラーシュはその華奢な身体をますます抱き込んだ。






「心配しなくていい。本当に、俺が自分から欲しいと思ったのはきみだけだ」






　甘く。耳元で、でもはっきりと。ラーシュが告げる。






「愛しているよ、ヴィオラ」

「はい。私も、愛してます」






　嬉しくてうなずいて見上げれば、見下ろすその優しい視線が熱くなる。

　くちづけられて目を閉じると、ゆるりと胸を揉まれた。触るだけではなくて、それは確実に続きを示唆するように捏ねられて。

「……んっ、ふ、ダメ、ここじゃ……っ」

「今、ここで欲しい」

「でも、……っ、やん！」

　手早くヴィオラの服の胸元が緩められ、白い膨らみが露わになると、ちゅうっと吸い付かれた。

　するりとスカートの中に手が入り、そして躊躇いもなく下着の中へ、そしてソコに刺激を与えられてヴィオラの声が跳ねる。

「あぁ、やっ、あぁ……んぁ！」

　ラーシュの指が動く度にヴィオラの身体がびくびくと跳ね、胸の先を甘噛みされてその刺激に更に喘ぐ。その甘美な刺激の先を知っている身体はすぐにその先を求めて疼き、こんなところでと思うのにその続きを求めて脚を開く。

　すぐに入り口を探られ、弄られ、擦られて、そしてその泉へと指が潜り込む。既にすっかり潤っていた泉のナカから恥ずかしい水音が鳴りだした。

　はしたないと思う理性と、もっと気持ちヨくして欲しいと願う欲望がせめぎ合って、結局欲望が勝つ。

　愛する人に愛を囁かれて触られて、嬉しいと思わない女はいない。

　魔女の本性だけじゃない。素直に、もっと愛し愛されたい。

「……ほしいの、んっ、ラーシュさま、もっと、ほしい、もっと……っ」

「ああ、もう、かわいいな、ヴィオラ……っ。俺も、欲しいよ」

　熱い吐息を吐くラーシュが下半身を寛げて己を出すと、危なげなく妻の身体を持ち上げ、ヴィオラのナカへと入り込んだ。

「ああああ！」

　その衝撃に弓なりになるヴィオラを抱きしめ、ラーシュはその身体を蹂躙する。










　甘く熱い抱擁を交わしながら、愛し合う二人はひたすらお互いを求めあう。

　叶わないと思っていた想いを成就させて、ずっと憧れていた最強の騎士の腕の中で乱れるその魔女は、今、愛する人にすべてを委ねて心からの幸福に身を浸す。

　異形と謂われた最強の騎士は、孤独な心を満たしてくれる可愛らしくも健気な魔女を己の唯一として愛し、護ることを誓った。

　滅竜騎士と白金の杖の魔女の夫婦は、この後、国中で知らぬ者がない程に睦まじい夫婦として一生涯、その名を馳せることになる。

　だが、それはもう少し後のことで。

　熱く甘い夜は更けてゆく。

　ひたすらにお互いを貪りながら。

　今はまだ芽吹かないその次の命が、やがて魔女の身に宿るまで、幾度でも。







了
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